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(1)  調査の概要 

1. 調査の目的 

第5次能勢町地域福祉計画（計画期間：令和8年度～令和 12年度）を策定するに当たって、今後、住民の

皆さんが地域で支え合い、助け合いながら暮らすことのできる地域共生の町の実現に役立てるため、アンケート

調査を実施した。 

2. 調査期間 

令和7年3月 5日～令和 7年 3月 31日 

3. 調査の対象者 

町内にお住まいの 18歳以上の方の中から無作為に抽出した 1,000名 

4. 調査の方法 

郵送又はインターネット（Web調査）による無記名回答 

5. 回収状況 

  郵送 
インターネット

（Web 調査） 
計 回収率 

回収数 394 50 444 44.4% 

 

(2)  報告書を作成するに当たって 

⚫ 回答は各質問の回答者数（N）を基数とした百分率（％）で示している。 

⚫ 百分率は小数点以下第2位を四捨五入して算出した。このため、百分率の合計が 100％にならないことが

ある。 

⚫ １つの質問に２つ以上答えられる“複数回答可能”の場合は、回答比率の合計が 100％を超える場合があ

る。 

⚫ 集計表、グラフの記載に当たっては、調査票の選択肢の文言を一部省略している場合がある。 

⚫ 単純集計については可能な限り前回調査(令和2年度)との比較を行った。 

⚫ 全ての質問項目について、性別、年齢別、地区別のクロス集計を行った。 

⚫ 一部、地域とのつながり意識(問１０)とのクロス集計を行った。 

⚫ 質問の選択肢について、前回又は今回のいずれかのみの場合は「前回（今回）のみ」と表記した。 

⚫ 集計表の網かけ部分（着色部分）について、百分率（％）の数値が高くなるほど、色が濃くなっている。 



2 

 

(3)  調査結果 

1. あなたご自身のことについて 

問 1 あなたがお住まいの地区は、次のうちどれに当たりますか。（○は１つ） 

◼ 単純集計(前回調査との比較) 

「久佐々地区」が 40.3%と最も多く、次いで「岐尼地区」が 24.8%、「東郷地区」が 13.1%となっている。 

前回調査との比較では、「久佐々地区」が 3.3 ポイント減少している。 

 

 

 
 

    天王地区 岐尼地区 久佐々地区 田尻地区 東郷地区 歌垣地区 わからない 無回答 計 

 
 全体 (N=444) 2.3% 24.8% 40.3% 6.3% 13.1% 11.5% 0.5% 1.4% 100.0% 

性
別 

男性 (N=195) 2.6% 23.1% 41.5% 5.6% 12.8% 12.8% 0.5% 1.0% 100.0% 

女性 (N=243) 2.1% 25.9% 39.9% 7.0% 13.2% 10.7% 0.4% 0.8% 100.0% 

その他 (N=2) 0.0% 50.0% 50.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 

無回答 (N=4) 0.0% 25.0% 0.0% 0.0% 25.0% 0.0% 0.0% 50.0% 100.0% 

年
齢
別 

10 歳代 (N=5) 0.0% 80.0% 20.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 

20 歳代 (N=15) 6.7% 26.7% 40.0% 13.3% 6.7% 6.7% 0.0% 0.0% 100.0% 

30 歳代 (N=18) 0.0% 11.1% 50.0% 16.7% 16.7% 5.6% 0.0% 0.0% 100.0% 

40 歳代 (N=21) 4.8% 19.0% 42.9% 4.8% 14.3% 9.5% 0.0% 4.8% 100.0% 

50 歳代 (N=59) 1.7% 28.8% 42.4% 1.7% 13.6% 10.2% 1.7% 0.0% 100.0% 

60 歳代 (N=107) 0.9% 25.2% 49.5% 4.7% 9.3% 10.3% 0.0% 0.0% 100.0% 

70 歳代 (N=143) 1.4% 25.2% 39.2% 4.2% 13.3% 14.0% 0.7% 2.1% 100.0% 

80 歳以上 (N=74) 5.4% 21.6% 27.0% 13.5% 18.9% 13.5% 0.0% 0.0% 100.0% 

無回答 (N=2) 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 100.0% 

 

  

1.2%

25.3%

43.6%

7.8%

11.6%

9.0%

0.2%

1.2%

2.3%

24.8%

40.3%

6.3%

13.1%

11.5%

0.5%

1.4%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45% 50%

天王地区

岐尼地区

久佐々地区

田尻地区

東郷地区

歌垣地区

わからない

無回答

居住地区

前回調査 (N=498)

今回調査 (N=444)
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問２ あなたの性別をお答えください。（○は１つ） 

◼ 単純集計(前回調査との比較) 

「男性」が 43.9%、「女性」が 54.7%で、「女性」が「男性」を 10.8 ポイント上回っている。 

前回調査との比較では、「男性」が 2.3 ポイント増加している。 

 

 

 
 

    男性 女性 その他 無回答 計 

 
 全体 (N=444) 43.9% 54.7% 0.5% 0.9% 100.0% 

年
齢
別 

10 歳代 (N=5) 40.0% 40.0% 20.0% 0.0% 100.0% 

20 歳代 (N=15) 60.0% 40.0% 0.0% 0.0% 100.0% 

30 歳代 (N=18) 38.9% 55.6% 5.6% 0.0% 100.0% 

40 歳代 (N=21) 42.9% 57.1% 0.0% 0.0% 100.0% 

50 歳代 (N=59) 33.9% 66.1% 0.0% 0.0% 100.0% 

60 歳代 (N=107) 43.0% 57.0% 0.0% 0.0% 100.0% 

70 歳代 (N=143) 51.0% 47.6% 0.0% 1.4% 100.0% 

80 歳以上 (N=74) 39.2% 60.8% 0.0% 0.0% 100.0% 

無回答 (N=2) 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 100.0% 

地
区
別 

天王地区 (N=10) 50.0% 50.0% 0.0% 0.0% 100.0% 

岐尼地区 (N=110) 40.9% 57.3% 0.9% 0.9% 100.0% 

久佐々地区 (N=179) 45.3% 54.2% 0.6% 0.0% 100.0% 

田尻地区 (N=28) 39.3% 60.7% 0.0% 0.0% 100.0% 

東郷地区 (N=58) 43.1% 55.2% 0.0% 1.7% 100.0% 

歌垣地区 (N=51) 49.0% 51.0% 0.0% 0.0% 100.0% 

わからない (N=2) 50.0% 50.0% 0.0% 0.0% 100.0% 

無回答 (N=6) 33.3% 33.3% 0.0% 33.3% 100.0% 

 

  

41.6%

43.9%

55.4%

54.7%

0.6%

0.5%

2.4%

0.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

前回調査

(N=498)

今回調査

(N=444)

性別

男性 女性 その他(答えたくないなど) 無回答



4 

 

問３ あなたの年齢をお答えください。（○は１つ） 

◼ 単純集計(前回調査との比較) 

「70歳代」が 32.2％と最も多く、次いで「60歳代」が 24.1％、「80歳以上」が 16.7％となっている。 

前回調査との比較では、「70 歳代」と「80 歳以上」がともに 4.5 ポイント増加し、「４０歳代」が 5.3 ポイント、

「２０歳代」が 3.4 ポイント減少している。 

 

 

 
 

    10 歳代 20 歳代 30 歳代 40 歳代 50 歳代 60 歳代 70 歳代 
80 歳 

以上 
無回答 計 

 
 全体 (N=444) 1.1% 3.4% 4.1% 4.7% 13.3% 24.1% 32.2% 16.7% 0.5% 100.0% 

性
別 

男性 (N=195) 1.0% 4.6% 3.6% 4.6% 10.3% 23.6% 37.4% 14.9% 0.0% 100.0% 

女性 (N=243) 0.8% 2.5% 4.1% 4.9% 16.0% 25.1% 28.0% 18.5% 0.0% 100.0% 

その他 (N=2) 50.0% 0.0% 50.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 

無回答 (N=4) 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 50.0% 0.0% 50.0% 100.0% 

地
区
別 

天王地区 (N=10) 0.0% 10.0% 0.0% 10.0% 10.0% 10.0% 20.0% 40.0% 0.0% 100.0% 

岐尼地区 (N=110) 3.6% 3.6% 1.8% 3.6% 15.5% 24.5% 32.7% 14.5% 0.0% 100.0% 

久佐々地区 (N=179) 0.6% 3.4% 5.0% 5.0% 14.0% 29.6% 31.3% 11.2% 0.0% 100.0% 

田尻地区 (N=28) 0.0% 7.1% 10.7% 3.6% 3.6% 17.9% 21.4% 35.7% 0.0% 100.0% 

東郷地区 (N=58) 0.0% 1.7% 5.2% 5.2% 13.8% 17.2% 32.8% 24.1% 0.0% 100.0% 

歌垣地区 (N=51) 0.0% 2.0% 2.0% 3.9% 11.8% 21.6% 39.2% 19.6% 0.0% 100.0% 

わからない (N=2) 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 50.0% 0.0% 50.0% 0.0% 0.0% 100.0% 

無回答 (N=6) 0.0% 0.0% 0.0% 16.7% 0.0% 0.0% 50.0% 0.0% 33.3% 100.0% 

 

  

6.8%

5.2%

10.0%

13.9%

23.7%

27.7%

12.2%

0.4%

1.1%

3.4%

4.1%

4.7%

13.3%

24.1%

32.2%

16.7%

0.5%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35%

10歳代(今回のみ)

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳代

80歳以上

無回答

年代

前回調査 (N=498)

今回調査 (N=444)
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問４ あなたの職業をお答えください。（○は１つ） 

◼ 単純集計(前回調査との比較) 

「無職」が 30.4％と最も多く、次いで「家事専業」が 19.4％、「パート・アルバイト」が 15.8％となっている。 

前回調査との比較では、「無職」が 4.5 ポイント、「家事専業」が 3.3 ポイント増加し、「会社員」が 3.2 ポイン

ト減少している。 

 
 

 
 

    自営業 会社員 
公務員・

団体職員 

パート・

アルバイ

ト 

学生 家事専業 無職 その他 無回答 計 

 
 全体 (N=444) 12.4% 13.7% 2.7% 15.8% 2.0% 19.4% 30.4% 2.0% 1.6% 100.0% 

性
別 

男性 (N=195) 22.1% 23.1% 3.6% 10.3% 3.1% 0.0% 33.8% 2.6% 1.5% 100.0% 

女性 (N=243) 4.5% 6.6% 2.1% 20.6% 0.8% 35.0% 28.0% 1.6% 0.8% 100.0% 

その他 (N=2) 50.0% 0.0% 0.0% 0.0% 50.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 

無回答 (N=4) 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 25.0% 25.0% 0.0% 50.0% 100.0% 

年
齢
別 

10 歳代 (N=5) 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 

20 歳代 (N=15) 0.0% 20.0% 6.7% 20.0% 26.7% 0.0% 26.7% 0.0% 0.0% 100.0% 

30 歳代 (N=18) 11.1% 38.9% 27.8% 11.1% 0.0% 0.0% 5.6% 0.0% 5.6% 100.0% 

40 歳代 (N=21) 19.0% 19.0% 4.8% 47.6% 0.0% 4.8% 4.8% 0.0% 0.0% 100.0% 

50 歳代 (N=59) 20.3% 23.7% 3.4% 23.7% 0.0% 16.9% 5.1% 5.1% 1.7% 100.0% 

60 歳代 (N=107) 10.3% 24.3% 2.8% 24.3% 0.0% 22.4% 14.0% 0.9% 0.9% 100.0% 

70 歳代 (N=143) 11.9% 4.2% 0.0% 10.5% 0.0% 24.5% 47.6% 0.7% 0.7% 100.0% 

80 歳以上 (N=74) 12.2% 1.4% 0.0% 0.0% 0.0% 21.6% 58.1% 5.4% 1.4% 100.0% 

無回答 (N=2) 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 100.0% 

地
区
別 

天王地区 (N=10) 20.0% 0.0% 10.0% 10.0% 0.0% 20.0% 40.0% 0.0% 0.0% 100.0% 

岐尼地区 (N=110) 15.5% 13.6% 1.8% 12.7% 4.5% 18.2% 30.0% 2.7% 0.9% 100.0% 

久佐々地区 (N=179) 8.4% 17.3% 2.2% 19.0% 0.6% 18.4% 31.3% 1.7% 1.1% 100.0% 

田尻地区 (N=28) 0.0% 14.3% 3.6% 17.9% 7.1% 21.4% 32.1% 0.0% 3.6% 100.0% 

東郷地区 (N=58) 13.8% 10.3% 3.4% 13.8% 0.0% 24.1% 29.3% 3.4% 1.7% 100.0% 

歌垣地区 (N=51) 23.5% 7.8% 3.9% 11.8% 2.0% 19.6% 29.4% 2.0% 0.0% 100.0% 

わからない (N=2) 50.0% 0.0% 0.0% 50.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 

無回答 (N=6) 0.0% 16.7% 0.0% 16.7% 0.0% 16.7% 16.7% 0.0% 33.3% 100.0% 

 

  

13.5%

16.9%

4.8%

18.7%

0.8%

16.1%

25.9%

2.4%

1.0%

12.4%

13.7%

2.7%

15.8%

2.0%

19.4%

30.4%

2.0%

1.6%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35%

自営業(農林業を含む)

会社員

公務員・団体職員

パート・アルバイト

学生

家事専業(専業主婦(夫))

無職

その他

無回答

職業

前回調査 (N=498)

今回調査 (N=444)
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問５ あなたの家族構成は、次のどれに当てはまりますか。（○は１つ） 

◼ 単純集計(前回調査との比較) 

「自分を含み親・子の二世代世帯」が 36.3%と最も多く、次いで「夫婦のみの世帯」が 35.6%、「ひとり暮ら

し」が 13.5%となっている。 

前回調査との比較では、「ひとり暮らし」が 4.3 ポイント増加し、「自分を含み親・子・孫の三世代世帯」が 7.2

ポイント減少している。 

 
 

 
 

    
ひとり 

暮らし 

夫婦のみ 

の世帯 

自分を含み 

親・子の二

世代世帯 

自分を含み 

親・子・孫

の三世代 

世帯 

四世代以上 

の世帯 
その他 無回答 計 

 
 全体 (N=444) 13.5% 35.6% 36.3% 6.5% 0.2% 6.5% 1.4% 100.0% 

性
別 

男性 (N=195) 14.4% 37.4% 35.4% 8.2% 0.5% 4.1% 0.0% 100.0% 

女性 (N=243) 12.8% 35.0% 36.6% 5.3% 0.0% 8.6% 1.6% 100.0% 

その他 (N=2) 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 

無回答 (N=4) 25.0% 0.0% 25.0% 0.0% 0.0% 0.0% 50.0% 100.0% 

年
齢
別 

10 歳代 (N=5) 0.0% 0.0% 80.0% 20.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 

20 歳代 (N=15) 0.0% 0.0% 60.0% 33.3% 0.0% 6.7% 0.0% 100.0% 

30 歳代 (N=18) 5.6% 22.2% 55.6% 11.1% 0.0% 5.6% 0.0% 100.0% 

40 歳代 (N=21) 4.8% 0.0% 66.7% 19.0% 0.0% 4.8% 4.8% 100.0% 

50 歳代 (N=59) 8.5% 25.4% 52.5% 8.5% 0.0% 3.4% 1.7% 100.0% 

60 歳代 (N=107) 13.1% 45.8% 29.0% 2.8% 0.0% 8.4% 0.9% 100.0% 

70 歳代 (N=143) 15.4% 53.1% 21.0% 2.8% 0.7% 6.3% 0.7% 100.0% 

80 歳以上 (N=74) 23.0% 18.9% 43.2% 6.8% 0.0% 8.1% 0.0% 100.0% 

無回答 (N=2) 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 100.0% 

地
区
別 

天王地区 (N=10) 0.0% 30.0% 60.0% 0.0% 0.0% 10.0% 0.0% 100.0% 

岐尼地区 (N=110) 17.3% 33.6% 34.5% 10.0% 0.0% 3.6% 0.9% 100.0% 

久佐々地区 (N=179) 12.3% 41.9% 32.4% 5.0% 0.0% 7.8% 0.6% 100.0% 

田尻地区 (N=28) 14.3% 28.6% 46.4% 7.1% 0.0% 3.6% 0.0% 100.0% 

東郷地区 (N=58) 15.5% 25.9% 43.1% 5.2% 0.0% 6.9% 3.4% 100.0% 

歌垣地区 (N=51) 11.8% 31.4% 37.3% 7.8% 2.0% 9.8% 0.0% 100.0% 

わからない (N=2) 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 

無回答 (N=6) 0.0% 33.3% 33.3% 0.0% 0.0% 0.0% 33.3% 100.0% 

  

9.2%

34.1%

37.1%

13.7%

1.0%

4.0%

0.8%

13.5%

35.6%

36.3%

6.5%

0.2%

6.5%

1.4%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40%

ひとり暮らし

夫婦のみ(事実婚を含む)の世帯

自分を含み親・子の二世代世帯

自分を含み親・子・孫の三世代世帯

四世代以上の世帯

その他

無回答

家族構成

前回調査 (N=498)

今回調査 (N=444)
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問６ あなたの同居家族の中に、次のような方はいますか。ご本人を含めてご回答ください。 

 （〇はいくつでも） 

◼ 単純集計(前回調査との比較) 

「65 歳以上の人」が 48.2%と最も多く、次いで「社会人」が 32.4%、「いずれもいない」が 16.4%となって

いる。 

前回調査との比較では、「いずれもいない」が 11.0 ポイント増加し、「65 歳以上の人」が 20.7 ポイント、「社

会人」が 4.9 ポイント、「義務教育学校前期課程」が 3.1 ポイント減少している。 

 

  

1.4%

5.2%

5.8%

8.2%

6.8%

37.3%

68.9%

10.0%

8.6%

5.4%

1.8%

0.9%

2.7%

2.7%

7.2%

5.9%

32.4%

48.2%

11.0%

11.5%

16.4%

22.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

乳児(１歳未満)

乳児を除く義務教育学校(小学校)入学前の幼児

義務教育学校前期課程(小学生)

義務教育学校後期課程(中学生)・高校生

大学生(短期大学や専門学校に通う方も含む)

社会人

65歳以上の人

介護を必要とする人

障がいのある人

いずれもいない

無回答

同居家族

前回調査 (N=498)

今回調査 (N=444)
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乳
児 

乳
児
を
除
く 

義
務
教
育
学
校 

入
学
前
の
幼
児 

義
務
教
育
学
校 

前
期
課
程 

義
務
教
育
学
校 

後
期
課
程
・
高
校
生 

大
学
生 

社
会
人 

65
歳
以
上
の
人 

介
護
を 

必
要
と
す
る
人 

障
が
い
の
あ
る
人 

い
ず
れ
も
い
な
い 

無
回
答 

 全体 (N=444) 0.9% 2.7% 2.7% 7.2% 5.9% 32.4% 48.2% 11.0% 11.5% 16.4% 22.3% 

性
別 

男性 (N=195) 1.0% 3.1% 1.5% 7.2% 7.2% 35.4% 51.3% 10.3% 10.8% 16.9% 20.0% 

女性 (N=243) 0.8% 2.5% 3.7% 7.0% 4.5% 30.5% 46.5% 11.1% 11.5% 16.5% 23.9% 

その他 (N=2) 0.0% 0.0% 0.0% 50.0% 50.0% 50.0% 0.0% 0.0% 50.0% 0.0% 0.0% 

無回答 (N=4) 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 50.0% 

年
齢
別 

10 歳代 (N=5) 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 40.0% 60.0% 20.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

20 歳代 (N=15) 0.0% 0.0% 0.0% 33.3% 40.0% 93.3% 40.0% 13.3% 20.0% 0.0% 0.0% 

30 歳代 (N=18) 16.7% 0.0% 5.6% 0.0% 0.0% 55.6% 44.4% 11.1% 11.1% 16.7% 16.7% 

40 歳代 (N=21) 4.8% 33.3% 28.6% 33.3% 9.5% 23.8% 42.9% 4.8% 14.3% 0.0% 4.8% 

50 歳代 (N=59) 0.0% 0.0% 0.0% 13.6% 18.6% 45.8% 35.6% 8.5% 8.5% 18.6% 20.3% 

60 歳代 (N=107) 0.0% 1.9% 0.9% 0.0% 1.9% 34.6% 55.1% 8.4% 11.2% 20.6% 25.2% 

70 歳代 (N=143) 0.0% 1.4% 2.1% 3.5% 0.7% 16.8% 55.9% 9.1% 10.5% 19.6% 25.2% 

80 歳以上 (N=74) 0.0% 1.4% 1.4% 2.7% 2.7% 32.4% 40.5% 23.0% 14.9% 12.2% 24.3% 

無回答 (N=2) 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 

地
区
別 

天王地区 (N=10) 10.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 40.0% 60.0% 10.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

岐尼地区 (N=110) 0.0% 1.8% 3.6% 9.1% 7.3% 32.7% 49.1% 10.0% 12.7% 11.8% 20.9% 

久佐々地区 (N=179) 1.1% 2.2% 2.2% 5.6% 4.5% 36.9% 45.8% 10.6% 12.3% 18.4% 21.8% 

田尻地区 (N=28) 0.0% 0.0% 3.6% 17.9% 10.7% 25.0% 57.1% 17.9% 10.7% 14.3% 14.3% 

東郷地区 (N=58) 1.7% 5.2% 1.7% 3.4% 1.7% 22.4% 50.0% 13.8% 13.8% 19.0% 25.9% 

歌垣地区 (N=51) 0.0% 5.9% 3.9% 7.8% 9.8% 33.3% 45.1% 9.8% 7.8% 19.6% 27.5% 

わからない (N=2) 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 50.0% 0.0% 0.0% 50.0% 50.0% 

無回答 (N=6) 0.0% 0.0% 0.0% 16.7% 16.7% 16.7% 50.0% 0.0% 0.0% 16.7% 50.0% 
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問７ あなたは、能勢町にお住まいになって何年になりますか。（○は１つ） 

◼ 単純集計(前回調査との比較) 

「30年以上」が 66.2%と最も多く、次いで「20～30年未満」が 14.4%、「10～20年未満」が 9.9%となっ

ている。 

前回調査との比較では、「30 年以上」が 20.6 ポイント増加し、「20～30 年未満」が 16.9 ポイント減少して

いる。 

 

 

 
 

    ５年未満 
５～10年 

未満 

10～20年 

未満 

20～30年 

未満 
30 年以上 無回答 計 

 
 全体 (N=444) 5.2% 3.8% 9.9% 14.4% 66.2% 0.5% 100.0% 

性
別 

男性 (N=195) 5.1% 5.6% 8.7% 14.9% 65.6% 0.0% 100.0% 

女性 (N=243) 5.3% 2.5% 10.7% 13.6% 67.9% 0.0% 100.0% 

その他 (N=2) 0.0% 0.0% 50.0% 50.0% 0.0% 0.0% 100.0% 

無回答 (N=4) 0.0% 0.0% 0.0% 25.0% 25.0% 50.0% 100.0% 

年
齢
別 

10 歳代 (N=5) 0.0% 20.0% 80.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 

20 歳代 (N=15) 13.3% 0.0% 13.3% 73.3% 0.0% 0.0% 100.0% 

30 歳代 (N=18) 27.8% 0.0% 5.6% 33.3% 33.3% 0.0% 100.0% 

40 歳代 (N=21) 28.6% 14.3% 23.8% 0.0% 33.3% 0.0% 100.0% 

50 歳代 (N=59) 6.8% 8.5% 11.9% 22.0% 50.8% 0.0% 100.0% 

60 歳代 (N=107) 1.9% 3.7% 11.2% 14.0% 69.2% 0.0% 100.0% 

70 歳代 (N=143) 2.1% 1.4% 7.0% 9.8% 79.7% 0.0% 100.0% 

80 歳以上 (N=74) 1.4% 2.7% 4.1% 6.8% 85.1% 0.0% 100.0% 

無回答 (N=2) 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 100.0% 

地
区
別 

天王地区 (N=10) 10.0% 10.0% 0.0% 10.0% 70.0% 0.0% 100.0% 

岐尼地区 (N=110) 1.8% 3.6% 11.8% 11.8% 70.9% 0.0% 100.0% 

久佐々地区 (N=179) 5.0% 3.9% 12.8% 21.8% 56.4% 0.0% 100.0% 

田尻地区 (N=28) 7.1% 0.0% 3.6% 10.7% 78.6% 0.0% 100.0% 

東郷地区 (N=58) 8.6% 3.4% 3.4% 8.6% 75.9% 0.0% 100.0% 

歌垣地区 (N=51) 5.9% 3.9% 7.8% 5.9% 76.5% 0.0% 100.0% 

わからない (N=2) 0.0% 0.0% 50.0% 0.0% 50.0% 0.0% 100.0% 

無回答 (N=6) 16.7% 16.7% 0.0% 0.0% 33.3% 33.3% 100.0% 

 

  

6.6%

5.0%

11.2%

31.3%

45.6%

0.2%

5.2%

3.8%

9.9%

14.4%

66.2%

0.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

５年未満

５～10年未満

10～20年未満

20～30年未満

30年以上

無回答

居住年数

前回調査 (N=498)

今回調査 (N=444)
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問８ あなたは、これからも現在のところに住み続けたいと思いますか。（○は１つ） 

◼ 単純集計(前回調査との比較) 

「このまま住み続けたい」が 58.6%と最も多く、次いで「どちらともいえない」が 20.0%、「町外に移りたい」

が 16.0％となっている。 

前回調査との比較では、大きな変化は見られない。 

 

 

 
 

     

こ
の
ま
ま 

住
み
続
け
た
い 

現
在
の
住
ま
い
は
移

り
た
い
が
、
能
勢
町

内
に
住
み
続
け
た
い 

町
外
に
移
り
た
い 

ど
ち
ら
と
も 

い
え
な
い 

無
回
答 

計 

 
 全体 (N=444) 58.6% 3.4% 16.0% 20.0% 2.0% 100.0% 

性
別 

男性 (N=195) 61.0% 3.1% 14.9% 20.0% 1.0% 100.0% 

女性 (N=243) 57.6% 3.7% 16.9% 19.8% 2.1% 100.0% 

その他 (N=2) 0.0% 0.0% 50.0% 50.0% 0.0% 100.0% 

無回答 (N=4) 25.0% 0.0% 0.0% 25.0% 50.0% 100.0% 

年
齢
別 

10 歳代 (N=5) 0.0% 0.0% 80.0% 20.0% 0.0% 100.0% 

20 歳代 (N=15) 26.7% 20.0% 26.7% 26.7% 0.0% 100.0% 

30 歳代 (N=18) 33.3% 0.0% 27.8% 38.9% 0.0% 100.0% 

40 歳代 (N=21) 42.9% 4.8% 14.3% 28.6% 9.5% 100.0% 

50 歳代 (N=59) 47.5% 3.4% 20.3% 28.8% 0.0% 100.0% 

60 歳代 (N=107) 57.0% 2.8% 18.7% 19.6% 1.9% 100.0% 

70 歳代 (N=143) 65.7% 2.1% 11.9% 18.9% 1.4% 100.0% 

80 歳以上 (N=74) 78.4% 4.1% 8.1% 8.1% 1.4% 100.0% 

無回答 (N=2) 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 100.0% 

地
区
別 

天王地区 (N=10) 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 

岐尼地区 (N=110) 58.2% 3.6% 14.5% 22.7% 0.9% 100.0% 

久佐々地区 (N=179) 54.7% 3.4% 19.0% 21.8% 1.1% 100.0% 

田尻地区 (N=28) 53.6% 0.0% 25.0% 21.4% 0.0% 100.0% 

東郷地区 (N=58) 60.3% 5.2% 13.8% 19.0% 1.7% 100.0% 

歌垣地区 (N=51) 66.7% 3.9% 9.8% 13.7% 5.9% 100.0% 

わからない (N=2) 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 

無回答 (N=6) 33.3% 0.0% 16.7% 16.7% 33.3% 100.0% 

 

  

58.2%

1.8%

18.1%

21.1%

0.8%

58.6%

3.4%

16.0%

20.0%

2.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

このまま住み続けたい

現在の住まいは移りたいが、

能勢町内に住み続けたい

町外に移りたい

どちらともいえない

無回答

居住継続の意向

前回調査 (N=498)

今回調査 (N=444)
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問８で「2. 現在の住まいは移りたいが、能勢町内に住み続けたい」「３. 町外に移りたい」と回答

した方に 

 

問８-１ 転居（町内）あるいは転出（町外）したい理由は何ですか。（○はいくつでも） 

◼ 単純集計(前回調査との比較) 

「交通の便が悪いから」が82.6%と最も多く、次いで「日常生活が不便だから」が67.4%、「高齢になり

身体の状態などに不安があるから」が 48.8%となっている。 

 

  

12.8%

7.0%

48.8%

4.7%

67.4%

32.6%

10.5%

82.6%

5.8%

3.5%

2.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

仕事の都合で

子どもの教育関係で

高齢になり身体の状態などに不安があるから

近所づきあいがうまくいっていないから

日常生活が不便だから

暮らしの快適さなど環境面で問題があるから

生まれ育ったところではなく、愛着がないから

交通の便が悪いから

住宅が狭い、古いなど

その他

無回答

転居・転出したい理由 (N=86)



12 
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活
が
不
便
だ
か
ら 

暮
ら
し
の
快
適
さ
な
ど
環

境
面
で
問
題
が
あ
る
か
ら 

生
ま
れ
育
っ
た
と
こ
ろ
で

は
な
く
、
愛
着
が
な
い
か
ら 

交
通
の
便
が
悪
い
か
ら 

住
宅
が
狭
い
、
古
い
な
ど 

そ
の
他 

無
回
答 

 
 全体 (N=86) 12.8% 7.0% 48.8% 4.7% 67.4% 32.6% 10.5% 82.6% 5.8% 3.5% 2.3% 

性
別 

男性 (N=35) 20.0% 2.9% 40.0% 2.9% 62.9% 34.3% 5.7% 80.0% 5.7% 2.9% 2.9% 

女性 (N=50) 8.0% 10.0% 56.0% 6.0% 72.0% 32.0% 14.0% 84.0% 6.0% 4.0% 2.0% 

その他 (N=1) 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

無回答 (N=0)                       

年
齢
別 

10 歳代 (N=4) 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 25.0% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

20 歳代 (N=7) 28.6% 0.0% 0.0% 14.3% 28.6% 14.3% 14.3% 57.1% 14.3% 14.3% 0.0% 

30 歳代 (N=5) 40.0% 20.0% 20.0% 20.0% 100.0% 60.0% 20.0% 100.0% 20.0% 0.0% 0.0% 

40 歳代 (N=4) 75.0% 75.0% 0.0% 0.0% 100.0% 25.0% 25.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

50 歳代 (N=14) 7.1% 14.3% 57.1% 0.0% 85.7% 57.1% 14.3% 85.7% 7.1% 7.1% 0.0% 

60 歳代 (N=23) 4.3% 0.0% 60.9% 4.3% 91.3% 34.8% 4.3% 100.0% 8.7% 4.3% 0.0% 

70 歳代 (N=20) 5.0% 0.0% 70.0% 0.0% 40.0% 30.0% 15.0% 60.0% 0.0% 0.0% 5.0% 

80 歳以上 (N=9) 11.1% 0.0% 55.6% 11.1% 55.6% 11.1% 0.0% 77.8% 0.0% 0.0% 11.1% 

無回答 (N=0)                       

地
区
別 

天王地区 (N=0)                       

岐尼地区 (N=20) 10.0% 5.0% 40.0% 0.0% 70.0% 30.0% 15.0% 85.0% 10.0% 5.0% 5.0% 

久佐々地区 (N=40) 15.0% 7.5% 50.0% 10.0% 67.5% 45.0% 10.0% 77.5% 5.0% 5.0% 0.0% 

田尻地区 (N=7) 14.3% 0.0% 85.7% 0.0% 85.7% 14.3% 0.0% 85.7% 0.0% 0.0% 0.0% 

東郷地区 (N=11) 9.1% 0.0% 45.5% 0.0% 54.5% 0.0% 0.0% 90.9% 9.1% 0.0% 9.1% 

歌垣地区 (N=7) 14.3% 28.6% 42.9% 0.0% 57.1% 28.6% 28.6% 85.7% 0.0% 0.0% 0.0% 

わからない (N=0)                       

無回答 (N=1) 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 100.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 
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2. あなたの住んでいる地域に関する意識や行動について 

問９ あなたにとって、地域とはどのような範囲をイメージしますか。（○は１つ） 

◼ 単純集計(前回調査との比較) 

「区、自治会」が33.1%と最も多く、次いで「能勢町全体」が32.0%、「旧小学校区」が 18.2%となっている。 

前回調査との比較では、「旧小学校の校区」が 3.1 ポイント増加し、「能勢町全体」が 3.9 ポイント減少してい

る。 

 
 

 
 

    能勢町全体 
旧中学校の

校区 

旧小学校の

校区 
区、自治会 隣近所 その他 無回答 計 

 
 全体 (N=444) 32.0% 6.8% 18.2% 33.1% 7.7% 0.5% 1.8% 100.0% 

性
別 

男性 (N=195) 34.4% 4.6% 20.5% 34.4% 3.6% 0.5% 2.1% 100.0% 

女性 (N=243) 30.5% 8.6% 16.0% 32.1% 10.7% 0.4% 1.6% 100.0% 

その他 (N=2) 0.0% 0.0% 0.0% 50.0% 50.0% 0.0% 0.0% 100.0% 

無回答 (N=4) 25.0% 0.0% 50.0% 25.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 

年
齢
別 

10 歳代 (N=5) 0.0% 20.0% 0.0% 60.0% 20.0% 0.0% 0.0% 100.0% 

20 歳代 (N=15) 40.0% 6.7% 33.3% 20.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 

30 歳代 (N=18) 22.2% 11.1% 16.7% 38.9% 11.1% 0.0% 0.0% 100.0% 

40 歳代 (N=21) 19.0% 14.3% 19.0% 28.6% 9.5% 0.0% 9.5% 100.0% 

50 歳代 (N=59) 32.2% 13.6% 11.9% 33.9% 6.8% 1.7% 0.0% 100.0% 

60 歳代 (N=107) 30.8% 2.8% 23.4% 35.5% 4.7% 0.0% 2.8% 100.0% 

70 歳代 (N=143) 35.7% 5.6% 19.6% 30.1% 7.0% 0.7% 1.4% 100.0% 

80 歳以上 (N=74) 32.4% 5.4% 12.2% 35.1% 13.5% 0.0% 1.4% 100.0% 

無回答 (N=2) 50.0% 0.0% 0.0% 50.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 

地
区
別 

天王地区 (N=10) 20.0% 0.0% 10.0% 70.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 

岐尼地区 (N=110) 35.5% 12.7% 13.6% 31.8% 5.5% 0.0% 0.9% 100.0% 

久佐々地区 (N=179) 35.8% 7.3% 11.2% 35.8% 7.8% 0.6% 1.7% 100.0% 

田尻地区 (N=28) 28.6% 0.0% 21.4% 28.6% 17.9% 0.0% 3.6% 100.0% 

東郷地区 (N=58) 29.3% 1.7% 29.3% 31.0% 8.6% 0.0% 0.0% 100.0% 

歌垣地区 (N=51) 19.6% 3.9% 43.1% 21.6% 3.9% 2.0% 5.9% 100.0% 

わからない (N=2) 0.0% 0.0% 0.0% 50.0% 50.0% 0.0% 0.0% 100.0% 

無回答 (N=6) 33.3% 0.0% 0.0% 50.0% 16.7% 0.0% 0.0% 100.0% 

  

35.9%

7.0%

15.1%

30.7%

8.6%

1.2%

1.4%

32.0%

6.8%

18.2%

33.1%

7.7%

0.5%

1.8%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40%

能勢町全体

旧中学校の校区

旧小学校の校区

区、自治会

隣近所

その他

無回答

地域の範囲

前回調査 (N=498)

今回調査 (N=444)
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問 10 あなたは、地域とつながっていると思いますか。（○は１つ） 

◼ 単純集計(前回調査との比較) 

「つながっていると思う」が 57.9%、「つながっていないと思う」が 16.9%で、「つながっていると思う」が「つ

ながっていないと思う」を 41.0 ポイント上回っている。 

前回調査との比較では、「わからない」が 3.3 ポイント増加している。 

 

 

 
 

    
つながって 

いると思う 

つながって 

いないと思う 
わからない 無回答 計 

 
 全体 (N=444) 57.9% 16.9% 23.2% 2.0% 100.0% 

性
別 

男性 (N=195) 57.4% 21.0% 20.5% 1.0% 100.0% 

女性 (N=243) 58.8% 14.0% 24.3% 2.9% 100.0% 

その他 (N=2) 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 100.0% 

無回答 (N=4) 50.0% 0.0% 50.0% 0.0% 100.0% 

年
齢
別 

10 歳代 (N=5) 40.0% 20.0% 40.0% 0.0% 100.0% 

20 歳代 (N=15) 26.7% 40.0% 33.3% 0.0% 100.0% 

30 歳代 (N=18) 33.3% 50.0% 16.7% 0.0% 100.0% 

40 歳代 (N=21) 38.1% 28.6% 28.6% 4.8% 100.0% 

50 歳代 (N=59) 52.5% 23.7% 23.7% 0.0% 100.0% 

60 歳代 (N=107) 57.0% 13.1% 26.2% 3.7% 100.0% 

70 歳代 (N=143) 63.6% 10.5% 23.8% 2.1% 100.0% 

80 歳以上 (N=74) 70.3% 13.5% 14.9% 1.4% 100.0% 

無回答 (N=2) 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 

地
区
別 

天王地区 (N=10) 70.0% 0.0% 30.0% 0.0% 100.0% 

岐尼地区 (N=110) 70.0% 7.3% 21.8% 0.9% 100.0% 

久佐々地区 (N=179) 46.9% 24.6% 26.3% 2.2% 100.0% 

田尻地区 (N=28) 64.3% 10.7% 25.0% 0.0% 100.0% 

東郷地区 (N=58) 56.9% 22.4% 19.0% 1.7% 100.0% 

歌垣地区 (N=51) 68.6% 9.8% 15.7% 5.9% 100.0% 

わからない (N=2) 0.0% 50.0% 50.0% 0.0% 100.0% 

無回答 (N=6) 50.0% 16.7% 33.3% 0.0% 100.0% 

 

  

59.8%

57.9%

18.7%

16.9%

19.9%

23.2%

1.6%

2.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

前回調査

(N=498)

今回調査

(N=444)

地域とのつながり

つながっていると思う つながっていないと思う わからない 無回答
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問 11 あなたと、ご近所の人との関係は次のどれに近いですか。（○は１つ） 

◼ 単純集計(前回調査との比較) 

「何か困ったときに助け合う親しい人がいる」が 31.1%と最も多く、次いで「立ち話程度の人がいる」が

24.8%、「お互いに訪問し合う程度の人がいる」が 20.9%となっている。 

前回調査との比較では、「何か困ったときに助け合う親しい人がいる」が 3.8 ポイント増加し、「あいさつをす

る程度の人がいる」が 3.0 ポイント減少している。 

 

 

 
 

     

何
か
困
っ
た
と
き

に
助
け
合
う
親
し

い
人
が
い
る 

お
互
い
に
訪
問
し

合
う
程
度
の
人
が

い
る 

立
ち
話
程
度
の
人

が
い
る 

あ
い
さ
つ
を
す
る

程
度
の
人
が
い
る 

そ
の
他 

ほ
と
ん
ど
付
き
合

い
は
な
い 

無
回
答 

計 

 
 全体 (N=444) 31.1% 20.9% 24.8% 16.9% 0.5% 4.7% 1.1% 100.0% 

性
別 

男性 (N=195) 27.7% 20.0% 23.6% 22.6% 1.0% 4.1% 1.0% 100.0% 

女性 (N=243) 34.2% 21.4% 25.9% 11.9% 0.0% 5.3% 1.2% 100.0% 

その他 (N=2) 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 

無回答 (N=4) 25.0% 50.0% 25.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 

年
齢
別 

10 歳代 (N=5) 40.0% 0.0% 0.0% 60.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 

20 歳代 (N=15) 13.3% 0.0% 6.7% 53.3% 0.0% 26.7% 0.0% 100.0% 

30 歳代 (N=18) 11.1% 16.7% 11.1% 50.0% 0.0% 11.1% 0.0% 100.0% 

40 歳代 (N=21) 4.8% 28.6% 14.3% 33.3% 0.0% 14.3% 4.8% 100.0% 

50 歳代 (N=59) 30.5% 22.0% 23.7% 16.9% 0.0% 6.8% 0.0% 100.0% 

60 歳代 (N=107) 29.9% 17.8% 34.6% 13.1% 0.0% 1.9% 2.8% 100.0% 

70 歳代 (N=143) 33.6% 25.2% 25.9% 11.2% 0.7% 2.8% 0.7% 100.0% 

80 歳以上 (N=74) 43.2% 20.3% 21.6% 10.8% 1.4% 2.7% 0.0% 100.0% 

無回答 (N=2) 50.0% 50.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 

地
区
別 

天王地区 (N=10) 30.0% 40.0% 20.0% 10.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 

岐尼地区 (N=110) 35.5% 25.5% 23.6% 11.8% 0.9% 2.7% 0.0% 100.0% 

久佐々地区 (N=179) 26.3% 17.3% 26.8% 21.8% 0.0% 6.7% 1.1% 100.0% 

田尻地区 (N=28) 42.9% 7.1% 25.0% 21.4% 0.0% 3.6% 0.0% 100.0% 

東郷地区 (N=58) 31.0% 24.1% 22.4% 17.2% 0.0% 5.2% 0.0% 100.0% 

歌垣地区 (N=51) 33.3% 23.5% 25.5% 5.9% 2.0% 3.9% 5.9% 100.0% 

わからない (N=2) 50.0% 0.0% 0.0% 50.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 

無回答 (N=6) 16.7% 33.3% 16.7% 33.3% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 

  

27.3%

31.1%

21.3%

20.9%

26.3%

24.8%

19.9%

16.9%

0.8%

0.5%

2.8%

4.7%

1.6%

1.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

前回調査

(N=498)

今回調査

(N=444)

近所の人との関係

何か困ったときに助け合う親しい人がいる

(家族同士の付き合いなど)

お互いに訪問し合う程度の人がいる

(簡単な頼みごと、物の貸し借りなど)
立ち話程度の人がいる あいさつをする程度の人がいる

その他 ほとんど付き合いはない

無回答

何か困ったときに助け合う親しい人がいる 

（家族同士の付き合いなど） 

立ち話程度の人がいる 

その他 

無回答 

お互いに訪問し合う程度の人がいる 

（簡単な頼みごと、物の貸し借りなど） 

あいさつをする程度の人がいる 

ほとんど付き合いはない 
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問 11 で「６. ほとんど付き合いはない」と回答した方に 

 

問 11-１ ほとんど付き合いをされていない理由は何ですか。（○はいくつでも） 

◼ 単純集計 

「生活サイクルが違うので、顔を合わせる機会がない」が 47.6%と最も多く、次いで「わずらわしいので

避けている」が 38.1%、「そもそも近所付き合いがほとんどない地域である」が 33.3%となっている。 

 
 

 
 

     

生
活
サ
イ
ク
ル
が
違

う
の
で
、
顔
を
合
わ

せ
る
機
会
が
な
い 

わ
ず
ら
わ
し
い
の
で

避
け
て
い
る 

近
所
付
き
合
い
は
し

た
い
が
、
仲
間
に
入

れ
て
も
ら
え
な
い 

そ
も
そ
も
近
所
付
き

合
い
が
ほ
と
ん
ど
な

い
地
域
で
あ
る 

そ
の
他 

無
回
答 

 
 全体 (N=21) 47.6% 38.1% 0.0% 33.3% 19.0% 4.8% 

性
別 

男性 (N=8) 50.0% 25.0% 0.0% 37.5% 12.5% 0.0% 

女性 (N=13) 46.2% 46.2% 0.0% 30.8% 23.1% 7.7% 

その他 (N=0)             

無回答 (N=0)             

年
齢
別 

10 歳代 (N=0)             

20 歳代 (N=4) 75.0% 25.0% 0.0% 25.0% 0.0% 0.0% 

30 歳代 (N=2) 100.0% 50.0% 0.0% 50.0% 0.0% 0.0% 

40 歳代 (N=3) 66.7% 33.3% 0.0% 0.0% 33.3% 0.0% 

50 歳代 (N=4) 0.0% 75.0% 0.0% 25.0% 25.0% 0.0% 

60 歳代 (N=2) 50.0% 50.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 

70 歳代 (N=4) 25.0% 25.0% 0.0% 0.0% 50.0% 25.0% 

80 歳以上 (N=2) 50.0% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 

無回答 (N=0)             

地
区
別 

天王地区 (N=0)             

岐尼地区 (N=3) 100.0% 66.7% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

久佐々地区 (N=12) 41.7% 33.3% 0.0% 50.0% 16.7% 8.3% 

田尻地区 (N=1) 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

東郷地区 (N=3) 33.3% 33.3% 0.0% 33.3% 33.3% 0.0% 

歌垣地区 (N=2) 50.0% 0.0% 0.0% 0.0% 50.0% 0.0% 

わからない (N=0)             

無回答 (N=0)             

生活サイクルが違

うので、顔を合わ

せる機会がない

47.6%

わずらわしいので

避けている

38.1%

近所付き合いはし

たいが、仲間に入

れてもらえない

0.0%

そもそも近所付き

合いがほとんどな

い地域である

33.3%

その他

19.0%

無回答

4.8%

ほとんど付き合いがない理由 (N=21)
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問 12 あなたは、日常生活を送る上で、ご近所の人とお付き合いが必要だと思いますか。 

 （○は１つ） 

◼ 単純集計(前回調査との比較) 

「まあまあ必要だ」が 48.0%と最も多く、「とても必要だ」（33.8%）と合わせると、『必要だと感じている人』が

81.8%となっている。一方で、「あまり必要ない」（3.8%）と「まったく必要ない」（0.7%）を合わせると、『必要な

いと感じている人』が 4.5%で、『必要だと感じている人』が『必要ないと感じている人』を 77.3 ポイント上回っ

ている。 

前回調査との比較では、「まあまあ必要だ」「どちらでもよい」が 3.0 ポイント増加し、「あまり必要ない」が 4.6

ポイント、『必要ないと感じている人』が 4.7 ポイント減少している。 

 

 

 
 

    
とても 

必要だ 

まあまあ 

必要だ 

どちらでも

よい 

あまり 

必要ない 

まったく 

必要ない 
無回答 計 

 
 全体 (N=444) 33.8% 48.0% 12.2% 3.8% 0.7% 1.6% 100.0% 

性
別 

男性 (N=195) 30.3% 46.7% 15.9% 5.6% 0.5% 1.0% 100.0% 

女性 (N=243) 36.2% 49.4% 9.1% 2.5% 0.8% 2.1% 100.0% 

その他 (N=2) 0.0% 50.0% 50.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 

無回答 (N=4) 75.0% 25.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 

年
齢
別 

10 歳代 (N=5) 20.0% 40.0% 20.0% 20.0% 0.0% 0.0% 100.0% 

20 歳代 (N=15) 13.3% 66.7% 13.3% 6.7% 0.0% 0.0% 100.0% 

30 歳代 (N=18) 27.8% 38.9% 22.2% 5.6% 0.0% 5.6% 100.0% 

40 歳代 (N=21) 9.5% 61.9% 4.8% 19.0% 0.0% 4.8% 100.0% 

50 歳代 (N=59) 27.1% 52.5% 15.3% 3.4% 1.7% 0.0% 100.0% 

60 歳代 (N=107) 25.2% 56.1% 13.1% 3.7% 0.0% 1.9% 100.0% 

70 歳代 (N=143) 38.5% 46.2% 11.2% 1.4% 1.4% 1.4% 100.0% 

80 歳以上 (N=74) 54.1% 32.4% 9.5% 2.7% 0.0% 1.4% 100.0% 

無回答 (N=2) 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 

地
区
別 

天王地区 (N=10) 50.0% 40.0% 10.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 

岐尼地区 (N=110) 36.4% 43.6% 13.6% 5.5% 0.0% 0.9% 100.0% 

久佐々地区 (N=179) 26.8% 57.5% 10.1% 3.9% 1.1% 0.6% 100.0% 

田尻地区 (N=28) 39.3% 46.4% 7.1% 3.6% 0.0% 3.6% 100.0% 

東郷地区 (N=58) 36.2% 43.1% 15.5% 3.4% 0.0% 1.7% 100.0% 

歌垣地区 (N=51) 41.2% 35.3% 13.7% 2.0% 2.0% 5.9% 100.0% 

わからない (N=2) 50.0% 50.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 

無回答 (N=6) 50.0% 16.7% 33.3% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 

 

  

34.3%

33.8%

45.0%

48.0%

9.2%

12.2%

8.4%

3.8%

0.8%

0.7%

2.2%

1.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

前回調査

(N=498)

今回調査

(N=444)

近所の人との付き合いは必要か

とても必要だ まあまあ必要だ どちらでもよい あまり必要ない まったく必要ない 無回答
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問 13 あなたは、現在のご近所とのお付き合いに満足していますか。（○は１つ） 

◼ 単純集計(前回調査との比較) 

「ほぼ満足している」が 55.0%と最も多く、「満足している」（25.7%）と合わせると、『満足していると感じて

いる人』が80.7%となっている。一方で、「あまり満足していない」（15.5%）と「不満である」（1.1%）を合わせる

と、『不満であると感じている人』が 16.6%で、『満足していると感じている人』が『不満であると感じている人』

を 64.1 ポイント上回っている。 

前回調査との比較では、「満足している」が 4.2 ポイント増加し、「ほぼ満足している」が 3.8 ポイント減少して

いる。 

 

 

 
 

    満足している 
ほぼ満足 

している 

あまり満足 

していない 
不満である 無回答 計 

 
 全体 (N=444) 25.7% 55.0% 15.5% 1.1% 2.7% 100.0% 

性
別 

男性 (N=195) 26.7% 47.7% 23.6% 1.0% 1.0% 100.0% 

女性 (N=243) 24.7% 60.9% 9.1% 1.2% 4.1% 100.0% 

その他 (N=2) 50.0% 50.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 

無回答 (N=4) 25.0% 50.0% 25.0% 0.0% 0.0% 100.0% 

年
齢
別 

10 歳代 (N=5) 80.0% 0.0% 20.0% 0.0% 0.0% 100.0% 

20 歳代 (N=15) 33.3% 46.7% 13.3% 6.7% 0.0% 100.0% 

30 歳代 (N=18) 27.8% 55.6% 5.6% 5.6% 5.6% 100.0% 

40 歳代 (N=21) 19.0% 42.9% 23.8% 0.0% 14.3% 100.0% 

50 歳代 (N=59) 23.7% 55.9% 16.9% 1.7% 1.7% 100.0% 

60 歳代 (N=107) 14.0% 66.4% 16.8% 0.9% 1.9% 100.0% 

70 歳代 (N=143) 25.2% 55.9% 16.8% 0.0% 2.1% 100.0% 

80 歳以上 (N=74) 40.5% 45.9% 9.5% 1.4% 2.7% 100.0% 

無回答 (N=2) 50.0% 0.0% 50.0% 0.0% 0.0% 100.0% 

地
区
別 

天王地区 (N=10) 60.0% 40.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 

岐尼地区 (N=110) 27.3% 56.4% 12.7% 0.9% 2.7% 100.0% 

久佐々地区 (N=179) 21.8% 58.1% 17.3% 2.2% 0.6% 100.0% 

田尻地区 (N=28) 28.6% 53.6% 14.3% 0.0% 3.6% 100.0% 

東郷地区 (N=58) 29.3% 50.0% 15.5% 0.0% 5.2% 100.0% 

歌垣地区 (N=51) 21.6% 56.9% 13.7% 0.0% 7.8% 100.0% 

わからない (N=2) 50.0% 0.0% 50.0% 0.0% 0.0% 100.0% 

無回答 (N=6) 33.3% 16.7% 50.0% 0.0% 0.0% 100.0% 

 

  

21.5%

25.7%

58.8%

55.0%

15.1%

15.5%

1.6%

1.1%

3.0%

2.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

前回調査

(N=498)

今回調査

(N=444)

近所付き合いの満足度

満足している ほぼ満足している あまり満足していない 不満である 無回答
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問 14 あなたは、地域の行事、地域活動等に参加していますか。（○は１つ） 

◼ 単純集計(前回調査との比較) 

「求められれば、参加・協力している」が 44.1%と最も多く、次いで「関心はあるが、参加する機会がない」が

16.0%、「進んで積極的に参加・協力している」が 14.0%となっている。 

前回調査との比較では、「求められれば、参加・協力している」が 3.1 ポイント増加し、「進んで積極的に参加・

協力している」が 3.9 ポイント減少している。 

 

 
 

     

進
ん
で
積
極
的
に
参

加
・
協
力
し
て
い
る 

求
め
ら
れ
れ
ば
、
参

加
・
協
力
し
て
い
る 

参
加
す
る
こ
と
は
あ

る
が
、
役
割
を
持
っ

て
協
力
す
る
こ
と
は

あ
ま
り
な
い 

関
心
は
あ
る
が
、
参

加
す
る
機
会
が
な
い 

関
心
が
な
く
、
誘
わ

れ
て
も
参
加
す
る
つ

も
り
は
な
い 

無
回
答 

計 

 
 全体 (N=444) 14.0% 44.1% 9.5% 16.0% 13.5% 2.9% 100.0% 

性
別 

男性 (N=195) 20.0% 41.0% 8.7% 11.8% 16.9% 1.5% 100.0% 

女性 (N=243) 9.5% 46.9% 9.1% 19.3% 11.1% 4.1% 100.0% 

その他 (N=2) 0.0% 0.0% 50.0% 50.0% 0.0% 0.0% 100.0% 

無回答 (N=4) 0.0% 50.0% 50.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 

年
齢
別 

10 歳代 (N=5) 20.0% 60.0% 20.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 

20 歳代 (N=15) 0.0% 20.0% 13.3% 33.3% 33.3% 0.0% 100.0% 

30 歳代 (N=18) 16.7% 16.7% 0.0% 27.8% 38.9% 0.0% 100.0% 

40 歳代 (N=21) 4.8% 61.9% 4.8% 9.5% 14.3% 4.8% 100.0% 

50 歳代 (N=59) 13.6% 44.1% 10.2% 11.9% 18.6% 1.7% 100.0% 

60 歳代 (N=107) 10.3% 53.3% 9.3% 12.1% 13.1% 1.9% 100.0% 

70 歳代 (N=143) 17.5% 44.1% 11.9% 16.8% 7.7% 2.1% 100.0% 

80 歳以上 (N=74) 17.6% 35.1% 6.8% 20.3% 12.2% 8.1% 100.0% 

無回答 (N=2) 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 

地
区
別 

天王地区 (N=10) 30.0% 40.0% 10.0% 10.0% 0.0% 10.0% 100.0% 

岐尼地区 (N=110) 16.4% 46.4% 8.2% 11.8% 12.7% 4.5% 100.0% 

久佐々地区 (N=179) 10.6% 41.9% 12.3% 17.3% 17.3% 0.6% 100.0% 

田尻地区 (N=28) 10.7% 39.3% 14.3% 21.4% 10.7% 3.6% 100.0% 

東郷地区 (N=58) 15.5% 41.4% 5.2% 17.2% 19.0% 1.7% 100.0% 

歌垣地区 (N=51) 17.6% 54.9% 2.0% 17.6% 0.0% 7.8% 100.0% 

わからない (N=2) 0.0% 0.0% 50.0% 0.0% 50.0% 0.0% 100.0% 

無回答 (N=6) 16.7% 50.0% 16.7% 16.7% 0.0% 0.0% 100.0% 

  

17.9%

14.0%

41.0%

44.1%

10.6%

9.5%

13.1%

16.0%

13.9%

13.5%

3.6%

2.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

前回調査

(N=498)

今回調査

(N=444)

地域活動への参加

進んで積極的に参加・協力している
求められれば、参加・協力している
参加することはあるが、役割を持って協力することはあまりない
関心はあるが、参加する機会がない
関心がなく、誘われても参加するつもりはない
無回答
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問 14 で「１」～「３」のいずれかを回答した方に 

 

問 14-１ それは、どのような行事や活動ですか。（○はいくつでも） 

◼ 単純集計(前回調査との比較) 

「区、自治会の行事」が78.7%と最も多く、次いで「清掃活動」が56.0%、「祭礼・伝統行事」が35.7%

となっている。 

前回調査との比較では、「清掃活動」が8.6ポイント増加し、「葬式の手伝い」が10.1ポイント、「PTA活

動」が6.1ポイント、「いきいき百歳体操などの健康増進活動」が5.4ポイント、「子ども会活動」が4.9ポイ

ント、「老人会活動」が 3.4 ポイント、「各種サークル活動」が 3.1 ポイント減少している。 

 

 

  

76.0%

6.4%

25.7%

11.6%

12.4%

8.1%

10.1%

6.1%

36.7%

25.4%

10.4%

4.3%

1.2%

19.4%

47.4%

1.2%

5.2%

11.3%

1.4%

1.2%

78.7%

6.3%

22.3%

6.7%

11.0%

2.0%

8.3%

3.0%

35.7%

15.3%

9.0%

2.3%

1.0%

14.0%

56.0%

1.0%

2.7%

10.3%

5.0%

8.0%

1.3%

1.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

区、自治会の行事

女性会活動

老人会活動

子ども会活動

ボランティア活動

PTA活動

スポーツ団体・クラブ活動

各種サークル活動

祭礼・伝統行事

葬式の手伝い

防犯・防災活動

趣味・子育てに関する行事

フリースペース

いきいき百歳体操などの健康増進活動

清掃活動

認知症カフェ

交通安全活動

趣味・娯楽の集まり

民生委員・児童委員活動(今回のみ)

地区福祉委員活動(今回のみ)

その他

無回答

参加している行事や活動

前回調査 (N=346)

今回調査 (N=300)
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区
、
自
治
会
の 

行
事 

女
性
会
活
動 

老
人
会
活
動 

子
ど
も
会
活
動 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動 

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動 

ス
ポ
ー
ツ 

団
体
・
ク
ラ
ブ 

活
動 

各
種
サ
ー
ク
ル

活
動 

祭
礼
・ 

伝
統
行
事 

葬
式
の
手
伝
い 

防
犯
・ 

防
災
活
動 

 
 全体 (N=300) 78.7% 6.3% 22.3% 6.7% 11.0% 2.0% 8.3% 3.0% 35.7% 15.3% 9.0% 

性
別 

男性 (N=136) 86.8% 0.0% 20.6% 2.9% 11.0% 1.5% 11.8% 2.9% 41.9% 18.4% 15.4% 

女性 (N=159) 71.1% 11.9% 23.9% 9.4% 11.3% 2.5% 5.0% 3.1% 30.2% 12.6% 3.1% 

その他 (N=1) 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

無回答 (N=4) 100.0% 0.0% 25.0% 25.0% 0.0% 0.0% 25.0% 0.0% 50.0% 25.0% 25.0% 

年
齢
別 

10 歳代 (N=5) 80.0% 0.0% 0.0% 40.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 20.0% 0.0% 0.0% 

20 歳代 (N=5) 40.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 40.0% 0.0% 40.0% 0.0% 0.0% 

30 歳代 (N=6) 33.3% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 16.7% 0.0% 33.3% 0.0% 16.7% 

40 歳代 (N=15) 60.0% 0.0% 0.0% 46.7% 6.7% 6.7% 13.3% 0.0% 46.7% 6.7% 6.7% 

50 歳代 (N=40) 90.0% 7.5% 0.0% 7.5% 10.0% 2.5% 17.5% 2.5% 45.0% 22.5% 15.0% 

60 歳代 (N=78) 88.5% 6.4% 17.9% 2.6% 12.8% 2.6% 6.4% 2.6% 33.3% 24.4% 9.0% 

70 歳代 (N=105) 82.9% 7.6% 33.3% 3.8% 15.2% 1.9% 3.8% 3.8% 36.2% 10.5% 6.7% 

80 歳以上 (N=44) 56.8% 6.8% 38.6% 2.3% 4.5% 0.0% 6.8% 4.5% 27.3% 11.4% 9.1% 

無回答 (N=2) 100.0% 0.0% 50.0% 50.0% 0.0% 0.0% 50.0% 0.0% 50.0% 50.0% 50.0% 

地
区
別 

天王地区 (N=8) 87.5% 12.5% 37.5% 0.0% 0.0% 0.0% 12.5% 0.0% 50.0% 12.5% 0.0% 

岐尼地区 (N=78) 75.6% 6.4% 35.9% 10.3% 7.7% 1.3% 7.7% 2.6% 48.7% 23.1% 10.3% 

久佐々地区 (N=116) 77.6% 2.6% 11.2% 4.3% 16.4% 0.9% 9.5% 1.7% 15.5% 4.3% 8.6% 

田尻地区 (N=18) 72.2% 16.7% 22.2% 16.7% 16.7% 11.1% 16.7% 5.6% 16.7% 11.1% 0.0% 

東郷地区 (N=36) 83.3% 8.3% 22.2% 2.8% 5.6% 0.0% 5.6% 2.8% 61.1% 33.3% 8.3% 

歌垣地区 (N=38) 86.8% 10.5% 26.3% 5.3% 7.9% 5.3% 2.6% 7.9% 52.6% 18.4% 13.2% 

わからない (N=1) 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

無回答 (N=5) 80.0% 0.0% 20.0% 20.0% 0.0% 0.0% 20.0% 0.0% 40.0% 20.0% 20.0% 

 

 
 

    

趣
味
・
子
育
て

に
関
す
る
行
事 

フ
リ
ー
ス
ペ
ー

ス い
き
い
き
百
歳

体
操
な
ど
の
健

康
増
進
活
動 

清
掃
活
動 

認
知
症
カ
フ
ェ 

交
通
安
全
活
動 

趣
味
・
娯
楽
の

集
ま
り 

民
生
委
員
・
児

童
委
員
活
動 

地
区
福
祉
委
員

活
動 

そ
の
他 

無
回
答 

 
 

全体 (N=300) 2.3% 1.0% 14.0% 56.0% 1.0% 2.7% 10.3% 5.0% 8.0% 1.3% 1.3% 

性
別 

男性 (N=136) 1.5% 0.7% 8.8% 55.1% 0.7% 2.2% 9.6% 5.9% 9.6% 0.7% 2.9% 

女性 (N=159) 3.1% 1.3% 18.9% 56.6% 1.3% 3.1% 10.1% 3.8% 6.9% 1.9% 0.0% 

その他 (N=1) 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

無回答 (N=4) 0.0% 0.0% 0.0% 75.0% 0.0% 0.0% 50.0% 25.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

年
齢
別 

10 歳代 (N=5) 0.0% 0.0% 0.0% 20.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

20 歳代 (N=5) 0.0% 0.0% 0.0% 40.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

30 歳代 (N=6) 16.7% 0.0% 0.0% 16.7% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 16.7% 

40 歳代 (N=15) 6.7% 6.7% 0.0% 46.7% 0.0% 6.7% 6.7% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

50 歳代 (N=40) 0.0% 0.0% 2.5% 57.5% 0.0% 5.0% 7.5% 0.0% 5.0% 0.0% 2.5% 

60 歳代 (N=78) 2.6% 1.3% 9.0% 56.4% 0.0% 0.0% 7.7% 10.3% 16.7% 2.6% 1.3% 

70 歳代 (N=105) 1.0% 0.0% 21.0% 59.0% 1.0% 2.9% 11.4% 4.8% 7.6% 1.0% 0.0% 

80 歳以上 (N=44) 4.5% 2.3% 27.3% 61.4% 4.5% 4.5% 18.2% 2.3% 2.3% 2.3% 2.3% 

無回答 (N=2) 0.0% 0.0% 0.0% 50.0% 0.0% 0.0% 50.0% 50.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

地
区
別 

天王地区 (N=8) 0.0% 0.0% 25.0% 50.0% 0.0% 12.5% 12.5% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

岐尼地区 (N=78) 2.6% 1.3% 14.1% 48.7% 1.3% 1.3% 10.3% 5.1% 10.3% 0.0% 2.6% 

久佐々地区 (N=116) 1.7% 0.9% 9.5% 54.3% 0.0% 3.4% 7.8% 3.4% 4.3% 3.4% 0.9% 

田尻地区 (N=18) 5.6% 5.6% 11.1% 61.1% 0.0% 5.6% 11.1% 11.1% 5.6% 0.0% 0.0% 

東郷地区 (N=36) 2.8% 0.0% 22.2% 63.9% 0.0% 0.0% 8.3% 2.8% 11.1% 0.0% 2.8% 

歌垣地区 (N=38) 2.6% 0.0% 21.1% 65.8% 5.3% 2.6% 18.4% 7.9% 15.8% 0.0% 0.0% 

わからない (N=1) 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

無回答 (N=5) 0.0% 0.0% 0.0% 60.0% 0.0% 0.0% 20.0% 20.0% 0.0% 0.0% 0.0% 
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問 14-２ 行事や活動に参加して、あなたが特に負担に思われたことは何ですか。 

（○は２つまで） 

◼ 単純集計(前回調査との比較) 

「時間がとられること」が38.0%と最も多く、次いで「身体的な負担が大きいこと」が19.0%、「人間関係

がわずらわしいこと」が 8.3%となっている。 

前回調査との比較では、「時間がとられること」が 4.5 ポイント増加し、「一緒に活動する仲間がいないこ

と」が 4.5 ポイント、「人間関係がわずらわしいこと」が 3.5 ポイント減少している。 

 

 

  

33.5%

18.5%

3.2%

0.0%

11.8%

1.7%

4.0%

2.0%

7.2%

2.9%

33.5%

9.0%

38.0%

19.0%

4.7%

1.0%

8.3%

0.7%

6.7%

2.0%

2.7%

1.3%

32.7%

8.3%

0% 10% 20% 30% 40%

時間がとられること

身体的な負担が大きいこと

出費が多いこと

家族の理解が得られないこと

人間関係がわずらわしいこと

新しい知識や技術を身につける機会がないこと

活動等について情報が得にくいこと

活動等について相談できる場がないこと

一緒に活動する仲間がいないこと

その他

特にない

無回答

行事や活動への参加で負担に感じること

前回調査 (N=346)

今回調査 (N=300)
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一
緒
に
活
動
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る
仲
間
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い
な
い
こ
と 

そ
の
他 

特
に
な
い 

無
回
答 

 
 全体 (N=300) 38.0% 19.0% 4.7% 1.0% 8.3% 0.7% 6.7% 2.0% 2.7% 1.3% 32.7% 8.3% 

性
別 

男性 (N=136) 46.3% 21.3% 7.4% 0.0% 7.4% 0.0% 5.9% 2.9% 1.5% 0.7% 30.9% 4.4% 

女性 (N=159) 31.4% 17.6% 2.5% 1.9% 7.5% 1.3% 7.5% 0.6% 3.8% 1.9% 35.2% 11.3% 

その他 (N=1) 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

無回答 (N=4) 25.0% 0.0% 0.0% 0.0% 50.0% 0.0% 0.0% 25.0% 0.0% 0.0% 0.0% 25.0% 

年
齢
別 

10 歳代 (N=5) 20.0% 0.0% 0.0% 0.0% 60.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 40.0% 0.0% 

20 歳代 (N=5) 40.0% 0.0% 0.0% 0.0% 20.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 40.0% 20.0% 

30 歳代 (N=6) 33.3% 16.7% 16.7% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 50.0% 0.0% 

40 歳代 (N=15) 66.7% 6.7% 0.0% 13.3% 6.7% 0.0% 26.7% 0.0% 13.3% 0.0% 6.7% 0.0% 

50 歳代 (N=40) 62.5% 20.0% 7.5% 0.0% 12.5% 0.0% 2.5% 0.0% 0.0% 2.5% 27.5% 2.5% 

60 歳代 (N=78) 50.0% 16.7% 6.4% 0.0% 9.0% 0.0% 2.6% 1.3% 3.8% 1.3% 28.2% 6.4% 

70 歳代 (N=105) 30.5% 21.0% 3.8% 0.0% 5.7% 1.0% 9.5% 2.9% 0.0% 1.9% 41.0% 8.6% 

80 歳以上 (N=44) 4.5% 27.3% 2.3% 2.3% 2.3% 2.3% 6.8% 2.3% 6.8% 0.0% 31.8% 20.5% 

無回答 (N=2) 50.0% 0.0% 0.0% 0.0% 50.0% 0.0% 0.0% 50.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

地
区
別 

天王地区 (N=8) 25.0% 12.5% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 12.5% 50.0% 

岐尼地区 (N=78) 48.7% 17.9% 5.1% 1.3% 10.3% 0.0% 5.1% 1.3% 2.6% 2.6% 24.4% 6.4% 

久佐々地区 (N=116) 32.8% 16.4% 2.6% 1.7% 9.5% 0.9% 11.2% 1.7% 5.2% 0.9% 37.9% 6.9% 

田尻地区 (N=18) 27.8% 27.8% 0.0% 0.0% 5.6% 5.6% 11.1% 5.6% 0.0% 0.0% 38.9% 5.6% 

東郷地区 (N=36) 38.9% 25.0% 8.3% 0.0% 5.6% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 33.3% 11.1% 

歌垣地区 (N=38) 42.1% 23.7% 10.5% 0.0% 2.6% 0.0% 2.6% 2.6% 0.0% 2.6% 34.2% 5.3% 

わからない (N=1) 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 

無回答 (N=5) 20.0% 0.0% 0.0% 0.0% 40.0% 0.0% 0.0% 20.0% 0.0% 0.0% 20.0% 20.0% 
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問 15 あなたが現在住んでいる地域環境に満足していますか。 

 （①～⑦でそれぞれ○は１つ） 

 

①安心して子どもを産み育てられる環境 

◼ 単純集計(前回調査との比較) 

「あまり満足していない」が 37.2%と最も多く、「不満である」（10.4%）と合わせると、『不満であると感じて

いる人』が 47.6％となっている。一方で、「ほぼ満足している」（29.7%）と「満足している」（2.9%）を合わせる

と、『満足していると感じている人』が 32.6％で、『不満であると感じている人』が『満足していると感じている人』

を 15.0 ポイント上回っている。 

前回調査との比較では、「あまり満足していない」が 5.9 ポイント、『不満であると感じている人』が5.5ポイン

ト増加し、「ほぼ満足している」が 4.2 ポイント、「満足している」が 3.5 ポイント、『満足していると感じている人』

が 7.7 ポイント減少している。 

 

 
 

    満足している 
ほぼ満足 

している 

あまり満足 

していない 
不満である 無回答 計 

 
 全体 (N=444) 2.9% 29.7% 37.2% 10.4% 19.8% 100.0% 

性
別 

男性 (N=195) 4.6% 31.3% 37.4% 9.7% 16.9% 100.0% 

女性 (N=243) 1.6% 29.2% 35.8% 11.1% 22.2% 100.0% 

その他 (N=2) 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 100.0% 

無回答 (N=4) 0.0% 0.0% 75.0% 0.0% 25.0% 100.0% 

年
齢
別 

10 歳代 (N=5) 0.0% 20.0% 40.0% 40.0% 0.0% 100.0% 

20 歳代 (N=15) 13.3% 53.3% 20.0% 13.3% 0.0% 100.0% 

30 歳代 (N=18) 11.1% 16.7% 38.9% 27.8% 5.6% 100.0% 

40 歳代 (N=21) 9.5% 23.8% 42.9% 19.0% 4.8% 100.0% 

50 歳代 (N=59) 5.1% 30.5% 47.5% 13.6% 3.4% 100.0% 

60 歳代 (N=107) 0.0% 31.8% 46.7% 9.3% 12.1% 100.0% 

70 歳代 (N=143) 2.1% 33.6% 33.6% 6.3% 24.5% 100.0% 

80 歳以上 (N=74) 1.4% 20.3% 23.0% 8.1% 47.3% 100.0% 

無回答 (N=2) 0.0% 0.0% 50.0% 0.0% 50.0% 100.0% 

地
区
別 

天王地区 (N=10) 10.0% 20.0% 40.0% 10.0% 20.0% 100.0% 

岐尼地区 (N=110) 1.8% 33.6% 34.5% 8.2% 21.8% 100.0% 

久佐々地区 (N=179) 1.7% 33.0% 35.8% 11.7% 17.9% 100.0% 

田尻地区 (N=28) 10.7% 25.0% 35.7% 7.1% 21.4% 100.0% 

東郷地区 (N=58) 5.2% 24.1% 39.7% 13.8% 17.2% 100.0% 

歌垣地区 (N=51) 2.0% 21.6% 49.0% 7.8% 19.6% 100.0% 

わからない (N=2) 0.0% 0.0% 0.0% 50.0% 50.0% 100.0% 

無回答 (N=6) 0.0% 33.3% 16.7% 0.0% 50.0% 100.0% 

  

6.4%

2.9%

33.9%

29.7%

31.3%

37.2%

10.8%

10.4%

17.5%

19.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

前回調査

(N=498)

今回調査

(N=444)

安心して子どもを産み育てられる環境の満足度

満足している ほぼ満足している あまり満足していない 不満である 無回答
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②子どもが元気に成長できる環境 

◼ 単純集計(前回調査との比較) 

「ほぼ満足している」が 38.3%と最も多く、「満足している」（5.2%）と合わせると、『満足していると感じてい

る人』が 43.5％となっている。一方で、「あまり満足していない」（29.3%）と「不満である」（7.0%）を合わせる

と、『不満であると感じている人』が 36.3％で、『満足していると感じている人』が『不満であると感じている人』

を 7.2 ポイント上回っている。 

前回調査との比較では、「あまり満足していない」が 4.6 ポイント、『不満であると感じている人』が5.4ポイン

ト増加し、「ほぼ満足している」が 4.9 ポイント、「満足している」が 3.6 ポイント、『満足していると感じている人』

が 8.5 ポイント減少している。 

 

 

 
 

    満足している 
ほぼ満足 

している 

あまり満足 

していない 
不満である 無回答 計 

 
 全体 (N=444) 5.2% 38.3% 29.3% 7.0% 20.3% 100.0% 

性
別 

男性 (N=195) 6.7% 38.5% 32.3% 6.2% 16.4% 100.0% 

女性 (N=243) 3.7% 38.7% 26.3% 7.8% 23.5% 100.0% 

その他 (N=2) 50.0% 0.0% 50.0% 0.0% 0.0% 100.0% 

無回答 (N=4) 0.0% 25.0% 50.0% 0.0% 25.0% 100.0% 

年
齢
別 

10 歳代 (N=5) 40.0% 20.0% 40.0% 0.0% 0.0% 100.0% 

20 歳代 (N=15) 26.7% 46.7% 20.0% 6.7% 0.0% 100.0% 

30 歳代 (N=18) 16.7% 27.8% 22.2% 27.8% 5.6% 100.0% 

40 歳代 (N=21) 9.5% 38.1% 38.1% 9.5% 4.8% 100.0% 

50 歳代 (N=59) 6.8% 45.8% 35.6% 8.5% 3.4% 100.0% 

60 歳代 (N=107) 1.9% 40.2% 36.4% 8.4% 13.1% 100.0% 

70 歳代 (N=143) 2.8% 42.7% 25.2% 4.2% 25.2% 100.0% 

80 歳以上 (N=74) 2.7% 24.3% 21.6% 4.1% 47.3% 100.0% 

無回答 (N=2) 0.0% 0.0% 50.0% 0.0% 50.0% 100.0% 

地
区
別 

天王地区 (N=10) 20.0% 40.0% 20.0% 0.0% 20.0% 100.0% 

岐尼地区 (N=110) 6.4% 38.2% 27.3% 6.4% 21.8% 100.0% 

久佐々地区 (N=179) 3.4% 39.1% 29.1% 8.9% 19.6% 100.0% 

田尻地区 (N=28) 14.3% 35.7% 25.0% 3.6% 21.4% 100.0% 

東郷地区 (N=58) 5.2% 39.7% 31.0% 6.9% 17.2% 100.0% 

歌垣地区 (N=51) 2.0% 37.3% 39.2% 3.9% 17.6% 100.0% 

わからない (N=2) 0.0% 0.0% 0.0% 50.0% 50.0% 100.0% 

無回答 (N=6) 0.0% 33.3% 16.7% 0.0% 50.0% 100.0% 

 

  

8.8%

5.2%

43.2%

38.3%

24.7%

29.3%

6.2%

7.0%

17.1%

20.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

前回調査

(N=498)

今回調査

(N=444)

子どもが元気に成長できる環境の満足度

満足している ほぼ満足している あまり満足していない 不満である 無回答
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③青少年が健全に育つ環境 

◼ 単純集計(前回調査との比較) 

「ほぼ満足している」が 38.1%と最も多く、「満足している」（4.3%）と合わせると、『満足していると感じてい

る人』が 42.4％となっている。一方で、「あまり満足していない」（29.7%）と「不満である」（7.7%）を合わせる

と、『不満であると感じている人』が 37.4％で、『満足していると感じている人』が『不満であると感じている人』

を 5.0 ポイント上回っている。 

前回調査との比較では、『不満であると感じている人』が3.7ポイント増加し、「ほぼ満足している」が4.1ポイ

ント、『満足していると感じている人』が 6.8 ポイント減少している。 

 

 

 
 

    満足している 
ほぼ満足 

している 

あまり満足 

していない 
不満である 無回答 計 

 
 全体 (N=444) 4.3% 38.1% 29.7% 7.7% 20.3% 100.0% 

性
別 

男性 (N=195) 5.1% 37.4% 34.9% 5.6% 16.9% 100.0% 

女性 (N=243) 3.3% 39.1% 25.5% 8.6% 23.5% 100.0% 

その他 (N=2) 0.0% 0.0% 50.0% 50.0% 0.0% 100.0% 

無回答 (N=4) 25.0% 25.0% 25.0% 25.0% 0.0% 100.0% 

年
齢
別 

10 歳代 (N=5) 20.0% 20.0% 60.0% 0.0% 0.0% 100.0% 

20 歳代 (N=15) 26.7% 40.0% 26.7% 6.7% 0.0% 100.0% 

30 歳代 (N=18) 11.1% 22.2% 22.2% 38.9% 5.6% 100.0% 

40 歳代 (N=21) 9.5% 42.9% 38.1% 4.8% 4.8% 100.0% 

50 歳代 (N=59) 6.8% 47.5% 32.2% 10.2% 3.4% 100.0% 

60 歳代 (N=107) 1.9% 42.1% 35.5% 8.4% 12.1% 100.0% 

70 歳代 (N=143) 0.7% 41.3% 27.3% 4.9% 25.9% 100.0% 

80 歳以上 (N=74) 2.7% 23.0% 21.6% 4.1% 48.6% 100.0% 

無回答 (N=2) 50.0% 0.0% 50.0% 0.0% 0.0% 100.0% 

地
区
別 

天王地区 (N=10) 20.0% 40.0% 20.0% 0.0% 20.0% 100.0% 

岐尼地区 (N=110) 4.5% 40.9% 27.3% 4.5% 22.7% 100.0% 

久佐々地区 (N=179) 1.7% 40.2% 30.2% 8.9% 19.0% 100.0% 

田尻地区 (N=28) 10.7% 17.9% 35.7% 14.3% 21.4% 100.0% 

東郷地区 (N=58) 5.2% 36.2% 29.3% 12.1% 17.2% 100.0% 

歌垣地区 (N=51) 3.9% 39.2% 35.3% 2.0% 19.6% 100.0% 

わからない (N=2) 0.0% 0.0% 0.0% 50.0% 50.0% 100.0% 

無回答 (N=6) 16.7% 33.3% 16.7% 0.0% 33.3% 100.0% 

 

  

7.0%

4.3%

42.2%

38.1%

28.5%

29.7%

5.2%

7.7%

17.1%

20.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

前回調査

(N=498)

今回調査

(N=444)

青少年が健全に育つ環境の満足度

満足している ほぼ満足している あまり満足していない 不満である 無回答
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④障がいがあっても安心して暮らせる環境 

◼ 単純集計(前回調査との比較) 

「あまり満足していない」が 37.2%と最も多く、「不満である」（18.7%）と合わせると、『不満であると感じて

いる人』が 55.9％となっている。一方で、「ほぼ満足している」（23.0%）と「満足している」（2.3%）を合わせる

と、『満足していると感じている人』が 25.3％で、『不満であると感じている人』が『満足していると感じている人』

を 30.6 ポイント上回っている。 

前回調査との比較では、「不満である」が 3.4 ポイント増加し、「ほぼ満足している」が 4.3 ポイント、『満足し

ていると感じている人』が 5.0 ポイント減少している。 

 

 

 
 

    満足している 
ほぼ満足 

している 

あまり満足 

していない 
不満である 無回答 計 

 
 全体 (N=444) 2.3% 23.0% 37.2% 18.7% 18.9% 100.0% 

性
別 

男性 (N=195) 2.6% 25.1% 41.0% 16.9% 14.4% 100.0% 

女性 (N=243) 1.6% 21.8% 33.7% 20.2% 22.6% 100.0% 

その他 (N=2) 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 100.0% 

無回答 (N=4) 25.0% 0.0% 25.0% 25.0% 25.0% 100.0% 

年
齢
別 

10 歳代 (N=5) 0.0% 20.0% 60.0% 20.0% 0.0% 100.0% 

20 歳代 (N=15) 13.3% 40.0% 20.0% 20.0% 6.7% 100.0% 

30 歳代 (N=18) 16.7% 16.7% 33.3% 33.3% 0.0% 100.0% 

40 歳代 (N=21) 4.8% 14.3% 42.9% 28.6% 9.5% 100.0% 

50 歳代 (N=59) 1.7% 28.8% 45.8% 22.0% 1.7% 100.0% 

60 歳代 (N=107) 0.0% 22.4% 41.1% 24.3% 12.1% 100.0% 

70 歳代 (N=143) 0.7% 27.3% 39.2% 11.2% 21.7% 100.0% 

80 歳以上 (N=74) 2.7% 12.2% 21.6% 16.2% 47.3% 100.0% 

無回答 (N=2) 0.0% 0.0% 50.0% 0.0% 50.0% 100.0% 

地
区
別 

天王地区 (N=10) 10.0% 10.0% 30.0% 30.0% 20.0% 100.0% 

岐尼地区 (N=110) 0.9% 31.8% 25.5% 23.6% 18.2% 100.0% 

久佐々地区 (N=179) 2.2% 18.4% 45.3% 15.1% 19.0% 100.0% 

田尻地区 (N=28) 7.1% 7.1% 42.9% 25.0% 17.9% 100.0% 

東郷地区 (N=58) 1.7% 22.4% 41.4% 20.7% 13.8% 100.0% 

歌垣地区 (N=51) 2.0% 31.4% 31.4% 13.7% 21.6% 100.0% 

わからない (N=2) 0.0% 0.0% 0.0% 50.0% 50.0% 100.0% 

無回答 (N=6) 0.0% 33.3% 16.7% 0.0% 50.0% 100.0% 

 

  

3.0%

2.3%

27.3%

23.0%

38.6%

37.2%

15.3%

18.7%

15.9%

18.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

前回調査

(N=498)

今回調査

(N=444)

障がいがあっても安心して暮らせる環境の満足度

満足している ほぼ満足している あまり満足していない 不満である 無回答
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⑤高齢者が安心して暮らせる環境 

◼ 単純集計(前回調査との比較) 

「あまり満足していない」が 41.0%と最も多く、「不満である」（22.3%）と合わせると、『不満であると感じて

いる人』が 63.3％となっている。一方で、「ほぼ満足している」（22.5%）と「満足している」（3.8%）を合わせる

と、『満足していると感じている人』が 36.3％で、『不満であると感じている人』が『満足していると感じている人』

を 37.0 ポイント上回っている。 

前回調査との比較では、「あまり満足していない」が 3.7 ポイント、『不満であると感じている人』が4.7ポイン

ト増加し、「ほぼ満足している」が 6.4 ポイント、『満足していると感じている人』が 7.2 ポイント減少している。 

 

 

 
 

    満足している 
ほぼ満足 

している 

あまり満足 

していない 
不満である 無回答 計 

 
 全体 (N=444) 3.8% 22.5% 41.0% 22.3% 10.4% 100.0% 

性
別 

男性 (N=195) 2.6% 28.2% 43.6% 19.0% 6.7% 100.0% 

女性 (N=243) 4.5% 18.1% 39.1% 25.1% 13.2% 100.0% 

その他 (N=2) 0.0% 50.0% 50.0% 0.0% 0.0% 100.0% 

無回答 (N=4) 25.0% 0.0% 25.0% 25.0% 25.0% 100.0% 

年
齢
別 

10 歳代 (N=5) 0.0% 60.0% 20.0% 20.0% 0.0% 100.0% 

20 歳代 (N=15) 0.0% 40.0% 40.0% 20.0% 0.0% 100.0% 

30 歳代 (N=18) 11.1% 11.1% 22.2% 55.6% 0.0% 100.0% 

40 歳代 (N=21) 4.8% 14.3% 47.6% 23.8% 9.5% 100.0% 

50 歳代 (N=59) 1.7% 20.3% 42.4% 33.9% 1.7% 100.0% 

60 歳代 (N=107) 0.0% 19.6% 47.7% 25.2% 7.5% 100.0% 

70 歳代 (N=143) 2.8% 23.8% 45.5% 14.0% 14.0% 100.0% 

80 歳以上 (N=74) 12.2% 25.7% 27.0% 16.2% 18.9% 100.0% 

無回答 (N=2) 0.0% 0.0% 0.0% 50.0% 50.0% 100.0% 

地
区
別 

天王地区 (N=10) 10.0% 20.0% 50.0% 0.0% 20.0% 100.0% 

岐尼地区 (N=110) 3.6% 26.4% 35.5% 25.5% 9.1% 100.0% 

久佐々地区 (N=179) 3.9% 20.7% 40.8% 25.1% 9.5% 100.0% 

田尻地区 (N=28) 7.1% 17.9% 39.3% 17.9% 17.9% 100.0% 

東郷地区 (N=58) 3.4% 19.0% 46.6% 22.4% 8.6% 100.0% 

歌垣地区 (N=51) 2.0% 25.5% 52.9% 9.8% 9.8% 100.0% 

わからない (N=2) 0.0% 0.0% 0.0% 50.0% 50.0% 100.0% 

無回答 (N=6) 0.0% 50.0% 0.0% 33.3% 16.7% 100.0% 

 

  

4.6%
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28.9%

22.5%

37.3%

41.0%

21.3%

22.3%
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前回調査

(N=498)

今回調査

(N=444)

高齢者が安心して暮らせる環境の満足度

満足している ほぼ満足している あまり満足していない 不満である 無回答
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⑥地域内の人間関係が良く助け合える環境 

◼ 単純集計(前回調査との比較) 

「ほぼ満足している」が 40.8%と最も多く、「満足している」（5.9%）と合わせると、『満足していると感じてい

る人』が46.7％となっている。一方で、「あまり満足していない」（30.9%）と「不満である」（10.4%）を合わせる

と、『不満であると感じている人』が 41.3％で、『満足していると感じている人』が『不満であると感じている人』

を 5.4 ポイント上回っている。 

前回調査との比較では、「ほぼ満足している」が 3.0 ポイント減少している。 

 

 

 
 

    満足している 
ほぼ満足 

している 

あまり満足 

していない 
不満である 無回答 計 

 
 全体 (N=444) 5.9% 40.8% 30.9% 10.4% 12.2% 100.0% 

性
別 

男性 (N=195) 7.7% 41.0% 31.3% 10.8% 9.2% 100.0% 

女性 (N=243) 4.5% 40.7% 30.5% 9.9% 14.4% 100.0% 

その他 (N=2) 0.0% 50.0% 50.0% 0.0% 0.0% 100.0% 

無回答 (N=4) 0.0% 25.0% 25.0% 25.0% 25.0% 100.0% 

年
齢
別 

10 歳代 (N=5) 20.0% 60.0% 0.0% 20.0% 0.0% 100.0% 

20 歳代 (N=15) 13.3% 53.3% 20.0% 13.3% 0.0% 100.0% 

30 歳代 (N=18) 16.7% 27.8% 22.2% 33.3% 0.0% 100.0% 

40 歳代 (N=21) 14.3% 23.8% 33.3% 19.0% 9.5% 100.0% 

50 歳代 (N=59) 6.8% 44.1% 37.3% 11.9% 0.0% 100.0% 

60 歳代 (N=107) 1.9% 38.3% 40.2% 12.1% 7.5% 100.0% 

70 歳代 (N=143) 3.5% 45.5% 30.1% 5.6% 15.4% 100.0% 

80 歳以上 (N=74) 8.1% 37.8% 20.3% 5.4% 28.4% 100.0% 

無回答 (N=2) 0.0% 0.0% 0.0% 50.0% 50.0% 100.0% 

地
区
別 

天王地区 (N=10) 20.0% 50.0% 20.0% 0.0% 10.0% 100.0% 

岐尼地区 (N=110) 4.5% 44.5% 27.3% 10.0% 13.6% 100.0% 

久佐々地区 (N=179) 6.1% 33.0% 34.1% 15.1% 11.7% 100.0% 

田尻地区 (N=28) 10.7% 50.0% 25.0% 7.1% 7.1% 100.0% 

東郷地区 (N=58) 6.9% 36.2% 43.1% 5.2% 8.6% 100.0% 

歌垣地区 (N=51) 2.0% 60.8% 21.6% 2.0% 13.7% 100.0% 

わからない (N=2) 0.0% 50.0% 0.0% 50.0% 0.0% 100.0% 

無回答 (N=6) 0.0% 16.7% 16.7% 16.7% 50.0% 100.0% 
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前回調査
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(N=444)

地域内の人間関係が良く助け合える環境の満足度

満足している ほぼ満足している あまり満足していない 不満である 無回答
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⑦災害時に不安なく避難できる環境 

◼ 単純集計 

「あまり満足していない」が 39.6%と最も多く、「不満である」（18.7%）と合わせると、『不満であると感じて

いる人』が 58.3％となっている。一方で、「ほぼ満足している」（24.3%）と「満足している」（5.0%）を合わせる

と、『満足していると感じている人』が 29.3％で、『不満であると感じている人』が『満足していると感じている人』

を 29.0 ポイント上回っている。 

 

 

 
 

    満足している 
ほぼ満足 

している 

あまり満足 

していない 
不満である 無回答 計 

 
 全体 (N=444) 5.0% 24.3% 39.6% 18.7% 12.4% 100.0% 

性
別 

男性 (N=195) 7.7% 25.6% 40.0% 16.9% 9.7% 100.0% 

女性 (N=243) 2.9% 23.9% 38.7% 20.2% 14.4% 100.0% 

その他 (N=2) 0.0% 0.0% 50.0% 50.0% 0.0% 100.0% 

無回答 (N=4) 0.0% 0.0% 75.0% 0.0% 25.0% 100.0% 

年
齢
別 

10 歳代 (N=5) 0.0% 40.0% 40.0% 20.0% 0.0% 100.0% 

20 歳代 (N=15) 6.7% 46.7% 26.7% 20.0% 0.0% 100.0% 

30 歳代 (N=18) 11.1% 27.8% 27.8% 33.3% 0.0% 100.0% 

40 歳代 (N=21) 14.3% 23.8% 38.1% 19.0% 4.8% 100.0% 

50 歳代 (N=59) 5.1% 20.3% 55.9% 18.6% 0.0% 100.0% 

60 歳代 (N=107) 2.8% 23.4% 42.1% 24.3% 7.5% 100.0% 

70 歳代 (N=143) 2.8% 30.1% 40.6% 13.3% 13.3% 100.0% 

80 歳以上 (N=74) 8.1% 12.2% 27.0% 17.6% 35.1% 100.0% 

無回答 (N=2) 0.0% 0.0% 50.0% 0.0% 50.0% 100.0% 

地
区
別 

天王地区 (N=10) 10.0% 40.0% 10.0% 20.0% 20.0% 100.0% 

岐尼地区 (N=110) 1.8% 27.3% 39.1% 17.3% 14.5% 100.0% 

久佐々地区 (N=179) 6.7% 22.3% 40.2% 20.1% 10.6% 100.0% 

田尻地区 (N=28) 0.0% 10.7% 46.4% 28.6% 14.3% 100.0% 

東郷地区 (N=58) 5.2% 27.6% 41.4% 19.0% 6.9% 100.0% 

歌垣地区 (N=51) 7.8% 27.5% 41.2% 9.8% 13.7% 100.0% 

わからない (N=2) 0.0% 0.0% 0.0% 50.0% 50.0% 100.0% 

無回答 (N=6) 0.0% 16.7% 33.3% 16.7% 33.3% 100.0% 

 

  

満足している

5.0%

ほぼ満足している

24.3%

あまり満足

していない

39.6%

不満である

18.7%

無回答

12.4%

災害時に不安なく避難できる環境の満足度 (N=444)
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3. 生活課題について 

問 16 あなたが、自分自身のことで現在不安に思っていることは何ですか。 

 （○はいくつでも） 

◼ 単純集計(前回調査との比較) 

「老後の生活のこと」が 63.3%と最も多く、次いで「健康に関すること」が 48.6%、「住宅、生活環境のこと」

が 27.9%となっている。 

前回調査との比較では、「健康に関すること」が29.7ポイント、「老後の生活のこと」が21.7 ポイント、「住宅、

生活環境のこと」が 17.9 ポイント、「家族のこと」が 13.8 ポイント「就労に関すること」が 7.1 ポイント、「人間関

係のこと」が 5.1 ポイント、「教育に関すること」が 3.9 ポイント増加している。 

 

  

3.4%

2.2%

18.9%

6.2%

4.8%

10.0%

41.6%

2.6%

0.0%

0.8%

0.4%

2.2%

12.0%

3.0%

5.0%

6.1%

48.6%

20.0%

11.9%

27.9%

63.3%

7.7%

1.4%

2.5%

2.7%

11.0%

2.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

子育てに関すること

教育に関すること

健康に関すること

家族のこと

就労に関すること

住宅、生活環境のこと

老後の生活のこと

人間関係のこと

地域から孤立していること

ひきこもり・ニート(本人・家族を含む)に関すること

(今回のみ)

ニートに関すること(前回のみ)

ひきこもりに関すること(前回のみ)

その他

不安はない

無回答

現在不安に思っていること

前回調査 (N=498)

今回調査 (N=444)



32 

 

 
 

    
子育てに 

関すること 

教育に 

関すること 

健康に 

関すること 
家族のこと 

就労に 

関すること 

住宅、生活 

環境のこと 

老後の 

生活のこと 

 
 全体 (N=444) 5.0% 6.1% 48.6% 20.0% 11.9% 27.9% 63.3% 

性
別 

男性 (N=195) 3.6% 5.6% 52.8% 23.1% 16.4% 24.6% 61.5% 

女性 (N=243) 6.2% 6.2% 44.9% 16.9% 8.6% 30.5% 64.6% 

その他 (N=2) 0.0% 50.0% 50.0% 100.0% 0.0% 50.0% 50.0% 

無回答 (N=4) 0.0% 0.0% 75.0% 25.0% 0.0% 25.0% 75.0% 

年
齢
別 

10 歳代 (N=5) 20.0% 40.0% 0.0% 40.0% 40.0% 20.0% 0.0% 

20 歳代 (N=15) 6.7% 20.0% 26.7% 26.7% 53.3% 26.7% 33.3% 

30 歳代 (N=18) 27.8% 27.8% 27.8% 38.9% 33.3% 50.0% 50.0% 

40 歳代 (N=21) 42.9% 42.9% 14.3% 28.6% 23.8% 23.8% 47.6% 

50 歳代 (N=59) 6.8% 6.8% 39.0% 23.7% 18.6% 40.7% 74.6% 

60 歳代 (N=107) 0.9% 1.9% 50.5% 18.7% 12.1% 42.1% 75.7% 

70 歳代 (N=143) 0.0% 0.7% 60.1% 16.1% 4.2% 18.2% 64.3% 

80 歳以上 (N=74) 1.4% 1.4% 54.1% 17.6% 2.7% 12.2% 52.7% 

無回答 (N=2) 0.0% 0.0% 50.0% 0.0% 0.0% 50.0% 50.0% 

地
区
別 

天王地区 (N=10) 10.0% 10.0% 60.0% 20.0% 0.0% 20.0% 50.0% 

岐尼地区 (N=110) 4.5% 4.5% 48.2% 25.5% 14.5% 23.6% 65.5% 

久佐々地区 (N=179) 5.6% 7.3% 49.7% 19.0% 12.3% 35.2% 63.7% 

田尻地区 (N=28) 3.6% 3.6% 50.0% 14.3% 14.3% 35.7% 64.3% 

東郷地区 (N=58) 5.2% 6.9% 43.1% 19.0% 8.6% 22.4% 62.1% 

歌垣地区 (N=51) 3.9% 5.9% 47.1% 19.6% 9.8% 15.7% 62.7% 

わからない (N=2) 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 50.0% 50.0% 50.0% 

無回答 (N=6) 0.0% 0.0% 50.0% 0.0% 0.0% 16.7% 50.0% 

 

 
 

    人間関係のこと 
地域から孤立 

していること 

ひきこもり 

・ニートに 

関すること 

その他 不安はない 無回答 

 
 

全体 (N=444) 7.7% 1.4% 2.5% 2.7% 11.0% 2.9% 

性
別 

男性 (N=195) 6.7% 2.1% 2.6% 1.0% 11.8% 1.5% 

女性 (N=243) 7.4% 0.8% 2.5% 4.1% 10.7% 4.1% 

その他 (N=2) 50.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

無回答 (N=4) 50.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

年
齢
別 

10 歳代 (N=5) 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 40.0% 0.0% 

20 歳代 (N=15) 13.3% 0.0% 13.3% 0.0% 26.7% 0.0% 

30 歳代 (N=18) 22.2% 5.6% 0.0% 0.0% 11.1% 0.0% 

40 歳代 (N=21) 23.8% 0.0% 4.8% 4.8% 14.3% 4.8% 

50 歳代 (N=59) 10.2% 3.4% 3.4% 3.4% 6.8% 0.0% 

60 歳代 (N=107) 5.6% 0.0% 3.7% 2.8% 5.6% 2.8% 

70 歳代 (N=143) 4.2% 1.4% 1.4% 2.1% 13.3% 2.8% 

80 歳以上 (N=74) 4.1% 1.4% 0.0% 4.1% 12.2% 6.8% 

無回答 (N=2) 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

地
区
別 

天王地区 (N=10) 10.0% 0.0% 0.0% 0.0% 20.0% 0.0% 

岐尼地区 (N=110) 7.3% 0.0% 1.8% 0.9% 10.0% 4.5% 

久佐々地区 (N=179) 8.4% 2.2% 3.4% 2.8% 10.1% 0.6% 

田尻地区 (N=28) 3.6% 0.0% 3.6% 3.6% 7.1% 3.6% 

東郷地区 (N=58) 8.6% 3.4% 3.4% 5.2% 12.1% 1.7% 

歌垣地区 (N=51) 2.0% 0.0% 0.0% 3.9% 15.7% 9.8% 

わからない (N=2) 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

無回答 (N=6) 50.0% 0.0% 0.0% 0.0% 16.7% 0.0% 
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問 17 あなたが、住んでいる地域の中で特に不安（不満）に感じていることは何ですか。 

 （○は２つまで） 

◼ 単純集計(前回調査との比較) 

「公共交通機関の整備」が 61.5%と最も多く、次いで「医療機関の整備」が 29.1%、「災害対策」が 17.3%

となっている。 

前回調査との比較では、「公共交通機関の整備」が 5.5 ポイント増加し、「医療機関の整備」が 4.0 ポイント

減少している。 

 
 

  

4.6%

11.2%

56.0%

3.8%

12.7%

33.1%

17.1%

3.6%

2.0%

8.0%

4.4%

4.7%

11.0%

61.5%

2.9%

12.8%

29.1%

17.1%

4.3%

17.3%

2.3%

8.1%

3.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

近所の人との人間関係

住宅、生活環境

公共交通機関の整備

教育施設・子育て支援サービスの整備

商業・娯楽施設の整備

医療機関の整備

高齢者向けの福祉サービスの整備

障がいのある人向けの福祉サービスの整備

災害対策(今回のみ)

その他

不安(不満)はない

無回答

地域の中でに不安（不満）に感じていること

前回調査 (N=498)

今回調査 (N=444)
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近
所
の
人
と
の
人
間
関
係 

住
宅
、
生
活
環
境 

公
共
交
通
機
関
の
整
備 

教
育
施
設
・
子
育
て
支
援

サ
ー
ビ
ス
の
整
備 

商
業
・
娯
楽
施
設
の
整
備 

医
療
機
関
の
整
備 

高
齢
者
向
け
の
福
祉 

サ
ー
ビ
ス
の
整
備 

障
が
い
の
あ
る
人
向
け
の

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
整
備 

災
害
対
策 

そ
の
他 

不
安
（
不
満
）
は
な
い 

無
回
答 

 
 全体 (N=444) 4.7% 11.0% 61.5% 2.9% 12.8% 29.1% 17.1% 4.3% 17.3% 2.3% 8.1% 3.6% 

性
別 

男性 (N=195) 4.6% 11.3% 62.6% 4.6% 13.3% 34.4% 15.4% 3.1% 15.9% 2.1% 8.7% 1.0% 

女性 (N=243) 4.9% 11.1% 60.5% 1.6% 12.8% 24.7% 17.7% 5.3% 18.5% 2.5% 7.8% 5.8% 

その他 (N=2) 0.0% 0.0% 50.0% 0.0% 0.0% 50.0% 0.0% 0.0% 50.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

無回答 (N=4) 0.0% 0.0% 75.0% 0.0% 0.0% 25.0% 75.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

年
齢
別 

10 歳代 (N=5) 0.0% 20.0% 60.0% 0.0% 20.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 20.0% 0.0% 

20 歳代 (N=15) 0.0% 6.7% 73.3% 6.7% 13.3% 20.0% 6.7% 6.7% 13.3% 0.0% 20.0% 0.0% 

30 歳代 (N=18) 5.6% 11.1% 77.8% 5.6% 22.2% 38.9% 0.0% 0.0% 16.7% 5.6% 5.6% 0.0% 

40 歳代 (N=21) 9.5% 4.8% 71.4% 19.0% 19.0% 14.3% 4.8% 4.8% 14.3% 0.0% 4.8% 4.8% 

50 歳代 (N=59) 5.1% 25.4% 64.4% 0.0% 18.6% 27.1% 13.6% 3.4% 18.6% 0.0% 5.1% 0.0% 

60 歳代 (N=107) 3.7% 17.8% 61.7% 3.7% 15.9% 29.9% 15.9% 4.7% 26.2% 2.8% 2.8% 1.9% 

70 歳代 (N=143) 4.2% 7.0% 58.7% 0.7% 11.2% 32.2% 24.5% 4.2% 16.1% 1.4% 8.4% 4.9% 

80 歳以上 (N=74) 6.8% 0.0% 55.4% 2.7% 2.7% 28.4% 17.6% 5.4% 9.5% 5.4% 16.2% 8.1% 

無回答 (N=2) 0.0% 0.0% 50.0% 0.0% 0.0% 50.0% 50.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

地
区
別 

天王地区 (N=10) 0.0% 0.0% 60.0% 0.0% 0.0% 70.0% 20.0% 0.0% 10.0% 10.0% 0.0% 0.0% 

岐尼地区 (N=110) 6.4% 17.3% 53.6% 2.7% 11.8% 22.7% 22.7% 6.4% 13.6% 0.9% 7.3% 7.3% 

久佐々地区 (N=179) 5.0% 11.2% 65.9% 3.9% 12.3% 29.6% 12.8% 3.4% 22.3% 2.8% 8.9% 0.6% 

田尻地区 (N=28) 3.6% 7.1% 71.4% 0.0% 14.3% 53.6% 7.1% 3.6% 14.3% 0.0% 10.7% 3.6% 

東郷地区 (N=58) 1.7% 5.2% 70.7% 3.4% 15.5% 34.5% 24.1% 3.4% 12.1% 3.4% 6.9% 1.7% 

歌垣地区 (N=51) 3.9% 9.8% 49.0% 2.0% 13.7% 13.7% 15.7% 3.9% 17.6% 2.0% 9.8% 9.8% 

わからない (N=2) 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 50.0% 50.0% 50.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

無回答 (N=6) 16.7% 0.0% 66.7% 0.0% 33.3% 16.7% 16.7% 0.0% 16.7% 0.0% 0.0% 0.0% 
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問 18 もし、あなた自身が様々な場面で困ったとき、誰に相談しますか。（○はいくつでも） 

◼ 単純集計(前回調査との比較) 

「家族」が 85.8%と最も多く、次いで「友人、知人」が 46.6%、「役場、保健福祉センターなど公的機関の各

種相談窓口」が 30.4%となっている。 

前回調査との比較では、「友人、知人」が 16.3 ポイント、「職場の同僚、上司」が 5.4 ポイント減少している。 

 

  

62.9%

19.9%

15.5%

20.1%

12.7%

8.8%

0.0%

7.0%

6.6%

5.4%

2.0%

11.4%

9.2%

2.6%

5.2%

2.2%

4.0%

85.8%

46.6%

18.9%

10.1%

30.4%

0.2%

7.7%

7.7%

5.9%

2.7%

2.7%

12.4%

9.2%

1.1%

3.2%

2.3%

1.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

家族(今回のみ)

友人、知人

隣近所

職場の同僚、上司

役場、保健福祉センターなど

公的機関の各種相談窓口(今回のみ)

町役場(前回のみ)

総合相談センター(前回のみ)

地域包括支援センター(前回のみ)

家庭教育支援員(家庭教育支援チーム

「ほっこり」)

社会福祉協議会

町内会・自治会

民生委員・児童委員

地区福祉委員(今回のみ)

CSW(コミュニティソーシャルワーカー)

医療機関や福祉サービス事業所

インターネットやSNS

その他

どこに相談したらよいかわからない

相談する人がいない

無回答

相談相手

前回調査 (N=498)

今回調査 (N=444)
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家
族 

友
人
、
知
人 

隣
近
所 

職
場
の
同
僚
、
上
司 

役
場
、
保
健
福
祉
セ

ン
タ
ー
な
ど
公
的
機

関
の
各
種
相
談
窓
口 

家
庭
教
育
支
援
員 

社
会
福
祉
協
議
会 

町
内
会
・
自
治
会 

民
生
委
員
・ 

児
童
委
員 

 
 全体 (N=444) 85.8% 46.6% 18.9% 10.1% 30.4% 0.2% 7.7% 7.7% 5.9% 

性
別 

男性 (N=195) 84.1% 45.1% 20.0% 10.8% 31.8% 0.5% 8.2% 13.3% 3.1% 

女性 (N=243) 88.1% 48.1% 18.1% 9.5% 28.8% 0.0% 7.0% 2.9% 7.8% 

その他 (N=2) 50.0% 50.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

無回答 (N=4) 50.0% 25.0% 25.0% 25.0% 75.0% 0.0% 25.0% 25.0% 25.0% 

年
齢
別 

10 歳代 (N=5) 100.0% 100.0% 0.0% 0.0% 20.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

20 歳代 (N=15) 100.0% 53.3% 6.7% 20.0% 13.3% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

30 歳代 (N=18) 88.9% 66.7% 11.1% 38.9% 11.1% 5.6% 5.6% 0.0% 0.0% 

40 歳代 (N=21) 76.2% 52.4% 9.5% 28.6% 23.8% 0.0% 9.5% 0.0% 0.0% 

50 歳代 (N=59) 88.1% 59.3% 20.3% 13.6% 18.6% 0.0% 1.7% 8.5% 0.0% 

60 歳代 (N=107) 87.9% 51.4% 15.9% 15.9% 37.4% 0.0% 4.7% 15.9% 7.5% 

70 歳代 (N=143) 83.9% 42.0% 21.0% 2.1% 37.1% 0.0% 9.8% 5.6% 5.6% 

80 歳以上 (N=74) 85.1% 27.0% 25.7% 0.0% 27.0% 0.0% 14.9% 4.1% 12.2% 

無回答 (N=2) 0.0% 50.0% 50.0% 50.0% 50.0% 0.0% 0.0% 50.0% 50.0% 

地
区
別 

天王地区 (N=10) 100.0% 60.0% 20.0% 0.0% 0.0% 0.0% 10.0% 10.0% 10.0% 

岐尼地区 (N=110) 89.1% 49.1% 20.9% 7.3% 30.9% 0.0% 7.3% 6.4% 6.4% 

久佐々地区 (N=179) 83.2% 44.7% 12.3% 11.7% 41.3% 0.0% 8.4% 8.4% 6.1% 

田尻地区 (N=28) 92.9% 46.4% 28.6% 10.7% 21.4% 0.0% 7.1% 7.1% 0.0% 

東郷地区 (N=58) 93.1% 41.4% 29.3% 8.6% 12.1% 1.7% 10.3% 6.9% 6.9% 

歌垣地区 (N=51) 76.5% 49.0% 21.6% 9.8% 21.6% 0.0% 2.0% 7.8% 3.9% 

わからない (N=2) 50.0% 50.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

無回答 (N=6) 66.7% 66.7% 16.7% 50.0% 50.0% 0.0% 16.7% 16.7% 16.7% 

 

     

地
区
福
祉
委
員 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ 

ソ
ー
シ
ャ
ル 

ワ
ー
カ
ー 

医
療
機
関
や 

福
祉
サ
ー
ビ
ス

事
業
所 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ 

そ
の
他 

ど
こ
に
相
談 

し
た
ら
よ
い
か

わ
か
ら
な
い 

相
談
す
る
人
が 

い
な
い 

無
回
答 

 全体 (N=444) 2.7% 2.7% 12.4% 9.2% 1.1% 3.2% 2.3% 1.4% 

性
別 

男性 (N=195) 1.5% 2.1% 11.8% 11.3% 1.0% 4.6% 2.6% 1.0% 

女性 (N=243) 3.7% 3.3% 12.8% 7.4% 1.2% 2.1% 1.6% 1.6% 

その他 (N=2) 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 50.0% 0.0% 

無回答 (N=4) 0.0% 0.0% 25.0% 25.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

年
齢
別 

10 歳代 (N=5) 0.0% 0.0% 0.0% 40.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

20 歳代 (N=15) 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 6.7% 0.0% 0.0% 0.0% 

30 歳代 (N=18) 0.0% 0.0% 0.0% 16.7% 0.0% 5.6% 11.1% 0.0% 

40 歳代 (N=21) 0.0% 0.0% 9.5% 14.3% 0.0% 4.8% 4.8% 4.8% 

50 歳代 (N=59) 1.7% 1.7% 11.9% 10.2% 1.7% 3.4% 5.1% 0.0% 

60 歳代 (N=107) 2.8% 2.8% 15.0% 15.0% 0.0% 0.9% 0.0% 1.9% 

70 歳代 (N=143) 0.7% 2.1% 14.0% 6.3% 0.0% 4.2% 2.8% 0.7% 

80 歳以上 (N=74) 9.5% 6.8% 13.5% 1.4% 4.1% 4.1% 0.0% 2.7% 

無回答 (N=2) 0.0% 0.0% 0.0% 50.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

地
区
別 

天王地区 (N=10) 0.0% 0.0% 0.0% 20.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

岐尼地区 (N=110) 2.7% 1.8% 11.8% 6.4% 0.0% 1.8% 0.9% 0.0% 

久佐々地区 (N=179) 2.2% 3.4% 12.8% 10.1% 1.1% 5.6% 3.9% 0.0% 

田尻地区 (N=28) 0.0% 3.6% 17.9% 10.7% 0.0% 3.6% 7.1% 0.0% 

東郷地区 (N=58) 5.2% 5.2% 12.1% 6.9% 0.0% 0.0% 0.0% 3.4% 

歌垣地区 (N=51) 3.9% 0.0% 11.8% 9.8% 5.9% 2.0% 0.0% 7.8% 

わからない (N=2) 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

無回答 (N=6) 0.0% 0.0% 16.7% 33.3% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 
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問 18-１ 困ったときの相談先は、以前と比べて（約５年前に比べて）どのように変化したと

感じますか。（○は１つ） 

◼ 単純集計(前回調査との比較) 

「相談先の範囲が広がった」が 15.1%、「相談先の範囲は狭くなった」が 8.1%で、「相談先の範囲が広がっ

た」が「相談先の範囲は狭くなった」を 7.0 ポイント上回っている。 

前回調査との比較では、大きな変化は見られない。 

 

 

 
 

    
相談先の範囲が 

広がった 

相談先の範囲は 

狭くなった 
特に変化はない 無回答 計 

 
 全体 (N=444) 15.1% 8.1% 69.4% 7.4% 100.0% 

性
別 

男性 (N=195) 12.3% 9.2% 74.4% 4.1% 100.0% 

女性 (N=243) 16.9% 7.0% 65.8% 10.3% 100.0% 

その他 (N=2) 0.0% 50.0% 50.0% 0.0% 100.0% 

無回答 (N=4) 50.0% 0.0% 50.0% 0.0% 100.0% 

年
齢
別 

10 歳代 (N=5) 20.0% 0.0% 80.0% 0.0% 100.0% 

20 歳代 (N=15) 20.0% 13.3% 66.7% 0.0% 100.0% 

30 歳代 (N=18) 5.6% 5.6% 77.8% 11.1% 100.0% 

40 歳代 (N=21) 4.8% 9.5% 81.0% 4.8% 100.0% 

50 歳代 (N=59) 16.9% 10.2% 71.2% 1.7% 100.0% 

60 歳代 (N=107) 17.8% 7.5% 72.9% 1.9% 100.0% 

70 歳代 (N=143) 10.5% 9.1% 69.2% 11.2% 100.0% 

80 歳以上 (N=74) 21.6% 5.4% 58.1% 14.9% 100.0% 

無回答 (N=2) 50.0% 0.0% 50.0% 0.0% 100.0% 

地
区
別 

天王地区 (N=10) 20.0% 0.0% 80.0% 0.0% 100.0% 

岐尼地区 (N=110) 20.0% 8.2% 66.4% 5.5% 100.0% 

久佐々地区 (N=179) 13.4% 10.1% 70.4% 6.1% 100.0% 

田尻地区 (N=28) 17.9% 7.1% 67.9% 7.1% 100.0% 

東郷地区 (N=58) 12.1% 6.9% 70.7% 10.3% 100.0% 

歌垣地区 (N=51) 11.8% 3.9% 70.6% 13.7% 100.0% 

わからない (N=2) 0.0% 50.0% 50.0% 0.0% 100.0% 

無回答 (N=6) 16.7% 0.0% 66.7% 16.7% 100.0% 

 

  

17.5%

15.1%

7.4%

8.1%

70.1%

69.4%

5.0%

7.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

(N=498)

前回調査

(N=444)

今回調査

相談相手の変化

相談先の範囲が広がった 相談先の範囲は狭くなった 特に変化はない 無回答
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問 19 あなたは、福祉に関する情報をどこから入手していますか。（○はいくつでも） 

◼ 単純集計(前回調査との比較) 

「広報『のせ』」が 50.2%と最も多く、次いで「家族、友人」が 39.0%、「役場、保健福祉センターなど公的機

関の各種相談窓口」が 22.3%となっている。 

前回調査との比較では、「インターネットや SNS」が 6.2 ポイント、「福祉に関する情報は入手できていない」

が 5.0 ポイント減少している。 

 

  

38.6%

14.5%

7.4%

23.9%

11.2%

2.4%

0.8%

9.4%

14.7%

5.4%

11.4%

17.9%

5.6%

12.4%

4.4%

39.0%

14.9%

5.4%

22.3%

0.7%

9.2%

14.0%

7.0%

5.0%

1.1%

11.7%

11.7%

50.2%

18.0%

2.0%

7.4%

2.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

家族、友人(今回のみ)

友人、知人(前回のみ)

隣近所

職場の同僚、上司

役場、保健福祉センターなど

公的機関の各種相談窓口(今回のみ)

町役場(前回のみ)

地域包括支援センター(前回のみ)

子どもの未来応援センター(前回のみ)

家庭教育支援員(家庭教育支援チーム「ほっ

こり」)

社会福祉協議会

町内会・自治会

民生委員・児童委員

地区福祉委員(今回のみ)

CSW(コミュニティソーシャルワーカー)(今

回のみ)

医療機関や福祉サービス事業所

インターネットやSNS

広報『のせ』(今回のみ)

能勢町ホームページ(今回のみ)

その他

福祉に関する情報は入手できていない

無回答

福祉情報の入手先

前回調査 (N=498)

今回調査 (N=444)
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家
族
、
友
人 

隣
近
所 

職
場
の
同
僚
、
上
司 

役
場
、
保
健
福
祉
セ

ン
タ
ー
な
ど
公
的
機

関
の
各
種
相
談
窓
口 

家
庭
教
育
支
援
員 

社
会
福
祉
協
議
会 

町
内
会
・
自
治
会 

民
生
委
員 

・
児
童
委
員 

地
区
福
祉
委
員 

 
 全体 (N=444) 39.0% 14.9% 5.4% 22.3% 0.7% 9.2% 14.0% 7.0% 5.0% 

性
別 

男性 (N=195) 36.9% 16.9% 4.6% 22.6% 1.0% 8.2% 17.4% 7.7% 4.1% 

女性 (N=243) 40.7% 13.2% 6.2% 21.8% 0.4% 9.9% 11.1% 6.2% 5.3% 

その他 (N=2) 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

無回答 (N=4) 0.0% 25.0% 0.0% 50.0% 0.0% 25.0% 25.0% 25.0% 25.0% 

年
齢
別 

10 歳代 (N=5) 60.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

20 歳代 (N=15) 46.7% 6.7% 13.3% 20.0% 0.0% 6.7% 0.0% 0.0% 0.0% 

30 歳代 (N=18) 22.2% 5.6% 11.1% 0.0% 0.0% 0.0% 5.6% 5.6% 0.0% 

40 歳代 (N=21) 47.6% 4.8% 9.5% 23.8% 4.8% 4.8% 0.0% 4.8% 0.0% 

50 歳代 (N=59) 37.3% 13.6% 11.9% 13.6% 0.0% 5.1% 10.2% 0.0% 1.7% 

60 歳代 (N=107) 43.0% 15.9% 8.4% 27.1% 1.9% 7.5% 17.8% 9.3% 5.6% 

70 歳代 (N=143) 34.3% 17.5% 1.4% 25.2% 0.0% 11.2% 18.2% 5.6% 1.4% 

80 歳以上 (N=74) 43.2% 17.6% 0.0% 23.0% 0.0% 14.9% 12.2% 13.5% 17.6% 

無回答 (N=2) 0.0% 0.0% 0.0% 50.0% 0.0% 50.0% 50.0% 50.0% 0.0% 

地
区
別 

天王地区 (N=10) 60.0% 40.0% 0.0% 20.0% 10.0% 10.0% 10.0% 10.0% 0.0% 

岐尼地区 (N=110) 44.5% 10.9% 6.4% 25.5% 0.9% 10.9% 10.9% 10.0% 5.5% 

久佐々地区 (N=179) 36.9% 15.6% 5.0% 23.5% 0.0% 7.8% 12.8% 2.8% 2.8% 

田尻地区 (N=28) 39.3% 7.1% 3.6% 17.9% 0.0% 10.7% 14.3% 7.1% 3.6% 

東郷地区 (N=58) 37.9% 25.9% 6.9% 15.5% 1.7% 6.9% 17.2% 6.9% 10.3% 

歌垣地区 (N=51) 31.4% 9.8% 3.9% 21.6% 0.0% 7.8% 21.6% 13.7% 7.8% 

わからない (N=2) 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

無回答 (N=6) 16.7% 0.0% 16.7% 33.3% 0.0% 50.0% 16.7% 16.7% 0.0% 

 

 
 

    

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ 

ソ
ー
シ
ャ
ル 

ワ
ー
カ
ー 

医
療
機
関
や 

福
祉
サ
ー
ビ
ス

事
業
所 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ 

広
報
『
の
せ
』 

能
勢
町 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

そ
の
他 

福
祉
に
関
す
る

情
報
は
入
手
で

き
て
い
な
い 

無
回
答 

 
 

全体 (N=444) 1.1% 11.7% 11.7% 50.2% 18.0% 2.0% 7.4% 2.5% 

性
別 

男性 (N=195) 0.5% 10.3% 12.8% 49.7% 20.5% 2.1% 7.7% 1.0% 

女性 (N=243) 1.6% 12.3% 11.1% 50.6% 16.5% 2.1% 7.4% 3.7% 

その他 (N=2) 0.0% 0.0% 0.0% 50.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

無回答 (N=4) 0.0% 50.0% 0.0% 50.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

年
齢
別 

10 歳代 (N=5) 0.0% 0.0% 0.0% 40.0% 20.0% 0.0% 40.0% 0.0% 

20 歳代 (N=15) 0.0% 0.0% 20.0% 46.7% 13.3% 0.0% 13.3% 0.0% 

30 歳代 (N=18) 0.0% 0.0% 11.1% 50.0% 16.7% 11.1% 11.1% 0.0% 

40 歳代 (N=21) 0.0% 9.5% 23.8% 38.1% 23.8% 0.0% 9.5% 4.8% 

50 歳代 (N=59) 1.7% 5.1% 23.7% 45.8% 20.3% 1.7% 11.9% 1.7% 

60 歳代 (N=107) 1.9% 14.0% 14.0% 61.7% 20.6% 1.9% 2.8% 1.9% 

70 歳代 (N=143) 0.0% 11.9% 7.0% 51.0% 20.3% 1.4% 9.1% 3.5% 

80 歳以上 (N=74) 2.7% 20.3% 4.1% 39.2% 8.1% 2.7% 2.7% 2.7% 

無回答 (N=2) 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

地
区
別 

天王地区 (N=10) 0.0% 10.0% 10.0% 20.0% 10.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

岐尼地区 (N=110) 0.0% 10.0% 16.4% 51.8% 20.0% 2.7% 7.3% 0.9% 

久佐々地区 (N=179) 1.1% 10.6% 14.5% 55.3% 20.7% 1.1% 7.8% 2.2% 

田尻地区 (N=28) 3.6% 10.7% 3.6% 28.6% 7.1% 3.6% 17.9% 0.0% 

東郷地区 (N=58) 3.4% 12.1% 6.9% 43.1% 19.0% 1.7% 6.9% 3.4% 

歌垣地区 (N=51) 0.0% 17.6% 3.9% 54.9% 11.8% 3.9% 2.0% 7.8% 

わからない (N=2) 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

無回答 (N=6) 0.0% 33.3% 0.0% 66.7% 16.7% 0.0% 16.7% 0.0% 
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問 20 あなたは、下記の事例について、見聞きしたことがありますか。 

 （①～④でそれぞれ○は１つずつ） 

 

①高齢者虐待 

◼ 単純集計(前回調査との比較) 

「見聞きしたことはない」が 81.8%と最も多く、次いで「知人または友人から聞いたことがある」が 8.8%、「近

所で起きたことがある」が 0.5%となっている。 

前回調査との比較では、「見聞きしたことはない」が 5.9 ポイント増加し、「知人または友人から聞いたことが

ある」が 6.9 ポイント減少している。 

 

 

 
 

    
近所で起きた 

ことがある 

知人または 

友人から聞いた 

ことがある 

見聞きした 

ことはない 
無回答 計 

 
 全体 (N=444) 0.5% 8.8% 81.8% 9.0% 100.0% 

性
別 

男性 (N=195) 0.0% 7.7% 86.7% 5.6% 100.0% 

女性 (N=243) 0.8% 9.5% 78.2% 11.5% 100.0% 

その他 (N=2) 0.0% 50.0% 50.0% 0.0% 100.0% 

無回答 (N=4) 0.0% 0.0% 75.0% 25.0% 100.0% 

年
齢
別 

10 歳代 (N=5) 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 100.0% 

20 歳代 (N=15) 0.0% 13.3% 86.7% 0.0% 100.0% 

30 歳代 (N=18) 0.0% 11.1% 83.3% 5.6% 100.0% 

40 歳代 (N=21) 0.0% 4.8% 85.7% 9.5% 100.0% 

50 歳代 (N=59) 1.7% 11.9% 84.7% 1.7% 100.0% 

60 歳代 (N=107) 0.9% 12.1% 83.2% 3.7% 100.0% 

70 歳代 (N=143) 0.0% 5.6% 87.4% 7.0% 100.0% 

80 歳以上 (N=74) 0.0% 8.1% 63.5% 28.4% 100.0% 

無回答 (N=2) 0.0% 0.0% 50.0% 50.0% 100.0% 

地
区
別 

天王地区 (N=10) 0.0% 10.0% 70.0% 20.0% 100.0% 

岐尼地区 (N=110) 0.0% 9.1% 78.2% 12.7% 100.0% 

久佐々地区 (N=179) 0.6% 10.6% 84.9% 3.9% 100.0% 

田尻地区 (N=28) 0.0% 3.6% 82.1% 14.3% 100.0% 

東郷地区 (N=58) 1.7% 10.3% 77.6% 10.3% 100.0% 

歌垣地区 (N=51) 0.0% 3.9% 84.3% 11.8% 100.0% 

わからない (N=2) 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 100.0% 

無回答 (N=6) 0.0% 0.0% 83.3% 16.7% 100.0% 

  

0.8%

0.5%

15.7%

8.8%

75.9%

81.8%

7.6%

9.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

前回調査

(N=498)

今回調査

(N=444)

高齢者虐待の見聞き

近所で起きたことがある 知人または友人から聞いたことがある

見聞きしたことはない 無回答
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②児童虐待 

◼ 単純集計(前回調査との比較) 

「見聞きしたことはない」が 78.8%と最も多く、次いで「知人または友人から聞いたことがある」が 10.4%、

「近所で起きたことがある」が 1.6%となっている。 

前回調査との比較では、「見聞きしたことはない」が 7.9 ポイント増加し、「知人または友人から聞いたことが

ある」が 8.1 ポイント減少している。 

 

 

 
 

    
近所で起きた 

ことがある 

知人または 

友人から聞いた 

ことがある 

見聞きした 

ことはない 
無回答 計 

 
 全体 (N=444) 1.6% 10.4% 78.8% 9.2% 100.0% 

性
別 

男性 (N=195) 0.5% 7.2% 85.6% 6.7% 100.0% 

女性 (N=243) 2.5% 12.8% 73.7% 11.1% 100.0% 

その他 (N=2) 0.0% 50.0% 50.0% 0.0% 100.0% 

無回答 (N=4) 0.0% 0.0% 75.0% 25.0% 100.0% 

年
齢
別 

10 歳代 (N=5) 0.0% 20.0% 80.0% 0.0% 100.0% 

20 歳代 (N=15) 6.7% 13.3% 80.0% 0.0% 100.0% 

30 歳代 (N=18) 0.0% 22.2% 72.2% 5.6% 100.0% 

40 歳代 (N=21) 4.8% 14.3% 71.4% 9.5% 100.0% 

50 歳代 (N=59) 1.7% 13.6% 83.1% 1.7% 100.0% 

60 歳代 (N=107) 3.7% 14.0% 78.5% 3.7% 100.0% 

70 歳代 (N=143) 0.0% 7.7% 85.3% 7.0% 100.0% 

80 歳以上 (N=74) 0.0% 2.7% 67.6% 29.7% 100.0% 

無回答 (N=2) 0.0% 0.0% 50.0% 50.0% 100.0% 

地
区
別 

天王地区 (N=10) 0.0% 10.0% 70.0% 20.0% 100.0% 

岐尼地区 (N=110) 0.0% 11.8% 75.5% 12.7% 100.0% 

久佐々地区 (N=179) 3.4% 11.7% 80.4% 4.5% 100.0% 

田尻地区 (N=28) 3.6% 3.6% 78.6% 14.3% 100.0% 

東郷地区 (N=58) 0.0% 10.3% 79.3% 10.3% 100.0% 

歌垣地区 (N=51) 0.0% 5.9% 82.4% 11.8% 100.0% 

わからない (N=2) 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 100.0% 

無回答 (N=6) 0.0% 16.7% 66.7% 16.7% 100.0% 

 

  

1.2%

1.6%

18.5%

10.4%

70.9%

78.8%

9.4%

9.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

前回調査

(N=498)

今回調査

(N=444)

児童虐待の見聞き

近所で起きたことがある 知人または友人から聞いたことがある

見聞きしたことはない 無回答
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③障がいのある人への虐待 

◼ 単純集計(前回調査との比較) 

「見聞きしたことはない」が 82.4%と最も多く、次いで「知人または友人から聞いたことがある」が 7.9%、

「近所で起きたことがある」が 0.2%となっている。 

前回調査との比較では、「見聞きしたことはない」が 6.3 ポイント増加し、「知人または友人から聞いたことが

ある」が 5.8 ポイント減少している。 

 

 

 
 

    
近所で起きた 

ことがある 

知人または 

友人から聞いた 

ことがある 

見聞きした 

ことはない 
無回答 計 

 
 全体 (N=444) 0.2% 7.9% 82.4% 9.5% 100.0% 

性
別 

男性 (N=195) 0.0% 5.6% 87.7% 6.7% 100.0% 

女性 (N=243) 0.4% 9.5% 78.6% 11.5% 100.0% 

その他 (N=2) 0.0% 50.0% 50.0% 0.0% 100.0% 

無回答 (N=4) 0.0% 0.0% 75.0% 25.0% 100.0% 

年
齢
別 

10 歳代 (N=5) 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 100.0% 

20 歳代 (N=15) 0.0% 13.3% 86.7% 0.0% 100.0% 

30 歳代 (N=18) 0.0% 11.1% 83.3% 5.6% 100.0% 

40 歳代 (N=21) 0.0% 4.8% 85.7% 9.5% 100.0% 

50 歳代 (N=59) 0.0% 10.2% 88.1% 1.7% 100.0% 

60 歳代 (N=107) 0.9% 11.2% 83.2% 4.7% 100.0% 

70 歳代 (N=143) 0.0% 6.3% 86.7% 7.0% 100.0% 

80 歳以上 (N=74) 0.0% 4.1% 66.2% 29.7% 100.0% 

無回答 (N=2) 0.0% 0.0% 50.0% 50.0% 100.0% 

地
区
別 

天王地区 (N=10) 0.0% 10.0% 70.0% 20.0% 100.0% 

岐尼地区 (N=110) 0.0% 8.2% 79.1% 12.7% 100.0% 

久佐々地区 (N=179) 0.6% 9.5% 84.9% 5.0% 100.0% 

田尻地区 (N=28) 0.0% 3.6% 82.1% 14.3% 100.0% 

東郷地区 (N=58) 0.0% 6.9% 82.8% 10.3% 100.0% 

歌垣地区 (N=51) 0.0% 5.9% 82.4% 11.8% 100.0% 

わからない (N=2) 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 100.0% 

無回答 (N=6) 0.0% 0.0% 83.3% 16.7% 100.0% 

 

  

0.2%

0.2%

13.7%

7.9%

76.1%

82.4%

10.0%

9.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

前回調査

(N=498)

今回調査

(N=444)

障がいのある人への虐待の見聞き

近所で起きたことがある 知人または友人から聞いたことがある

見聞きしたことはない 無回答
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④ＤＶ(配偶者や恋人等からの暴力) 

◼ 単純集計(前回調査との比較) 

「見聞きしたことはない」が79.1%と最も多く、次いで「知人または友人から聞いたことがある」が10.1%、「近

所で起きたことがある」が 0.9%となっている。 

前回調査との比較では、「見聞きしたことはない」が 8.2 ポイント増加し、「知人または友人から聞いたことが

ある」が 9.0 ポイント減少している。 

 

 

 
 

    
近所で起きた 

ことがある 

知人または 

友人から聞いた 

ことがある 

見聞きした 

ことはない 
無回答 計 

 
 全体 (N=444) 0.9% 10.1% 79.1% 9.9% 100.0% 

性
別 

男性 (N=195) 1.0% 7.7% 84.1% 7.2% 100.0% 

女性 (N=243) 0.8% 11.9% 75.3% 11.9% 100.0% 

その他 (N=2) 0.0% 50.0% 50.0% 0.0% 100.0% 

無回答 (N=4) 0.0% 0.0% 75.0% 25.0% 100.0% 

年
齢
別 

10 歳代 (N=5) 0.0% 20.0% 80.0% 0.0% 100.0% 

20 歳代 (N=15) 0.0% 13.3% 86.7% 0.0% 100.0% 

30 歳代 (N=18) 0.0% 16.7% 77.8% 5.6% 100.0% 

40 歳代 (N=21) 0.0% 9.5% 81.0% 9.5% 100.0% 

50 歳代 (N=59) 0.0% 15.3% 83.1% 1.7% 100.0% 

60 歳代 (N=107) 2.8% 14.0% 78.5% 4.7% 100.0% 

70 歳代 (N=143) 0.7% 7.7% 83.9% 7.7% 100.0% 

80 歳以上 (N=74) 0.0% 2.7% 66.2% 31.1% 100.0% 

無回答 (N=2) 0.0% 0.0% 50.0% 50.0% 100.0% 

地
区
別 

天王地区 (N=10) 0.0% 10.0% 70.0% 20.0% 100.0% 

岐尼地区 (N=110) 0.9% 10.9% 73.6% 14.5% 100.0% 

久佐々地区 (N=179) 1.7% 11.7% 81.6% 5.0% 100.0% 

田尻地区 (N=28) 0.0% 7.1% 78.6% 14.3% 100.0% 

東郷地区 (N=58) 0.0% 6.9% 82.8% 10.3% 100.0% 

歌垣地区 (N=51) 0.0% 9.8% 78.4% 11.8% 100.0% 

わからない (N=2) 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 100.0% 

無回答 (N=6) 0.0% 0.0% 83.3% 16.7% 100.0% 

 

  

0.8%

0.9%

19.1%

10.1%

70.9%

79.1%

9.2%

9.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

前回調査

(N=498)

今回調査

(N=444)

ＤＶ（配偶者や恋人等からの暴力）の見聞き

近所で起きたことがある 知人または友人から聞いたことがある

見聞きしたことはない 無回答
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問 20 の①～④のいずれかで「１.近所で起きたことがある」を回答した方に 

 

問 20-１ 虐待や DV が行われていることを知ったとき、どうしましたか。 
（○はいくつでも） 

◼ 単純集計(前回調査との比較) 

「関係機関に通報した」が 41.7%と最も多く、次いで「地域の役員に相談した」と「家族や友人などの身

近な人に相談した」と「とりあえず様子を見た」と「その他」と「何もしなかった・できなかった」がともに

16.7%となっている。 

前回調査との比較では、「関係機関に通報した」が 34.8 ポイント、「とりあえず様子を見た」が 13.3 ポイ

ント、「何もしなかった・できなかった」が9.8ポイント、「地域の役員に相談した」と「その他」がともに6.4ポ

イント増加し、「無回答」が 48.3 ポイント、「直接注意した」が 3.4 ポイント減少している。 

 
 

  

6.9%

10.3%

13.8%

3.4%

3.4%

10.3%

6.9%

48.3%

41.7%

16.7%

16.7%

0.0%

16.7%

16.7%

16.7%

0.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

関係機関に通報した

地域の役員(民生委員・

児童委員等)に相談した

家族や友人などの

身近な人に相談した

直接注意した

とりあえず様子を見た

その他

何もしなかった

できなかった

無回答

虐待やDVを見聞した時の対処

前回調査 (N=29)

今回調査 (N=12)
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関
係
機
関
に 

通
報
し
た 

地
域
の
役
員
に 

相
談
し
た 

家
族
や
友
人
な
ど
の

身
近
な
人
に 

相
談
し
た 

直
接
注
意
し
た 

と
り
あ
え
ず 

様
子
を
見
た 

そ
の
他 

何
も
し
な
か
っ
た
・ 

で
き
な
か
っ
た 

無
回
答 

 
 全体 (N=12) 41.7% 16.7% 16.7% 0.0% 16.7% 16.7% 16.7% 0.0% 

性
別 

男性 (N=3) 66.7% 0.0% 33.3% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

女性 (N=9) 33.3% 22.2% 11.1% 0.0% 22.2% 22.2% 22.2% 0.0% 

その他 (N=0)                 

無回答 (N=0)                 

年
齢
別 

10 歳代 (N=0)                 

20 歳代 (N=1) 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 

30 歳代 (N=0)                 

40 歳代 (N=1) 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

50 歳代 (N=2) 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 50.0% 0.0% 100.0% 0.0% 

60 歳代 (N=7) 57.1% 28.6% 28.6% 0.0% 0.0% 14.3% 0.0% 0.0% 

70 歳代 (N=1) 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

80 歳以上 (N=0)                 

無回答 (N=0)                 

地
区
別 

天王地区 (N=0)                 

岐尼地区 (N=1) 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

久佐々地区 (N=9) 44.4% 22.2% 22.2% 0.0% 0.0% 22.2% 11.1% 0.0% 

田尻地区 (N=1) 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

東郷地区 (N=1) 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 100.0% 0.0% 

歌垣地区 (N=0)                 

わからない (N=0)                 

無回答 (N=0)                 
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4. 自殺対策について 

自殺対策に関する全ての問に無回答だった８０件を除いた３６４件を母数として、集計した。 

問 2１ 誰かに悩みを相談したり、助けを求めたりすることにためらいを感じますか。 

 （○は１つ） 

◼ 単純集計 

「感じない」が 33.8%と最も多く、「どちらかといえば感じない」（32.7%）と合わせると、『感じないと感じてい

る人』が 66.5％となっている。また、「どちらかといえば感じる」（17.3%）と「感じる」（9.6％）を合わせると、『感

じると感じている人』が 26.9％で、『感じないと感じている人』が『感じると感じている人』を 39.6 ポイント上回

っている。 

 

 
 

    感じる 
どちらかと 

いえば感じる 

どちらかと 

いえば感じない 
感じない 無回答 計 

 
 全体 (N=364) 9.6% 17.3% 32.7% 33.8% 6.6% 100.0% 

性
別 

男性 (N=167) 12.0% 13.8% 29.9% 36.5% 7.8% 100.0% 

女性 (N=191) 7.9% 19.9% 35.1% 31.4% 5.8% 100.0% 

その他 (N=2) 0.0% 50.0% 0.0% 50.0% 0.0% 100.0% 

無回答 (N=4) 0.0% 25.0% 50.0% 25.0% 0.0% 100.0% 

年
齢
別 

10 歳代 (N=5) 0.0% 0.0% 40.0% 60.0% 0.0% 100.0% 

20 歳代 (N=15) 13.3% 13.3% 40.0% 33.3% 0.0% 100.0% 

30 歳代 (N=15) 6.7% 33.3% 20.0% 40.0% 0.0% 100.0% 

40 歳代 (N=19) 21.1% 21.1% 26.3% 31.6% 0.0% 100.0% 

50 歳代 (N=56) 8.9% 26.8% 28.6% 33.9% 1.8% 100.0% 

60 歳代 (N=88) 9.1% 12.5% 37.5% 36.4% 4.5% 100.0% 

70 歳代 (N=113) 9.7% 15.9% 37.2% 30.1% 7.1% 100.0% 

80 歳以上 (N=51) 7.8% 13.7% 23.5% 33.3% 21.6% 100.0% 

無回答 (N=2) 0.0% 50.0% 0.0% 50.0% 0.0% 100.0% 

地
区
別 

天王地区 (N=8) 0.0% 12.5% 25.0% 62.5% 0.0% 100.0% 

岐尼地区 (N=87) 11.5% 20.7% 34.5% 25.3% 8.0% 100.0% 

久佐々地区 (N=152) 8.6% 15.8% 32.9% 36.2% 6.6% 100.0% 

田尻地区 (N=26) 15.4% 11.5% 30.8% 38.5% 3.8% 100.0% 

東郷地区 (N=40) 7.5% 17.5% 27.5% 45.0% 2.5% 100.0% 

歌垣地区 (N=44) 11.4% 18.2% 34.1% 25.0% 11.4% 100.0% 

わからない (N=2) 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 100.0% 

無回答 (N=5) 0.0% 40.0% 20.0% 40.0% 0.0% 100.0% 

感じる

9.6%

どちらかといえば

感じる

17.3%

どちらかといえば

感じない

32.7%

感じない

33.8%

無回答

6.6%

相談や助けを求めることにためらいを感じるか (N=364)
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問 2１で「１．感じる」、「２.どちらかといえば感じる」を回答した方に 

 

問 2１-１ 誰かに悩みを相談したり、助けを求めたりすることにためらいを感じる理由
は何ですか。（○はいくつでも） 

◼ 単純集計 

「家族や友人など身近な人には相談したくない悩みだから」が42.9%と最も多く、次いで「自分の悩みを

解決できるところはないと思っているから」が 41.8%、「病院や支援機関等の専門家に相談したいと思って

いるが、相談するハードルが高く感じるから」が 24.5%となっている。 

 

 

  

42.9%

24.5%

11.2%

7.1%

41.8%

4.1%

5.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

家族や友人など身近な人には相談したくない

(できない)悩みだから

病院や支援機関等(行政の相談窓口、保健所など)の

専門家に相談したいと思っているが、

相談するハードルが高く感じるから

過去に、身近な人に相談したが、解決しなかった

(嫌な思いをした)から

過去に、病院や支援機関等に相談したが、解決しなかった

(嫌な思いをした)から

自分の悩みを解決できるところはないと思っているから

その他

無回答

ためらいを感じる理由 (N=98)
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家
族
や
友
人
な
ど
身
近
な
人

に
は
相
談
し
た
く
な
い
（
で

き
な
い
）
悩
み
だ
か
ら 

病
院
や
支
援
機
関
等
の
専
門

家
に
相
談
し
た
い
と
思
っ
て

い
る
が
、
相
談
す
る
ハ
ー
ド

ル
が
高
く
感
じ
る
か
ら 

過
去
に
、
身
近
な
人
に
相
談

し
た
が
、
解
決
し
な
か
っ
た

か
ら 

過
去
に
、
病
院
や
支
援
機
関

等
に
相
談
し
た
が
、
解
決
し

な
か
っ
た
か
ら 

自
分
の
悩
み
を
解
決
で
き
る

と
こ
ろ
は
な
い
と
思
っ
て
い

る
か
ら 

そ
の
他 

無
回
答 

 
 全体 (N=98) 42.9% 24.5% 11.2% 7.1% 41.8% 4.1% 5.1% 

性
別 

男性 (N=43) 48.8% 20.9% 9.3% 7.0% 39.5% 2.3% 2.3% 

女性 (N=53) 37.7% 26.4% 13.2% 7.5% 43.4% 5.7% 7.5% 

その他 (N=1) 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 

無回答 (N=1) 100.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

年
齢
別 

10 歳代 (N=0)               

20 歳代 (N=4) 50.0% 25.0% 0.0% 25.0% 25.0% 0.0% 0.0% 

30 歳代 (N=6) 66.7% 33.3% 0.0% 0.0% 50.0% 0.0% 0.0% 

40 歳代 (N=8) 25.0% 25.0% 0.0% 0.0% 37.5% 0.0% 12.5% 

50 歳代 (N=20) 25.0% 30.0% 20.0% 5.0% 50.0% 0.0% 0.0% 

60 歳代 (N=19) 47.4% 15.8% 26.3% 21.1% 47.4% 10.5% 0.0% 

70 歳代 (N=29) 51.7% 27.6% 3.4% 3.4% 31.0% 6.9% 0.0% 

80 歳以上 (N=11) 36.4% 9.1% 9.1% 0.0% 54.5% 0.0% 36.4% 

無回答 (N=1) 100.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

地
区
別 

天王地区 (N=1) 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 

岐尼地区 (N=28) 35.7% 35.7% 14.3% 7.1% 39.3% 7.1% 0.0% 

久佐々地区 (N=37) 45.9% 16.2% 13.5% 8.1% 43.2% 5.4% 0.0% 

田尻地区 (N=7) 42.9% 14.3% 0.0% 0.0% 57.1% 0.0% 28.6% 

東郷地区 (N=10) 60.0% 30.0% 20.0% 20.0% 30.0% 0.0% 0.0% 

歌垣地区 (N=13) 38.5% 15.4% 0.0% 0.0% 46.2% 0.0% 23.1% 

わからない (N=0)               

無回答 (N=2) 50.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 
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問 22 あなたは、自殺対策に関する以下の事柄について知っていますか。 

 （①～③でそれぞれ○は１つずつ） 

① 悩みを抱える人が相談できる各種相談窓口（いのちの電話、生きづらびっとなど） 

◼ 単純集計 

「聞いたことはあるが、内容はよくわからない」が 54.1%と最も多く、次いで「知らない」が 23.4%、「聞いた

ことがあり、内容も知っている」が 16.8%となっている。 

 
 

 
 

    

聞いたことが 

あり、内容も 

知っている 

聞いたことは 

あるが、内容は 

よくわからない 

知らない 無回答 計 

 
 全体 (N=364) 16.8% 54.1% 23.4% 5.8% 100.0% 

性
別 

男性 (N=167) 13.8% 46.1% 34.1% 6.0% 100.0% 

女性 (N=191) 19.4% 60.7% 14.1% 5.8% 100.0% 

その他 (N=2) 50.0% 50.0% 0.0% 0.0% 100.0% 

無回答 (N=4) 0.0% 75.0% 25.0% 0.0% 100.0% 

年
齢
別 

10 歳代 (N=5) 20.0% 60.0% 20.0% 0.0% 100.0% 

20 歳代 (N=15) 33.3% 26.7% 40.0% 0.0% 100.0% 

30 歳代 (N=15) 40.0% 53.3% 6.7% 0.0% 100.0% 

40 歳代 (N=19) 31.6% 47.4% 15.8% 5.3% 100.0% 

50 歳代 (N=56) 19.6% 58.9% 21.4% 0.0% 100.0% 

60 歳代 (N=88) 20.5% 63.6% 12.5% 3.4% 100.0% 

70 歳代 (N=113) 8.8% 54.0% 28.3% 8.8% 100.0% 

80 歳以上 (N=51) 7.8% 43.1% 35.3% 13.7% 100.0% 

無回答 (N=2) 0.0% 50.0% 50.0% 0.0% 100.0% 

地
区
別 

天王地区 (N=8) 25.0% 62.5% 12.5% 0.0% 100.0% 

岐尼地区 (N=87) 18.4% 49.4% 24.1% 8.0% 100.0% 

久佐々地区 (N=152) 16.4% 57.9% 21.1% 4.6% 100.0% 

田尻地区 (N=26) 19.2% 50.0% 19.2% 11.5% 100.0% 

東郷地区 (N=40) 17.5% 40.0% 40.0% 2.5% 100.0% 

歌垣地区 (N=44) 11.4% 68.2% 13.6% 6.8% 100.0% 

わからない (N=2) 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 100.0% 

無回答 (N=5) 20.0% 40.0% 40.0% 0.0% 100.0% 

  

聞いたことがあり、

内容も知っている

16.8%

聞いたことはあるが、

内容はよくわからない

54.1%

知らない

23.4%

無回答

5.8%

①悩みを抱える人が相談できる各種相談窓口 (N=364)
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② ゲートキーパー 

◼ 単純集計 

「知らない」が 79.9%と最も多く、次いで「聞いたことはあるが、内容はよくわからない」が 9.6%、「聞いたこ

とがあり、内容も知っている」が 1.9%となっている。 

 
 

 
 

    

聞いたことが 

あり、内容も 

知っている 

聞いたことは 

あるが、内容は 

よくわからない 

知らない 無回答 計 

 
 全体 (N=364) 1.9% 9.6% 79.9% 8.5% 100.0% 

性
別 

男性 (N=167) 2.4% 9.0% 80.8% 7.8% 100.0% 

女性 (N=191) 1.6% 10.5% 79.1% 8.9% 100.0% 

その他 (N=2) 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 100.0% 

無回答 (N=4) 0.0% 0.0% 75.0% 25.0% 100.0% 

年
齢
別 

10 歳代 (N=5) 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 100.0% 

20 歳代 (N=15) 13.3% 13.3% 73.3% 0.0% 100.0% 

30 歳代 (N=15) 0.0% 13.3% 86.7% 0.0% 100.0% 

40 歳代 (N=19) 5.3% 0.0% 89.5% 5.3% 100.0% 

50 歳代 (N=56) 0.0% 5.4% 94.6% 0.0% 100.0% 

60 歳代 (N=88) 3.4% 12.5% 79.5% 4.5% 100.0% 

70 歳代 (N=113) 0.9% 10.6% 77.9% 10.6% 100.0% 

80 歳以上 (N=51) 0.0% 9.8% 64.7% 25.5% 100.0% 

無回答 (N=2) 0.0% 0.0% 50.0% 50.0% 100.0% 

地
区
別 

天王地区 (N=8) 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 100.0% 

岐尼地区 (N=87) 1.1% 13.8% 74.7% 10.3% 100.0% 

久佐々地区 (N=152) 2.6% 10.5% 80.9% 5.9% 100.0% 

田尻地区 (N=26) 0.0% 0.0% 80.8% 19.2% 100.0% 

東郷地区 (N=40) 0.0% 7.5% 87.5% 5.0% 100.0% 

歌垣地区 (N=44) 4.5% 9.1% 77.3% 9.1% 100.0% 

わからない (N=2) 0.0% 0.0% 50.0% 50.0% 100.0% 

無回答 (N=5) 0.0% 0.0% 80.0% 20.0% 100.0% 

 

  

聞いたことがあり、

内容も知っている

1.9%

聞いたことはあるが、

内容はよくわからない

9.6%

知らない

79.9%

無回答

8.5%

②ゲートキーパー (N=364)
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③ 能勢町自殺対策計画 

◼ 単純集計 

「知らない」が 81.9%と最も多く、次いで「聞いたことはあるが、内容はよくわからない」が 9.6%、「聞いたこ

とがあり、内容も知っている」が 0.5%となっている。 

 
 

 
 

    

聞いたことが 

あり、内容も 

知っている 

聞いたことは 

あるが、内容は 

よくわからない 

知らない 無回答 計 

 
 全体 (N=364) 0.5% 9.6% 81.9% 8.0% 100.0% 

性
別 

男性 (N=167) 0.6% 7.2% 84.4% 7.8% 100.0% 

女性 (N=191) 0.5% 11.5% 79.6% 8.4% 100.0% 

その他 (N=2) 0.0% 50.0% 50.0% 0.0% 100.0% 

無回答 (N=4) 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 100.0% 

年
齢
別 

10 歳代 (N=5) 0.0% 20.0% 80.0% 0.0% 100.0% 

20 歳代 (N=15) 0.0% 13.3% 86.7% 0.0% 100.0% 

30 歳代 (N=15) 0.0% 13.3% 86.7% 0.0% 100.0% 

40 歳代 (N=19) 0.0% 15.8% 78.9% 5.3% 100.0% 

50 歳代 (N=56) 0.0% 3.6% 96.4% 0.0% 100.0% 

60 歳代 (N=88) 1.1% 9.1% 85.2% 4.5% 100.0% 

70 歳代 (N=113) 0.9% 9.7% 79.6% 9.7% 100.0% 

80 歳以上 (N=51) 0.0% 11.8% 62.7% 25.5% 100.0% 

無回答 (N=2) 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 100.0% 

地
区
別 

天王地区 (N=8) 0.0% 12.5% 87.5% 0.0% 100.0% 

岐尼地区 (N=87) 0.0% 11.5% 79.3% 9.2% 100.0% 

久佐々地区 (N=152) 0.0% 11.2% 82.9% 5.9% 100.0% 

田尻地区 (N=26) 0.0% 0.0% 80.8% 19.2% 100.0% 

東郷地区 (N=40) 2.5% 7.5% 85.0% 5.0% 100.0% 

歌垣地区 (N=44) 2.3% 9.1% 77.3% 11.4% 100.0% 

わからない (N=2) 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 100.0% 

無回答 (N=5) 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 100.0% 

 

  

聞いたことがあり、

内容も知っている

0.5%

聞いたことはあるが、

内容はよくわからない

9.6%

知らない

81.9%

無回答

8.0%

③能勢町自殺対策計画 (N=364)
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問 23 あなたは、社会全体における自殺対策としてどのようなことが有効であると思いま

すか。（○はいくつでも） 

◼ 単純集計 

「様々な悩みに対応した相談窓口の設置」が 50.5%と最も多く、次いで「地域やコミュニティを通じた見守り・

支え合い」が 36.8%、「適切な精神科医療体制の整備」が 33.2%となっている。 

 

  

20.6%

20.9%

36.8%

50.5%

13.2%

15.4%

7.7%

16.5%

26.1%

28.6%

25.8%

10.7%

33.2%

14.6%

4.1%

9.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

自殺の実態を明らかにする調査・分析

様々な分野におけるゲートキーパーなど自殺対策を支える人材の

養成

地域やコミュニティを通じた見守り・支え合い

様々な悩みに対応した相談窓口の設置

危険な場所、薬品等の規制等

自殺未遂者の支援

自殺対策に関わる民間団体の支援

自殺予防に関する広報・啓発

職場におけるメンタルヘルス対策の推進

子どもや若者の自殺予防

一緒に自殺する者を募ったり、自殺の手段を教えたりするネット

上の書き込みや、自殺の動画等を配信した者に対する取り締まり

や支援情報の案内などのネットパトロール

自死遺族等の支援

適切な精神科医療体制の整備

自殺報道の影響への対策(報道機関への注意喚起など)

その他

無回答

自殺対策で有効と思うもの (N=364)

様々な分野におけるゲートキーパーなど自殺対策を支える人材の養成 
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自
殺
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
調
査
・
分
析 

様
々
な
分
野
に
お
け
る
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
な
ど 

自
殺
対
策
を
支
え
る
人
材
の
養
成 

地
域
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
通
じ
た
見
守
り
・ 

支
え
合
い 

様
々
な
悩
み
に
対
応
し
た
相
談
窓
口
の
設
置 

危
険
な
場
所
、
薬
品
等
の
規
制
等 

自
殺
未
遂
者
の
支
援 

自
殺
対
策
に
関
わ
る
民
間
団
体
の
支
援 

自
殺
予
防
に
関
す
る
広
報
・
啓
発 

 
 全体 (N=364) 20.6% 20.9% 36.8% 50.5% 13.2% 15.4% 7.7% 16.5% 

性
別 

男性 (N=167) 23.4% 15.0% 37.7% 49.7% 12.6% 15.6% 6.6% 19.2% 

女性 (N=191) 17.8% 24.6% 35.6% 51.3% 12.6% 14.7% 7.9% 13.6% 

その他 (N=2) 50.0% 50.0% 50.0% 50.0% 50.0% 50.0% 50.0% 50.0% 

無回答 (N=4) 25.0% 75.0% 50.0% 50.0% 50.0% 25.0% 25.0% 25.0% 

年
齢
別 

10 歳代 (N=5) 20.0% 40.0% 40.0% 80.0% 20.0% 20.0% 20.0% 20.0% 

20 歳代 (N=15) 33.3% 26.7% 33.3% 53.3% 33.3% 33.3% 6.7% 6.7% 

30 歳代 (N=15) 26.7% 13.3% 40.0% 40.0% 0.0% 13.3% 6.7% 0.0% 

40 歳代 (N=19) 15.8% 21.1% 21.1% 31.6% 10.5% 10.5% 10.5% 5.3% 

50 歳代 (N=56) 19.6% 16.1% 35.7% 48.2% 14.3% 16.1% 8.9% 12.5% 

60 歳代 (N=88) 18.2% 26.1% 35.2% 59.1% 10.2% 21.6% 9.1% 19.3% 

70 歳代 (N=113) 20.4% 19.5% 41.6% 52.2% 12.4% 11.5% 6.2% 23.0% 

80 歳以上 (N=51) 23.5% 17.6% 35.3% 41.2% 15.7% 9.8% 5.9% 13.7% 

無回答 (N=2) 0.0% 50.0% 50.0% 50.0% 50.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

地
区
別 

天王地区 (N=8) 12.5% 0.0% 0.0% 50.0% 25.0% 12.5% 0.0% 12.5% 

岐尼地区 (N=87) 16.1% 19.5% 42.5% 49.4% 12.6% 18.4% 8.0% 16.1% 

久佐々地区 (N=152) 23.7% 24.3% 34.9% 55.3% 10.5% 17.8% 7.9% 18.4% 

田尻地区 (N=26) 23.1% 23.1% 42.3% 61.5% 19.2% 15.4% 11.5% 26.9% 

東郷地区 (N=40) 22.5% 15.0% 40.0% 35.0% 20.0% 10.0% 7.5% 5.0% 

歌垣地区 (N=44) 20.5% 20.5% 36.4% 45.5% 9.1% 9.1% 6.8% 18.2% 

わからない (N=2) 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

無回答 (N=5) 0.0% 20.0% 20.0% 20.0% 40.0% 0.0% 0.0% 0.0% 
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職
場
に
お
け
る
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
の
推
進 

子
ど
も
や
若
者
の
自
殺
予
防 

一
緒
に
自
殺
す
る
者
を
募
っ
た
り
、
自
殺
の
手
段
を

教
え
た
り
す
る
ネ
ッ
ト
上
の
書
き
込
み
や
、
自
殺
の

動
画
等
を
配
信
し
た
者
に
対
す
る
取
り
締
ま
り
や

支
援
情
報
の
案
内
な
ど
の
ネ
ッ
ト
パ
ト
ロ
ー
ル 

自
死
遺
族
等
の
支
援 

適
切
な
精
神
科
医
療
体
制
の
整
備 

自
殺
報
道
の
影
響
へ
の
対
策 

そ
の
他 

無
回
答 

 
 

全体 (N=364) 26.1% 28.6% 25.8% 10.7% 33.2% 14.6% 4.1% 9.1% 

性
別 

男性 (N=167) 23.4% 27.5% 25.1% 10.8% 30.5% 19.2% 3.0% 8.4% 

女性 (N=191) 28.3% 28.8% 26.2% 9.9% 35.6% 9.4% 5.2% 9.4% 

その他 (N=2) 50.0% 50.0% 50.0% 50.0% 50.0% 50.0% 0.0% 50.0% 

無回答 (N=4) 25.0% 50.0% 25.0% 25.0% 25.0% 50.0% 0.0% 0.0% 

年
齢
別 

10 歳代 (N=5) 40.0% 60.0% 20.0% 20.0% 20.0% 20.0% 0.0% 20.0% 

20 歳代 (N=15) 66.7% 33.3% 33.3% 13.3% 40.0% 20.0% 0.0% 0.0% 

30 歳代 (N=15) 40.0% 40.0% 6.7% 0.0% 40.0% 0.0% 13.3% 6.7% 

40 歳代 (N=19) 21.1% 31.6% 21.1% 5.3% 52.6% 5.3% 5.3% 5.3% 

50 歳代 (N=56) 26.8% 33.9% 28.6% 14.3% 32.1% 12.5% 3.6% 3.6% 

60 歳代 (N=88) 43.2% 33.0% 34.1% 15.9% 43.2% 20.5% 2.3% 4.5% 

70 歳代 (N=113) 16.8% 23.9% 26.5% 8.8% 21.2% 15.9% 2.7% 13.3% 

80 歳以上 (N=51) 2.0% 15.7% 13.7% 5.9% 35.3% 7.8% 9.8% 17.6% 

無回答 (N=2) 0.0% 50.0% 0.0% 0.0% 0.0% 50.0% 0.0% 0.0% 

地
区
別 

天王地区 (N=8) 25.0% 12.5% 37.5% 0.0% 37.5% 0.0% 12.5% 0.0% 

岐尼地区 (N=87) 34.5% 28.7% 19.5% 11.5% 28.7% 13.8% 3.4% 10.3% 

久佐々地区 (N=152) 24.3% 30.3% 31.6% 13.8% 36.8% 17.8% 4.6% 7.9% 

田尻地区 (N=26) 23.1% 30.8% 19.2% 15.4% 38.5% 11.5% 11.5% 0.0% 

東郷地区 (N=40) 20.0% 22.5% 15.0% 5.0% 35.0% 7.5% 0.0% 15.0% 

歌垣地区 (N=44) 27.3% 27.3% 31.8% 4.5% 27.3% 15.9% 2.3% 11.4% 

わからない (N=2) 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

無回答 (N=5) 0.0% 60.0% 20.0% 0.0% 20.0% 20.0% 0.0% 20.0% 
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問 2４ 特に子ども・若者への自殺対策としては、どのようなことが有効であると思います

か。（○はいくつでも） 

◼ 単純集計 

「子どもが出した SOS に気づき、受け止めるための教員や保護者に対する研修の実施」が 59.1%と最も多

く、次いで「悩みを抱え込まず周囲に助けを求めることを学ぶ教育」が 57.7%、「ネット上での誹謗中傷に関す

る対策」が 49.2%となっている。 

 

  

57.7%

59.1%

26.6%

20.6%

48.1%

36.5%

14.0%

30.8%

49.2%

25.8%

4.7%

8.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

悩みを抱え込まず周囲に助けを求めることを学ぶ教育(SOSの出

し方教育)

子どもが出したSOSに気づき、受け止めるための教員や保護者

に対する研修の実施

学校における、児童・生徒に対するゲートキーパー研修の実施

学校における積極的な相談窓口の周知・啓発(プリント配布、

ポスター掲示など)

いじめ防止対策の強化

家族や友人関係などに悩む若者向けの相談先や居場所支援、虐

待対策

SNSでの広報・啓発

一緒に自殺する者を募ったり、自殺の手段を教えたりするネッ

ト上の書き込みや、自殺の動画等を配信した者に対する取り締

まりや支援情報の案内などのネットパトロール

ネット上での誹謗中傷に関する対策

ネット上で「死にたい」などと検索した際に相談窓口の情報を

表示する取組

その他

無回答

子ども・若者の自殺対策で有効と思うもの (N=364)
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悩
み
を
抱
え
込
ま
ず
周
囲
に
助
け
を 

求
め
る
こ
と
を
学
ぶ
教
育 

子
ど
も
が
出
し
た
Ｓ
Ｏ
Ｓ
に
気
づ
き
、 

受
け
止
め
る
た
め
の
教
員
や
保
護
者
に 

対
す
る
研
修
の
実
施 

学
校
に
お
け
る
、
児
童
・
生
徒
に
対
す
る 

ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
研
修
の
実
施 

学
校
に
お
け
る
積
極
的
な
相
談
窓
口
の 

周
知
・
啓
発 

い
じ
め
防
止
対
策
の
強
化 

家
族
や
友
人
関
係
な
ど
に
悩
む
若
者
向
け

の
相
談
先
や
居
場
所
支
援
、
虐
待
対
策 

 
 全体 (N=364) 57.7% 59.1% 26.6% 20.6% 48.1% 36.5% 

性
別 

男性 (N=167) 52.1% 58.7% 29.3% 22.2% 52.7% 30.5% 

女性 (N=191) 62.8% 59.2% 23.6% 18.8% 44.5% 41.9% 

その他 (N=2) 50.0% 50.0% 50.0% 50.0% 50.0% 50.0% 

無回答 (N=4) 50.0% 75.0% 50.0% 25.0% 25.0% 25.0% 

年
齢
別 

10 歳代 (N=5) 80.0% 60.0% 20.0% 20.0% 60.0% 40.0% 

20 歳代 (N=15) 60.0% 66.7% 20.0% 20.0% 66.7% 60.0% 

30 歳代 (N=15) 60.0% 53.3% 26.7% 33.3% 40.0% 60.0% 

40 歳代 (N=19) 52.6% 52.6% 26.3% 5.3% 63.2% 26.3% 

50 歳代 (N=56) 58.9% 53.6% 21.4% 16.1% 39.3% 41.1% 

60 歳代 (N=88) 63.6% 64.8% 29.5% 28.4% 53.4% 43.2% 

70 歳代 (N=113) 54.0% 61.9% 31.0% 17.7% 46.9% 30.1% 

80 歳以上 (N=51) 52.9% 49.0% 19.6% 21.6% 43.1% 25.5% 

無回答 (N=2) 50.0% 100.0% 50.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

地
区
別 

天王地区 (N=8) 37.5% 50.0% 12.5% 12.5% 75.0% 25.0% 

岐尼地区 (N=87) 57.5% 58.6% 24.1% 21.8% 49.4% 39.1% 

久佐々地区 (N=152) 56.6% 61.8% 29.6% 20.4% 48.0% 38.2% 

田尻地区 (N=26) 73.1% 50.0% 23.1% 38.5% 57.7% 34.6% 

東郷地区 (N=40) 52.5% 67.5% 20.0% 15.0% 37.5% 32.5% 

歌垣地区 (N=44) 61.4% 50.0% 31.8% 15.9% 45.5% 36.4% 

わからない (N=2) 50.0% 50.0% 0.0% 0.0% 50.0% 0.0% 

無回答 (N=5) 60.0% 60.0% 40.0% 20.0% 40.0% 20.0% 
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Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
広
報
・
啓
発 

一
緒
に
自
殺
す
る
者
を
募
っ
た
り
、
自
殺

の
手
段
を
教
え
た
り
す
る
ネ
ッ
ト
上
の

書
き
込
み
や
、
自
殺
の
動
画
等
を
配
信
し

た
者
に
対
す
る
取
り
締
ま
り
や
支
援
情

報
の
案
内
な
ど
の
ネ
ッ
ト
パ
ト
ロ
ー
ル 

ネ
ッ
ト
上
で
の
誹
謗
中
傷
に
関
す
る 

対
策 

ネ
ッ
ト
上
で
「
死
に
た
い
」
な
ど
と 

検
索
し
た
際
に
相
談
窓
口
の
情
報
を 

表
示
す
る
取
組 

そ
の
他 

無
回
答 

 
 

全体 (N=364) 14.0% 30.8% 49.2% 25.8% 4.7% 8.0% 

性
別 

男性 (N=167) 14.4% 26.3% 50.3% 24.0% 4.2% 6.6% 

女性 (N=191) 13.1% 34.0% 47.6% 27.2% 5.2% 8.9% 

その他 (N=2) 50.0% 50.0% 50.0% 50.0% 0.0% 50.0% 

無回答 (N=4) 25.0% 50.0% 75.0% 25.0% 0.0% 0.0% 

年
齢
別 

10 歳代 (N=5) 20.0% 20.0% 60.0% 20.0% 0.0% 20.0% 

20 歳代 (N=15) 26.7% 53.3% 53.3% 40.0% 6.7% 6.7% 

30 歳代 (N=15) 13.3% 26.7% 53.3% 20.0% 6.7% 6.7% 

40 歳代 (N=19) 5.3% 21.1% 47.4% 36.8% 0.0% 5.3% 

50 歳代 (N=56) 17.9% 28.6% 57.1% 28.6% 5.4% 5.4% 

60 歳代 (N=88) 17.0% 40.9% 52.3% 31.8% 2.3% 4.5% 

70 歳代 (N=113) 11.5% 25.7% 46.0% 20.4% 3.5% 10.6% 

80 歳以上 (N=51) 9.8% 27.5% 39.2% 19.6% 11.8% 11.8% 

無回答 (N=2) 0.0% 0.0% 50.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

地
区
別 

天王地区 (N=8) 12.5% 25.0% 50.0% 25.0% 12.5% 0.0% 

岐尼地区 (N=87) 14.9% 27.6% 47.1% 23.0% 3.4% 10.3% 

久佐々地区 (N=152) 14.5% 36.8% 56.6% 28.3% 4.6% 7.9% 

田尻地区 (N=26) 15.4% 42.3% 46.2% 30.8% 11.5% 0.0% 

東郷地区 (N=40) 10.0% 17.5% 40.0% 27.5% 0.0% 7.5% 

歌垣地区 (N=44) 13.6% 25.0% 40.9% 22.7% 6.8% 9.1% 

わからない (N=2) 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

無回答 (N=5) 20.0% 20.0% 40.0% 0.0% 0.0% 20.0% 
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5. 地域での支え合いについて 

問 2５ あなたは、福祉（自助、互助、共助、公助）に関心をお持ちですか。（○は１つ） 

◼ 単純集計(前回調査との比較) 

「ある程度関心がある」が 46.2%と最も多く、「関心がある」（20.9%）と合わせると、『関心があると感じてい

る人』が 67.1％となっている。一方で、「あまり関心がない」（19.4%）と「関心がない」（7.0％）を合わせると、

『関心がないと感じている人』が 26.4％で、『関心があると感じている人』が『関心がないと感じている人』を

40.7 ポイント上回っている。 

前回調査との比較では、「あまり関心がない」が 3.9 ポイント減少している。 

 

 

 
 

    関心がある 
ある程度関心 

がある 

あまり関心が 

ない 
関心がない 無回答 計 

 
 全体 (N=444) 20.9% 46.2% 19.4% 7.0% 6.5% 100.0% 

性
別 

男性 (N=195) 24.1% 41.0% 22.6% 8.7% 3.6% 100.0% 

女性 (N=243) 18.5% 50.6% 16.5% 5.3% 9.1% 100.0% 

その他 (N=2) 0.0% 0.0% 50.0% 50.0% 0.0% 100.0% 

無回答 (N=4) 25.0% 50.0% 25.0% 0.0% 0.0% 100.0% 

年
齢
別 

10 歳代 (N=5) 20.0% 0.0% 40.0% 40.0% 0.0% 100.0% 

20 歳代 (N=15) 13.3% 33.3% 26.7% 26.7% 0.0% 100.0% 

30 歳代 (N=18) 22.2% 27.8% 27.8% 22.2% 0.0% 100.0% 

40 歳代 (N=21) 28.6% 23.8% 28.6% 9.5% 9.5% 100.0% 

50 歳代 (N=59) 13.6% 49.2% 25.4% 10.2% 1.7% 100.0% 

60 歳代 (N=107) 15.9% 52.3% 20.6% 1.9% 9.3% 100.0% 

70 歳代 (N=143) 22.4% 49.7% 16.1% 4.9% 7.0% 100.0% 

80 歳以上 (N=74) 29.7% 44.6% 12.2% 5.4% 8.1% 100.0% 

無回答 (N=2) 50.0% 50.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 

地
区
別 

天王地区 (N=10) 30.0% 40.0% 20.0% 10.0% 0.0% 100.0% 

岐尼地区 (N=110) 25.5% 39.1% 21.8% 7.3% 6.4% 100.0% 

久佐々地区 (N=179) 20.7% 47.5% 16.8% 8.9% 6.1% 100.0% 

田尻地区 (N=28) 25.0% 46.4% 17.9% 7.1% 3.6% 100.0% 

東郷地区 (N=58) 13.8% 56.9% 17.2% 5.2% 6.9% 100.0% 

歌垣地区 (N=51) 13.7% 47.1% 25.5% 2.0% 11.8% 100.0% 

わからない (N=2) 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 

無回答 (N=6) 50.0% 16.7% 33.3% 0.0% 0.0% 100.0% 

 

  

19.5%

20.9%

46.4%

46.2%

23.3%

19.4%

5.2%

7.0%

5.6%

6.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

前回調査

(N=498)

今回調査

(N=444)

福祉についての関心

関心がある ある程度関心がある あまり関心がない 関心がない 無回答
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問 2６ あなたは地域社会の中で、支援が必要な方（高齢者、障がいのある人）や LGBTQ

の方に対して特別なへだたりを感じますか。（①～③でそれぞれ○は１つずつ） 

 

①高齢者 

◼ 単純集計(前回調査との比較) 

「感じない」が 79.7%、「感じる」が 7.7%で、「感じない」が「感じる」を 72.0 ポイント上回っている。 

前回調査との比較では、「無回答」が 4.4 ポイント増加し、「感じない」が 5.0 ポイント減少している。 

 

 

 
 

    感じる 感じない 無回答 計 

 
 全体 (N=444) 7.7% 79.7% 12.6% 100.0% 

性
別 

男性 (N=195) 6.2% 83.1% 10.8% 100.0% 

女性 (N=243) 8.2% 77.8% 14.0% 100.0% 

その他 (N=2) 50.0% 50.0% 0.0% 100.0% 

無回答 (N=4) 25.0% 50.0% 25.0% 100.0% 

年
齢
別 

10 歳代 (N=5) 20.0% 80.0% 0.0% 100.0% 

20 歳代 (N=15) 13.3% 86.7% 0.0% 100.0% 

30 歳代 (N=18) 5.6% 94.4% 0.0% 100.0% 

40 歳代 (N=21) 0.0% 90.5% 9.5% 100.0% 

50 歳代 (N=59) 15.3% 81.4% 3.4% 100.0% 

60 歳代 (N=107) 9.3% 84.1% 6.5% 100.0% 

70 歳代 (N=143) 3.5% 82.5% 14.0% 100.0% 

80 歳以上 (N=74) 6.8% 60.8% 32.4% 100.0% 

無回答 (N=2) 50.0% 0.0% 50.0% 100.0% 

地
区
別 

天王地区 (N=10) 0.0% 80.0% 20.0% 100.0% 

岐尼地区 (N=110) 8.2% 72.7% 19.1% 100.0% 

久佐々地区 (N=179) 7.8% 84.4% 7.8% 100.0% 

田尻地区 (N=28) 3.6% 85.7% 10.7% 100.0% 

東郷地区 (N=58) 12.1% 74.1% 13.8% 100.0% 

歌垣地区 (N=51) 2.0% 86.3% 11.8% 100.0% 

わからない (N=2) 50.0% 50.0% 0.0% 100.0% 

無回答 (N=6) 16.7% 50.0% 33.3% 100.0% 

 

  

7.0%

7.7%

84.7%

79.7%

8.2%

12.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

前回調査

(N=498)

今回調査

(N=444)

高齢者に対してへだたりを感じるか

感じる 感じない 無回答
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②障がいのある人 

◼ 単純集計(前回調査との比較) 

「感じない」が 75.5%、「感じる」が 12.2%で、「感じない」が「感じる」を 63.3 ポイント上回っている。 

前回調査との比較では、「感じない」が 3.0 ポイント減少している。 

 

 

 
 

    感じる 感じない 無回答 計 

 
 全体 (N=444) 12.2% 75.5% 12.4% 100.0% 

性
別 

男性 (N=195) 11.8% 77.9% 10.3% 100.0% 

女性 (N=243) 11.9% 73.7% 14.4% 100.0% 

その他 (N=2) 50.0% 50.0% 0.0% 100.0% 

無回答 (N=4) 25.0% 75.0% 0.0% 100.0% 

年
齢
別 

10 歳代 (N=5) 20.0% 80.0% 0.0% 100.0% 

20 歳代 (N=15) 26.7% 73.3% 0.0% 100.0% 

30 歳代 (N=18) 22.2% 77.8% 0.0% 100.0% 

40 歳代 (N=21) 23.8% 71.4% 4.8% 100.0% 

50 歳代 (N=59) 13.6% 83.1% 3.4% 100.0% 

60 歳代 (N=107) 12.1% 80.4% 7.5% 100.0% 

70 歳代 (N=143) 7.7% 77.6% 14.7% 100.0% 

80 歳以上 (N=74) 9.5% 59.5% 31.1% 100.0% 

無回答 (N=2) 50.0% 50.0% 0.0% 100.0% 

地
区
別 

天王地区 (N=10) 0.0% 80.0% 20.0% 100.0% 

岐尼地区 (N=110) 13.6% 70.0% 16.4% 100.0% 

久佐々地区 (N=179) 12.3% 78.2% 9.5% 100.0% 

田尻地区 (N=28) 14.3% 82.1% 3.6% 100.0% 

東郷地区 (N=58) 13.8% 72.4% 13.8% 100.0% 

歌垣地区 (N=51) 5.9% 78.4% 15.7% 100.0% 

わからない (N=2) 50.0% 50.0% 0.0% 100.0% 

無回答 (N=6) 16.7% 66.7% 16.7% 100.0% 

 

  

10.0%

12.2%

78.5%

75.5%

11.4%

12.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

前回調査

(N=498)

今回調査

(N=444)

障がいのある人に対してへだたりを感じるか

感じる 感じない 無回答
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③ＬＧＢＴQ 

◼ 単純集計(前回調査との比較) 

「感じない」が 67.8%、「感じる」が 16.4%で、「感じない」が「感じる」を 51.4 ポイント上回っている。 

前回調査との比較では、「感じない」が 4.1 ポイント減少している。 

 

 

 
 

    感じる 感じない 無回答 計 

 
 全体 (N=444) 16.4% 67.8% 15.8% 100.0% 

性
別 

男性 (N=195) 18.5% 68.7% 12.8% 100.0% 

女性 (N=243) 14.0% 67.9% 18.1% 100.0% 

その他 (N=2) 50.0% 50.0% 0.0% 100.0% 

無回答 (N=4) 50.0% 25.0% 25.0% 100.0% 

年
齢
別 

10 歳代 (N=5) 20.0% 80.0% 0.0% 100.0% 

20 歳代 (N=15) 40.0% 60.0% 0.0% 100.0% 

30 歳代 (N=18) 16.7% 83.3% 0.0% 100.0% 

40 歳代 (N=21) 19.0% 76.2% 4.8% 100.0% 

50 歳代 (N=59) 15.3% 81.4% 3.4% 100.0% 

60 歳代 (N=107) 17.8% 73.8% 8.4% 100.0% 

70 歳代 (N=143) 17.5% 65.0% 17.5% 100.0% 

80 歳以上 (N=74) 6.8% 50.0% 43.2% 100.0% 

無回答 (N=2) 50.0% 0.0% 50.0% 100.0% 

地
区
別 

天王地区 (N=10) 10.0% 60.0% 30.0% 100.0% 

岐尼地区 (N=110) 24.5% 55.5% 20.0% 100.0% 

久佐々地区 (N=179) 11.2% 77.1% 11.7% 100.0% 

田尻地区 (N=28) 14.3% 75.0% 10.7% 100.0% 

東郷地区 (N=58) 12.1% 70.7% 17.2% 100.0% 

歌垣地区 (N=51) 23.5% 58.8% 17.6% 100.0% 

わからない (N=2) 0.0% 100.0% 0.0% 100.0% 

無回答 (N=6) 33.3% 33.3% 33.3% 100.0% 

 

  

13.9%

16.4%

71.9%

67.8%

14.3%

15.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

前回調査

(N=498)

今回調査

(N=444)

LGBTQに対してへだたりを感じるか

感じる 感じない 無回答
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問 2６の①～③のいずれかで「１．感じる」を回答した方に 

 

問 2６-１ その原因のうち、あなたの考えに最も近いものはどれですか。（○は１つ） 

◼ 単純集計(前回調査との比較) 

「そのような方たちを特別視する傾向があるから」が 28.7%と最も多く、次いで「幼いころからそのよう

な方たちと触れ合う機会がないから」が 25.0%、「そのような方たちを理解する心が地域社会の中に育っ

ていないから」が 21.3%となっている。 

前回調査との比較では、「そのような方たちを特別視する傾向があるから」が 7.7 ポイント、「環境的な障

壁が多すぎるから」が 3.3 ポイント増加している。 

 

 

  

18.5%

21.3%

21.0%

28.7%

23.4%

25.0%

3.2%

6.5%

5.6%

3.7%

10.5%

8.3%

17.7%

6.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

前回調査

(N=124)

今回調査

(N=108)

へだたりを感じる原因

そのような方たちを理解する心が地域社会の中に育っていないから

そのような方たちを特別視する傾向があるから

幼いころからそのような方たちと触れ合う機会がないから

環境的な障壁(適切な配慮がなされていない制度や慣習など)が多すぎるから

その他

わからない

無回答
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域
社
会
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度
や
慣
習
な

ど
）
が
多
す
ぎ
る
か
ら 

そ
の
他 

わ
か
ら
な
い 

無
回
答 

計 

 
 全体 (N=108) 21.3% 28.7% 25.0% 6.5% 3.7% 8.3% 6.5% 100.0% 

性
別 

男性 (N=49) 28.6% 24.5% 18.4% 8.2% 4.1% 10.2% 6.1% 100.0% 

女性 (N=56) 14.3% 32.1% 30.4% 5.4% 3.6% 7.1% 7.1% 100.0% 

その他 (N=1) 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 

無回答 (N=2) 0.0% 50.0% 50.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 

年
齢
別 

10 歳代 (N=1) 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 

20 歳代 (N=7) 14.3% 28.6% 42.9% 14.3% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 

30 歳代 (N=5) 40.0% 60.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 

40 歳代 (N=6) 16.7% 50.0% 16.7% 0.0% 16.7% 0.0% 0.0% 100.0% 

50 歳代 (N=15) 33.3% 6.7% 33.3% 0.0% 6.7% 20.0% 0.0% 100.0% 

60 歳代 (N=27) 25.9% 40.7% 14.8% 7.4% 7.4% 0.0% 3.7% 100.0% 

70 歳代 (N=33) 15.2% 30.3% 27.3% 9.1% 0.0% 9.1% 9.1% 100.0% 

80 歳以上 (N=13) 7.7% 7.7% 30.8% 7.7% 0.0% 23.1% 23.1% 100.0% 

無回答 (N=1) 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 

地
区
別 

天王地区 (N=1) 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 

岐尼地区 (N=36) 25.0% 27.8% 25.0% 8.3% 2.8% 8.3% 2.8% 100.0% 

久佐々地区 (N=38) 23.7% 28.9% 26.3% 5.3% 2.6% 7.9% 5.3% 100.0% 

田尻地区 (N=6) 0.0% 16.7% 16.7% 16.7% 0.0% 0.0% 50.0% 100.0% 

東郷地区 (N=11) 27.3% 36.4% 9.1% 9.1% 9.1% 9.1% 0.0% 100.0% 

歌垣地区 (N=13) 15.4% 30.8% 38.5% 0.0% 7.7% 0.0% 7.7% 100.0% 

わからない (N=1) 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 100.0% 

無回答 (N=2) 0.0% 0.0% 50.0% 0.0% 0.0% 50.0% 0.0% 100.0% 
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問 2７ あなたは、高齢者や障がいのある人を地域で支え合い、見守る活動があれば、参加

したいと思いますか。（○は１つ） 

◼ 単純集計(前回調査との比較) 

「機会があれば参加したい」が48.6%と最も多く、「ぜひ参加したい」（3.6%）と合わせると、『参加したいと感

じている人』が 52.2％となっている。一方で、「あまり参加したくない」（29.3%）と「参加したくない」（11.7%）と

合わせると『参加したくないと感じている人』が 41.0％で、『参加したいと感じている人』が『参加したくないと感

じている人』を 11.2 ポイント上回っている。 

前回調査との比較では、「機会があれば参加したい」が 14.5 ポイント、『参加したいと感じている人』が 14.7

ポイント増加し、「あまり参加したくない」が 13.9 ポイント、『参加したくないと感じている人』が 15.3 ポイント減

少している。 

 

 

 
 

    
ぜひ参加 

したい 

機会があれば 

参加したい 

あまり参加 

したくない 

参加 

したくない 
無回答 計 

 
 全体 (N=444) 3.6% 48.6% 29.3% 11.7% 6.8% 100.0% 

性
別 

男性 (N=195) 4.6% 43.1% 32.8% 14.9% 4.6% 100.0% 

女性 (N=243) 2.9% 52.7% 26.3% 9.5% 8.6% 100.0% 

その他 (N=2) 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 

無回答 (N=4) 0.0% 50.0% 50.0% 0.0% 0.0% 100.0% 

年
齢
別 

10 歳代 (N=5) 0.0% 40.0% 60.0% 0.0% 0.0% 100.0% 

20 歳代 (N=15) 6.7% 40.0% 40.0% 13.3% 0.0% 100.0% 

30 歳代 (N=18) 11.1% 38.9% 27.8% 22.2% 0.0% 100.0% 

40 歳代 (N=21) 4.8% 52.4% 38.1% 0.0% 4.8% 100.0% 

50 歳代 (N=59) 1.7% 37.3% 39.0% 16.9% 5.1% 100.0% 

60 歳代 (N=107) 2.8% 52.3% 32.7% 10.3% 1.9% 100.0% 

70 歳代 (N=143) 2.8% 53.8% 26.6% 9.1% 7.7% 100.0% 

80 歳以上 (N=74) 5.4% 45.9% 14.9% 16.2% 17.6% 100.0% 

無回答 (N=2) 0.0% 50.0% 50.0% 0.0% 0.0% 100.0% 

地
区
別 

天王地区 (N=10) 10.0% 40.0% 40.0% 10.0% 0.0% 100.0% 

岐尼地区 (N=110) 3.6% 47.3% 30.0% 12.7% 6.4% 100.0% 

久佐々地区 (N=179) 4.5% 52.0% 27.9% 11.7% 3.9% 100.0% 

田尻地区 (N=28) 7.1% 53.6% 21.4% 14.3% 3.6% 100.0% 

東郷地区 (N=58) 1.7% 46.6% 31.0% 10.3% 10.3% 100.0% 

歌垣地区 (N=51) 0.0% 43.1% 27.5% 11.8% 17.6% 100.0% 

わからない (N=2) 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 100.0% 

無回答 (N=6) 0.0% 50.0% 50.0% 0.0% 0.0% 100.0% 

 

  

3.4%

3.6%

34.1%

48.6%

43.2%

29.3%

13.1%

11.7%

6.2%

6.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

前回調査

(N=498)

今回調査

(N=444)

高齢者や障がいのある人を地域で支え合い、見守る活動に参加したいか

ぜひ参加したい 機会があれば参加したい あまり参加したくない 参加したくない 無回答
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問 2８ 今後、ご近所とのお付き合いの中で、手助けしたい、手助けしてほしいと思うこと

はありますか。 

 

（１）手助けしたいこと（○はいくつでも） 

◼ 単純集計(前回調査との比較) 

「災害時など緊急時の支援」が 32.0%と最も多く、次いで「通院・買い物など外出時の移動手段に関す

ること」が 23.4%、「高齢者や障がいのある人の見守り、声かけ」が 22.3%となっている。 

前回調査との比較では、「特にない」が4.8ポイント増加し、「ひとり暮らし高齢者などの話し相手」が5.2

ポイント、「子育てに関すること」が3.5ポイント、「災害時など緊急時の支援」が3.3ポイント減少している。 

 
  

4.0%

10.8%

2.0%

23.9%

4.0%

0.6%

8.6%

4.8%

8.0%

20.3%

23.7%

9.0%

35.3%

3.4%

26.7%

6.4%

2.9%

11.3%

2.3%

23.4%

4.7%

1.6%

7.9%

4.3%

4.5%

22.3%

18.5%

6.8%

32.0%

2.7%

31.5%

6.3%

0% 10% 20% 30% 40%

調理、掃除、洗濯などの毎日の家事

ゴミ出し、ふとん干し、電球の交換など毎日ではない家事

食事、入浴、トイレなど身の回りの世話

通院・買い物など外出時の移動手段に関すること

家や電化製品(テレビ、洗濯機など)の修理など

生活費、医療費などのお金に関すること

家族(高齢者)の介護に関すること

家族(障がいのある人)の支援に関すること

子育てに関すること

高齢者や障がいのある人の見守り、声かけ

ひとり暮らし高齢者などの話し相手

自営業(農林業)の手伝い

災害時など緊急時の支援

その他

特にない

無回答

手助けしたいこと

前回調査 (N=498)

今回調査 (N=444)
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族
（
高
齢
者
）
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介
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家
族
の
支
援
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関
す
る
こ
と 

 
 全体 (N=444) 2.9% 11.3% 2.3% 23.4% 4.7% 1.6% 7.9% 4.3% 

性
別 

男性 (N=195) 3.6% 12.3% 2.6% 27.2% 7.2% 2.1% 10.3% 4.1% 

女性 (N=243) 2.5% 10.3% 2.1% 19.8% 2.5% 0.8% 6.2% 4.5% 

その他 (N=2) 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 50.0% 0.0% 0.0% 

無回答 (N=4) 0.0% 25.0% 0.0% 75.0% 25.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

年
齢
別 

10 歳代 (N=5) 0.0% 20.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 20.0% 0.0% 

20 歳代 (N=15) 6.7% 13.3% 13.3% 20.0% 6.7% 0.0% 6.7% 13.3% 

30 歳代 (N=18) 0.0% 5.6% 0.0% 11.1% 0.0% 11.1% 5.6% 0.0% 

40 歳代 (N=21) 0.0% 14.3% 4.8% 28.6% 9.5% 0.0% 4.8% 4.8% 

50 歳代 (N=59) 1.7% 10.2% 0.0% 28.8% 3.4% 3.4% 10.2% 1.7% 

60 歳代 (N=107) 3.7% 13.1% 2.8% 21.5% 2.8% 0.9% 6.5% 6.5% 

70 歳代 (N=143) 2.8% 11.9% 1.4% 25.9% 3.5% 0.7% 9.1% 4.2% 

80 歳以上 (N=74) 4.1% 8.1% 2.7% 18.9% 9.5% 1.4% 6.8% 2.7% 

無回答 (N=2) 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 50.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

地
区
別 

天王地区 (N=10) 0.0% 10.0% 0.0% 20.0% 0.0% 0.0% 10.0% 0.0% 

岐尼地区 (N=110) 3.6% 12.7% 1.8% 21.8% 6.4% 1.8% 8.2% 5.5% 

久佐々地区 (N=179) 2.8% 10.6% 2.8% 27.4% 5.6% 2.8% 7.3% 2.8% 

田尻地区 (N=28) 3.6% 14.3% 3.6% 14.3% 0.0% 0.0% 7.1% 7.1% 

東郷地区 (N=58) 3.4% 13.8% 1.7% 25.9% 3.4% 0.0% 10.3% 6.9% 

歌垣地区 (N=51) 2.0% 7.8% 2.0% 15.7% 2.0% 0.0% 3.9% 3.9% 

わからない (N=2) 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 50.0% 0.0% 

無回答 (N=6) 0.0% 0.0% 0.0% 33.3% 16.7% 0.0% 16.7% 0.0% 
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そ
の
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全体 (N=444) 4.5% 22.3% 18.5% 6.8% 32.0% 2.7% 31.5% 6.3% 

性
別 

男性 (N=195) 4.6% 21.0% 13.3% 11.3% 36.9% 2.1% 30.8% 2.6% 

女性 (N=243) 4.5% 22.6% 22.6% 2.9% 28.0% 3.3% 32.5% 9.5% 

その他 (N=2) 0.0% 100.0% 50.0% 50.0% 50.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

無回答 (N=4) 0.0% 25.0% 0.0% 0.0% 25.0% 0.0% 25.0% 0.0% 

年
齢
別 

10 歳代 (N=5) 0.0% 20.0% 20.0% 20.0% 20.0% 0.0% 60.0% 0.0% 

20 歳代 (N=15) 13.3% 13.3% 13.3% 26.7% 40.0% 6.7% 26.7% 0.0% 

30 歳代 (N=18) 22.2% 27.8% 16.7% 5.6% 50.0% 0.0% 27.8% 5.6% 

40 歳代 (N=21) 19.0% 19.0% 28.6% 9.5% 33.3% 0.0% 33.3% 4.8% 

50 歳代 (N=59) 1.7% 20.3% 20.3% 10.2% 32.2% 3.4% 30.5% 1.7% 

60 歳代 (N=107) 3.7% 25.2% 15.9% 5.6% 34.6% 0.9% 34.6% 2.8% 

70 歳代 (N=143) 2.8% 25.2% 22.4% 4.2% 35.0% 1.4% 32.9% 5.6% 

80 歳以上 (N=74) 1.4% 14.9% 12.2% 5.4% 16.2% 8.1% 25.7% 18.9% 

無回答 (N=2) 0.0% 50.0% 0.0% 0.0% 50.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

地
区
別 

天王地区 (N=10) 10.0% 10.0% 10.0% 0.0% 40.0% 20.0% 10.0% 10.0% 

岐尼地区 (N=110) 5.5% 24.5% 17.3% 10.0% 29.1% 0.9% 33.6% 9.1% 

久佐々地区 (N=179) 2.8% 22.3% 23.5% 5.0% 37.4% 2.2% 32.4% 2.2% 

田尻地区 (N=28) 3.6% 21.4% 21.4% 3.6% 25.0% 3.6% 42.9% 10.7% 

東郷地区 (N=58) 5.2% 22.4% 13.8% 5.2% 24.1% 6.9% 24.1% 8.6% 

歌垣地区 (N=51) 7.8% 19.6% 9.8% 11.8% 31.4% 0.0% 29.4% 9.8% 

わからない (N=2) 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 50.0% 0.0% 

無回答 (N=6) 0.0% 33.3% 16.7% 0.0% 33.3% 0.0% 33.3% 0.0% 
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（２）手助けしてほしいこと（○はいくつでも） 

◼ 単純集計(前回調査との比較) 

「災害時など緊急時の支援」が 26.1%と最も多く、次いで「通院・買い物など外出時の移動手段に関す

ること」が 14.2%、「高齢者や障がいのある人の見守り、声かけ」が 9.5%となっている。 

前回調査との比較では、「災害時など緊急時の支援」が 3.4 ポイント減少している。 

 

 

  

2.8%

3.0%

1.0%

12.2%

4.8%

3.8%

8.0%

2.4%

3.0%

9.2%

5.4%

6.4%

29.5%

1.4%

45.2%

5.8%

3.2%

5.2%

3.2%

14.2%

5.0%

4.5%

8.1%

4.7%

2.3%

9.5%

6.5%

6.1%

26.1%

2.5%

45.3%

5.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

調理、掃除、洗濯などの毎日の家事

ゴミ出し、ふとん干し、電球の交換など毎日ではない家事

食事、入浴、トイレなど身の回りの世話

通院・買い物など外出時の移動手段に関すること

家や電化製品(テレビ、洗濯機など)の修理など

生活費、医療費などのお金に関すること

家族(高齢者)の介護に関すること

家族(障がいのある人)の支援に関すること

子育てに関すること

高齢者や障がいのある人の見守り、声かけ

ひとり暮らし高齢者などの話し相手

自営業(農林業)の手伝い

災害時など緊急時の支援

その他

特にない

無回答

手助けしてほしいこと

前回調査 (N=498)

今回調査 (N=444)
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族
（
高
齢
者
）

の
介
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関
す
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家
族
の
支
援
に

関
す
る
こ
と 

 
 全体 (N=444) 3.2% 5.2% 3.2% 14.2% 5.0% 4.5% 8.1% 4.7% 

性
別 

男性 (N=195) 4.1% 4.6% 3.6% 12.8% 3.6% 5.6% 8.2% 3.6% 

女性 (N=243) 2.5% 5.8% 2.9% 15.6% 6.2% 2.9% 7.8% 5.3% 

その他 (N=2) 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 50.0% 50.0% 50.0% 

無回答 (N=4) 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 25.0% 0.0% 0.0% 

年
齢
別 

10 歳代 (N=5) 0.0% 0.0% 0.0% 20.0% 0.0% 20.0% 0.0% 0.0% 

20 歳代 (N=15) 6.7% 6.7% 6.7% 0.0% 0.0% 13.3% 6.7% 0.0% 

30 歳代 (N=18) 5.6% 0.0% 5.6% 11.1% 5.6% 16.7% 16.7% 16.7% 

40 歳代 (N=21) 0.0% 0.0% 4.8% 0.0% 4.8% 4.8% 0.0% 9.5% 

50 歳代 (N=59) 3.4% 1.7% 3.4% 13.6% 5.1% 6.8% 11.9% 1.7% 

60 歳代 (N=107) 2.8% 1.9% 2.8% 11.2% 1.9% 3.7% 7.5% 3.7% 

70 歳代 (N=143) 2.1% 6.3% 2.8% 16.1% 6.3% 2.1% 7.0% 3.5% 

80 歳以上 (N=74) 5.4% 13.5% 2.7% 23.0% 8.1% 1.4% 9.5% 8.1% 

無回答 (N=2) 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 50.0% 0.0% 0.0% 

地
区
別 

天王地区 (N=10) 0.0% 0.0% 0.0% 10.0% 10.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

岐尼地区 (N=110) 3.6% 6.4% 1.8% 13.6% 5.5% 7.3% 8.2% 5.5% 

久佐々地区 (N=179) 1.1% 3.9% 2.2% 15.1% 3.9% 5.6% 7.8% 4.5% 

田尻地区 (N=28) 3.6% 7.1% 0.0% 17.9% 7.1% 0.0% 0.0% 3.6% 

東郷地区 (N=58) 12.1% 6.9% 12.1% 15.5% 3.4% 1.7% 12.1% 8.6% 

歌垣地区 (N=51) 0.0% 5.9% 2.0% 11.8% 7.8% 0.0% 7.8% 2.0% 

わからない (N=2) 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 50.0% 0.0% 

無回答 (N=6) 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 16.7% 16.7% 0.0% 

 

 
 

 
 

 
 

子
育
て
に 

関
す
る
こ
と 

高
齢
者
や
障
が

い
の
あ
る
人
の

見
守
り
、
声
か
け 

ひ
と
り
暮
ら
し

高
齢
者
な
ど
の

話
し
相
手 

自
営
業
の 

手
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急
時
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そ
の
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特
に
な
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無
回
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全体 (N=444) 2.3% 9.5% 6.5% 6.1% 26.1% 2.5% 45.3% 5.4% 

性
別 

男性 (N=195) 2.1% 7.7% 4.6% 9.2% 22.1% 1.5% 48.7% 3.6% 

女性 (N=243) 2.5% 9.9% 7.0% 3.3% 28.4% 3.3% 42.8% 7.0% 

その他 (N=2) 0.0% 50.0% 50.0% 50.0% 50.0% 0.0% 50.0% 0.0% 

無回答 (N=4) 0.0% 50.0% 50.0% 0.0% 75.0% 0.0% 25.0% 0.0% 

年
齢
別 

10 歳代 (N=5) 0.0% 0.0% 20.0% 20.0% 0.0% 0.0% 60.0% 0.0% 

20 歳代 (N=15) 0.0% 0.0% 0.0% 6.7% 26.7% 0.0% 53.3% 0.0% 

30 歳代 (N=18) 16.7% 27.8% 22.2% 11.1% 50.0% 5.6% 33.3% 5.6% 

40 歳代 (N=21) 23.8% 0.0% 0.0% 0.0% 19.0% 0.0% 52.4% 4.8% 

50 歳代 (N=59) 1.7% 8.5% 5.1% 5.1% 20.3% 3.4% 50.8% 1.7% 

60 歳代 (N=107) 0.0% 8.4% 2.8% 7.5% 28.0% 1.9% 50.5% 3.7% 

70 歳代 (N=143) 0.7% 8.4% 7.0% 4.2% 25.2% 1.4% 47.6% 5.6% 

80 歳以上 (N=74) 0.0% 13.5% 9.5% 8.1% 25.7% 5.4% 28.4% 12.2% 

無回答 (N=2) 0.0% 50.0% 50.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

地
区
別 

天王地区 (N=10) 10.0% 0.0% 10.0% 0.0% 20.0% 20.0% 20.0% 10.0% 

岐尼地区 (N=110) 1.8% 11.8% 7.3% 7.3% 21.8% 0.0% 45.5% 8.2% 

久佐々地区 (N=179) 2.8% 8.9% 6.7% 3.4% 27.4% 0.6% 49.7% 3.4% 

田尻地区 (N=28) 0.0% 7.1% 0.0% 7.1% 32.1% 7.1% 50.0% 3.6% 

東郷地区 (N=58) 1.7% 10.3% 8.6% 6.9% 27.6% 8.6% 39.7% 5.2% 

歌垣地区 (N=51) 2.0% 5.9% 3.9% 13.7% 25.5% 2.0% 41.2% 7.8% 

わからない (N=2) 0.0% 50.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

無回答 (N=6) 0.0% 16.7% 16.7% 0.0% 50.0% 0.0% 33.3% 0.0% 
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問２９ あなたは、今後の能勢町の地域福祉の推進に重要だと思うことは何ですか。 

 

（１）「ともに助け合い、支え合う地域づくり」について重要なもの （○は２つまで） 

◼ 単純集計(前回調査との比較) 

「高齢者の交流や外出機会の創出」が 25.9%と最も多く、次いで「地域活動への住民の参加と交流」が

21.8%、「区組織や自治会活動などによる地域活動」が 16.7%となっている。 

前回調査との比較では、「高齢者の交流や外出機会の創出」が9.4ポイント増加し、「高齢者や障がいの

ある人、LGBTQ の方など、多様な方々への理解を深めるための福祉教育や啓発活動」が 4.7 ポイント、

「自然環境を活用した取組や保全育成活動」が 3.7 ポイント、「「まつり」など歴史を伝える有形、無形の文

化財や伝統行事の継承への取組」が 3.3 ポイント減少している。 
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14.3%

1.8%

12.4%

6.2%
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10.0%

5.4%

6.6%

12.7%

21.8%

16.7%

25.9%

9.9%

10.4%

11.0%

2.0%

7.7%

7.2%

8.3%

4.1%

8.1%

7.4%

6.8%

13.7%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30%

地域活動への住民の参加と交流

区組織や自治会活動などによる地域活動

高齢者の交流や外出機会の創出

地域組織や各種団体間の協力、連携(ネットワーク)

自然環境を活用した取組や保全育成活動

「まつり」など歴史を伝える有形、無形の文化財や

伝統行事の継承への取組

人権教育や人権意識の高揚を図るための

各種イベントの開催や啓発活動

高齢者や障がいのある人、LGBTQの方など、多様な方々への

理解を深めるための福祉教育や啓発活動

世代間交流や地域への理解を深めるための各種講座

地域福祉への理解を深めるための広報啓発活動

ボランティア活動に関する相談・情報提供

ボランティアや民生委員・児童委員など

福祉の担い手の人材の育成(今回のみ)

ポランティアや福祉の担い手などの人材育成(前回のみ)

区や地縁型組織などの活動に対する支援制度

ボランティア団体やNPO、サークル等による

地域福祉活動の行いやすさ

無回答

ともに助け合い、支え合う地域づくりで重要なもの

前回調査 (N=498)

今回調査 (N=444)
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 全体 (N=444) 21.8% 16.7% 25.9% 9.9% 10.4% 11.0% 2.0% 7.7% 

性
別 

男性 (N=195) 21.0% 21.0% 22.6% 9.2% 11.8% 11.8% 3.1% 7.2% 

女性 (N=243) 22.6% 13.2% 28.4% 10.7% 9.5% 9.9% 0.8% 7.4% 

その他 (N=2) 0.0% 0.0% 50.0% 0.0% 0.0% 0.0% 50.0% 100.0% 

無回答 (N=4) 25.0% 25.0% 25.0% 0.0% 0.0% 50.0% 0.0% 0.0% 

年
齢
別 

10 歳代 (N=5) 20.0% 0.0% 20.0% 0.0% 0.0% 20.0% 20.0% 20.0% 

20 歳代 (N=15) 20.0% 6.7% 20.0% 13.3% 20.0% 40.0% 0.0% 13.3% 

30 歳代 (N=18) 33.3% 16.7% 22.2% 11.1% 5.6% 22.2% 5.6% 5.6% 

40 歳代 (N=21) 28.6% 19.0% 9.5% 19.0% 9.5% 19.0% 0.0% 4.8% 

50 歳代 (N=59) 23.7% 13.6% 25.4% 13.6% 8.5% 10.2% 1.7% 6.8% 

60 歳代 (N=107) 16.8% 18.7% 27.1% 11.2% 15.9% 8.4% 1.9% 5.6% 

70 歳代 (N=143) 27.3% 19.6% 28.0% 8.4% 8.4% 8.4% 2.1% 4.9% 

80 歳以上 (N=74) 12.2% 12.2% 28.4% 5.4% 8.1% 6.8% 1.4% 16.2% 

無回答 (N=2) 50.0% 50.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 

地
区
別 

天王地区 (N=10) 20.0% 10.0% 30.0% 0.0% 30.0% 40.0% 0.0% 20.0% 

岐尼地区 (N=110) 19.1% 14.5% 23.6% 11.8% 11.8% 12.7% 0.9% 7.3% 

久佐々地区 (N=179) 21.8% 17.3% 23.5% 11.7% 8.9% 6.1% 2.8% 6.1% 

田尻地区 (N=28) 21.4% 10.7% 35.7% 10.7% 7.1% 17.9% 0.0% 14.3% 

東郷地区 (N=58) 19.0% 19.0% 31.0% 10.3% 10.3% 15.5% 3.4% 6.9% 

歌垣地区 (N=51) 31.4% 19.6% 27.5% 2.0% 11.8% 5.9% 2.0% 7.8% 

わからない (N=2) 0.0% 0.0% 50.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

無回答 (N=6) 33.3% 33.3% 16.7% 0.0% 0.0% 50.0% 0.0% 16.7% 

 

  



71 

 

 
 

    

世
代
間
交
流
や
地
域
へ
の 

理
解
を
深
め
る
た
め
の 

各
種
講
座 

地
域
福
祉
へ
の
理
解
を
深
め
る

た
め
の
広
報
啓
発
活
動 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に 

関
す
る
相
談
・
情
報
提
供 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
民
生
委
員
・

児
童
委
員
な
ど
福
祉
の 

担
い
手
の
人
材
の
育
成 

区
や
地
縁
型
組
織
な
ど
の 

活
動
に
対
す
る
支
援
制
度 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
や 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
サ
ー
ク
ル
等
に
よ
る 

地
域
福
祉
活
動
の
行
い
や
す
さ 

無
回
答 

 
 

全体 (N=444) 7.2% 8.3% 4.1% 8.1% 7.4% 6.8% 13.7% 

性
別 

男性 (N=195) 6.2% 9.7% 4.1% 7.2% 10.8% 5.6% 9.7% 

女性 (N=243) 7.8% 7.4% 4.1% 9.1% 4.9% 7.8% 16.9% 

その他 (N=2) 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

無回答 (N=4) 25.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 25.0% 

年
齢
別 

10 歳代 (N=5) 0.0% 0.0% 20.0% 0.0% 0.0% 20.0% 20.0% 

20 歳代 (N=15) 13.3% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 6.7% 13.3% 

30 歳代 (N=18) 0.0% 5.6% 0.0% 0.0% 0.0% 5.6% 16.7% 

40 歳代 (N=21) 4.8% 4.8% 9.5% 9.5% 9.5% 4.8% 14.3% 

50 歳代 (N=59) 10.2% 10.2% 8.5% 11.9% 10.2% 5.1% 11.9% 

60 歳代 (N=107) 9.3% 12.1% 2.8% 7.5% 7.5% 8.4% 12.1% 

70 歳代 (N=143) 5.6% 7.0% 2.8% 8.4% 7.0% 6.3% 12.6% 

80 歳以上 (N=74) 6.8% 8.1% 4.1% 9.5% 9.5% 6.8% 18.9% 

無回答 (N=2) 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

地
区
別 

天王地区 (N=10) 0.0% 0.0% 10.0% 0.0% 0.0% 0.0% 10.0% 

岐尼地区 (N=110) 6.4% 3.6% 1.8% 7.3% 12.7% 5.5% 20.0% 

久佐々地区 (N=179) 9.5% 10.6% 4.5% 10.1% 7.3% 9.5% 9.5% 

田尻地区 (N=28) 3.6% 3.6% 7.1% 14.3% 3.6% 7.1% 17.9% 

東郷地区 (N=58) 3.4% 6.9% 5.2% 8.6% 3.4% 6.9% 15.5% 

歌垣地区 (N=51) 9.8% 17.6% 0.0% 2.0% 3.9% 2.0% 13.7% 

わからない (N=2) 0.0% 0.0% 50.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

無回答 (N=6) 0.0% 0.0% 16.7% 0.0% 16.7% 0.0% 0.0% 
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（２）「地域で支え合う仕組みづくり」について重要なもの （○は２つまで） 

◼ 単純集計(前回調査との比較) 

「高齢者や障がいのある人、子育て支援などの福祉サービスの内容の充実」が 41.0%と最も多く、次い

で「町の福祉サービスに従事する人材の確保とサービスの質の向上」が 38.5%、「介護・福祉人材の確保

に向けた取組の充実」が 23.6%となっている。 

前回調査との比較では、「高齢者や障がいのある人、子育て支援などの福祉サービスの内容の充実」が

5.9 ポイント増加し、「パンフレットやインターネットなどによる福祉サービスに関する情報提供の充実」が

7.9 ポイント、「福祉に関する地域の相談窓口や相談体制の充実」が 5.0 ポイント減少している。 

 

  

35.1%

38.6%

19.9%

2.8%

14.7%

1.4%

6.2%

3.2%

23.1%

6.2%

10.6%

41.0%

38.5%

14.9%

2.9%

6.8%

0.7%

9.0%

5.4%

0.5%

23.6%

9.0%

11.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

高齢者や障がいのある人、子育て支援などの

福祉サービスの内容の充実

町の福祉サービスに従事する人材の確保と

サービスの質の向上

福祉に関する地域の相談窓口や相談体制(CSW等)の充実

イベント時の出張相談や電話・メールなどを

利用した相談体制の充実

パンフレットやインターネットなどによる

福祉サービスに関する情報提供の充実

手話通訳の派遣や広報の録音テープの作成等、

障がいのある人に配慮した情報提供の充実

認知症や知的障がい・精神障がいのある人の

権利擁護のための取組の充実

(福祉サービスの利用援助や日常的な金銭管理、成年後見制度等)

消費者被害の未然防止に向けた取組の充実

矯正施設退所予定者等への社会復帰支援の充実(今回のみ)

介護・福祉人材の確保に向けた取組の充実

教育・保育人材の確保に向けた取組の充実

無回答

「地域で支え合う仕組みづくり」について重要なもの

前回調査 (N=498)

今回調査 (N=444)
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高
齢
者
や
障
が
い
の

あ
る
人
、
子
育
て 

支
援
な
ど
の 

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の 

内
容
の
充
実 

町
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス

に
従
事
す
る
人
材
の

確
保
と
サ
ー
ビ
ス
の

質
の
向
上 

福
祉
に
関
す
る
地
域

の
相
談
窓
口
や
相
談

体
制
（
Ｃ
Ｓ
Ｗ
等
）
の 

充
実 

イ
ベ
ン
ト
時
の 

出
張
相
談
や
電
話
・

メ
ー
ル
な
ど
を 

利
用
し
た
相
談
体
制

の
充
実 

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど

に
よ
る
福
祉 

サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る

情
報
提
供
の
充
実 

手
話
通
訳
の
派
遣
や

広
報
の
録
音
テ
ー
プ

の
作
成
等
、
障
が
い

の
あ
る
人
に
配
慮
し

た
情
報
提
供
の
充
実 

 
 全体 (N=444) 41.0% 38.5% 14.9% 2.9% 6.8% 0.7% 

性
別 

男性 (N=195) 42.6% 39.5% 13.3% 3.1% 7.7% 0.0% 

女性 (N=243) 40.3% 38.3% 16.0% 2.9% 6.2% 1.2% 

その他 (N=2) 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

無回答 (N=4) 25.0% 25.0% 25.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

年
齢
別 

10 歳代 (N=5) 20.0% 60.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

20 歳代 (N=15) 40.0% 40.0% 13.3% 0.0% 6.7% 0.0% 

30 歳代 (N=18) 50.0% 22.2% 11.1% 5.6% 5.6% 0.0% 

40 歳代 (N=21) 47.6% 23.8% 4.8% 0.0% 4.8% 0.0% 

50 歳代 (N=59) 33.9% 44.1% 22.0% 3.4% 1.7% 0.0% 

60 歳代 (N=107) 41.1% 44.9% 16.8% 2.8% 14.0% 0.9% 

70 歳代 (N=143) 43.4% 39.2% 15.4% 4.2% 4.9% 1.4% 

80 歳以上 (N=74) 39.2% 31.1% 9.5% 1.4% 5.4% 0.0% 

無回答 (N=2) 50.0% 0.0% 50.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

地
区
別 

天王地区 (N=10) 40.0% 50.0% 10.0% 0.0% 10.0% 0.0% 

岐尼地区 (N=110) 39.1% 38.2% 12.7% 2.7% 6.4% 0.9% 

久佐々地区 (N=179) 42.5% 38.5% 15.1% 3.4% 8.4% 1.1% 

田尻地区 (N=28) 50.0% 28.6% 10.7% 0.0% 7.1% 0.0% 

東郷地区 (N=58) 37.9% 43.1% 19.0% 5.2% 3.4% 0.0% 

歌垣地区 (N=51) 33.3% 41.2% 15.7% 2.0% 5.9% 0.0% 

わからない (N=2) 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

無回答 (N=6) 66.7% 16.7% 33.3% 0.0% 0.0% 0.0% 
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認
知
症
や
知
的
障
が

い
・
精
神
障
が
い
の

あ
る
人
の
権
利
擁
護

の
た
め
の
取
組
の 

充
実 

消
費
者
被
害
の 

未
然
防
止
に 

向
け
た
取
組
の 

充
実 

矯
正
施
設
退
所 

予
定
者
等
へ
の 

社
会
復
帰
支
援
の 

充
実 

介
護
・
福
祉
人
材
の

確
保
に
向
け
た
取
組

の
充
実 

教
育
・
保
育
人
材
の

確
保
に
向
け
た
取
組

の
充
実 

無
回
答 

 
 

全体 (N=444) 9.0% 5.4% 0.5% 23.6% 9.0% 11.5% 

性
別 

男性 (N=195) 8.2% 8.7% 1.0% 26.2% 9.7% 6.2% 

女性 (N=243) 9.1% 2.5% 0.0% 21.8% 7.8% 15.6% 

その他 (N=2) 50.0% 50.0% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 

無回答 (N=4) 25.0% 0.0% 0.0% 25.0% 0.0% 25.0% 

年
齢
別 

10 歳代 (N=5) 20.0% 0.0% 0.0% 20.0% 20.0% 20.0% 

20 歳代 (N=15) 13.3% 0.0% 0.0% 20.0% 13.3% 20.0% 

30 歳代 (N=18) 0.0% 5.6% 0.0% 16.7% 38.9% 5.6% 

40 歳代 (N=21) 9.5% 0.0% 0.0% 28.6% 33.3% 14.3% 

50 歳代 (N=59) 6.8% 6.8% 0.0% 22.0% 13.6% 10.2% 

60 歳代 (N=107) 11.2% 2.8% 0.0% 24.3% 7.5% 6.5% 

70 歳代 (N=143) 7.7% 6.3% 0.7% 23.1% 4.2% 10.5% 

80 歳以上 (N=74) 9.5% 9.5% 1.4% 27.0% 1.4% 20.3% 

無回答 (N=2) 50.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

地
区
別 

天王地区 (N=10) 0.0% 10.0% 0.0% 20.0% 10.0% 20.0% 

岐尼地区 (N=110) 10.9% 2.7% 0.9% 21.8% 12.7% 14.5% 

久佐々地区 (N=179) 7.3% 6.7% 0.6% 22.9% 9.5% 8.9% 

田尻地区 (N=28) 10.7% 3.6% 0.0% 39.3% 0.0% 10.7% 

東郷地区 (N=58) 10.3% 8.6% 0.0% 31.0% 5.2% 8.6% 

歌垣地区 (N=51) 9.8% 3.9% 0.0% 13.7% 7.8% 17.6% 

わからない (N=2) 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

無回答 (N=6) 16.7% 0.0% 0.0% 33.3% 16.7% 0.0% 
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（３）「誰もが安心して生活できるまちづくり」について重要なもの（○は２つまで） 

◼ 単純集計(前回調査との比較) 

「高齢者や障がいのある人が安心して移動できる公共交通手段」が 49.5%と最も多く、次いで「住民が

身近な地域で気軽に集え交流できる場」が29.5%、「公民館や保育所、学校、空き家等の地域資源を活用

した活動拠点」が 19.4%となっている。 

前回調査との比較では、「高齢者や障がいのある人が安心して移動できる公共交通手段」が 5.7 ポイン

ト、「地域住民による高齢者や障がいのある人、児童の見守り」が3.6ポイント、「住民が身近な地域で気軽

に集え交流できる場」が 3.4 ポイント増加し、「地域における防火対策や災害対策」が 4.8 ポイント、「地域

の災害弱者に対する支援体制」が 4.4 ポイント減少している。 

 

  

26.1%

19.5%

6.6%

43.8%

14.3%

11.4%

8.6%

13.3%

1.8%

3.4%

4.4%

12.0%

5.4%

29.5%

19.4%

6.5%

49.5%

9.5%

7.0%

9.5%

11.5%

2.3%

7.0%

5.0%

10.8%

7.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

住民が身近な地域で気軽に集え交流できる場

公民館や保育所(地域子育て支援センターを含む)、

学校、空き家等の地域資源を活用した活動拠点

公共施設や道路等のバリアフリーの状況

高齢者や障がいのある人が安心して

移動できる公共交通手段

地域における防火対策や災害対策

地域の災害弱者に対する支援体制

地域における防犯活動や犯罪防止体制

地域交通安全対策(交通安全啓発、歩車道分離やガードレー

ル、カーブミラーの設置等)

高齢者や障がいのある人、児童に対する虐待防止対策

地域住民による高齢者や障がいのある人、児童の見守り

ひとり親家庭や障がいのある人などの

働く場や就労に向けた支援

シルバー人材センターなど高齢者の就労支援

無回答

「誰もが安心して生活できるまちづくり」について重要なもの

前回調査 (N=498)

今回調査 (N=444)

高齢者や障がいのある人が安心して移動できる公共交通手段 
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地
域
資
源
を
活
用

し
た
活
動
拠
点 

公
共
施
設
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道
路
等
の 

バ
リ
ア
フ
リ
ー
の

状
況 

高
齢
者
や
障
が
い

の
あ
る
人
が
安
心

し
て
移
動
で
き
る

公
共
交
通
手
段 

地
域
に
お
け
る 

防
火
対
策
や 

災
害
対
策 

地
域
の
災
害
弱
者

に
対
す
る 

支
援
体
制 

地
域
に
お
け
る 

防
犯
活
動
や 

犯
罪
防
止
体
制 

 
 全体 (N=444) 29.5% 19.4% 6.5% 49.5% 9.5% 7.0% 9.5% 

性
別 

男性 (N=195) 29.7% 22.1% 7.7% 44.6% 10.3% 5.6% 11.3% 

女性 (N=243) 29.6% 17.3% 5.3% 54.3% 9.1% 8.2% 8.2% 

その他 (N=2) 0.0% 0.0% 50.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

無回答 (N=4) 25.0% 25.0% 0.0% 25.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

年
齢
別 

10 歳代 (N=5) 20.0% 40.0% 40.0% 0.0% 20.0% 0.0% 0.0% 

20 歳代 (N=15) 26.7% 13.3% 26.7% 13.3% 6.7% 13.3% 20.0% 

30 歳代 (N=18) 22.2% 33.3% 5.6% 27.8% 16.7% 11.1% 0.0% 

40 歳代 (N=21) 42.9% 33.3% 0.0% 38.1% 9.5% 4.8% 14.3% 

50 歳代 (N=59) 25.4% 18.6% 8.5% 45.8% 15.3% 8.5% 8.5% 

60 歳代 (N=107) 23.4% 19.6% 5.6% 57.9% 13.1% 7.5% 7.5% 

70 歳代 (N=143) 30.8% 18.2% 4.9% 51.7% 7.7% 6.3% 11.9% 

80 歳以上 (N=74) 37.8% 14.9% 5.4% 55.4% 1.4% 5.4% 8.1% 

無回答 (N=2) 50.0% 0.0% 0.0% 50.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

地
区
別 

天王地区 (N=10) 50.0% 10.0% 0.0% 60.0% 0.0% 10.0% 0.0% 

岐尼地区 (N=110) 30.0% 19.1% 7.3% 40.0% 10.0% 6.4% 9.1% 

久佐々地区 (N=179) 25.1% 18.4% 6.7% 54.2% 9.5% 7.3% 8.4% 

田尻地区 (N=28) 32.1% 14.3% 10.7% 60.7% 7.1% 7.1% 14.3% 

東郷地区 (N=58) 32.8% 29.3% 6.9% 44.8% 13.8% 6.9% 10.3% 

歌垣地区 (N=51) 31.4% 17.6% 3.9% 52.9% 5.9% 7.8% 13.7% 

わからない (N=2) 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

無回答 (N=6) 33.3% 16.7% 0.0% 50.0% 16.7% 0.0% 0.0% 

 

 
 

    

地
域
交
通
安
全

対
策 

高
齢
者
や 

障
が
い
の
あ
る

人
、
児
童
に 

対
す
る
虐
待 

防
止
対
策 

地
域
住
民
に 

よ
る
高
齢
者
や

障
が
い
の
あ
る

人
、
児
童
の 

見
守
り 

ひ
と
り
親
家
庭

や
障
が
い
の 

あ
る
人
な
ど
の

働
く
場
や
就
労

に
向
け
た
支
援 

シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
な
ど

高
齢
者
の
就
労

支
援 

無
回
答 

 
 

全体 (N=444) 11.5% 2.3% 7.0% 5.0% 10.8% 7.7% 

性
別 

男性 (N=195) 12.8% 1.0% 7.7% 5.1% 14.9% 5.1% 

女性 (N=243) 10.3% 2.9% 5.3% 4.9% 7.8% 9.5% 

その他 (N=2) 50.0% 50.0% 50.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

無回答 (N=4) 0.0% 0.0% 50.0% 0.0% 0.0% 25.0% 

年
齢
別 

10 歳代 (N=5) 20.0% 20.0% 0.0% 0.0% 0.0% 20.0% 

20 歳代 (N=15) 13.3% 0.0% 6.7% 6.7% 0.0% 20.0% 

30 歳代 (N=18) 22.2% 5.6% 11.1% 0.0% 5.6% 11.1% 

40 歳代 (N=21) 9.5% 4.8% 9.5% 4.8% 9.5% 4.8% 

50 歳代 (N=59) 13.6% 5.1% 6.8% 5.1% 13.6% 3.4% 

60 歳代 (N=107) 10.3% 2.8% 6.5% 7.5% 13.1% 5.6% 

70 歳代 (N=143) 11.9% 0.7% 6.3% 4.2% 11.9% 5.6% 

80 歳以上 (N=74) 8.1% 0.0% 5.4% 4.1% 8.1% 14.9% 

無回答 (N=2) 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

地
区
別 

天王地区 (N=10) 10.0% 0.0% 10.0% 0.0% 10.0% 10.0% 

岐尼地区 (N=110) 10.0% 2.7% 5.5% 5.5% 10.9% 10.0% 

久佐々地区 (N=179) 16.8% 2.8% 9.5% 4.5% 9.5% 6.1% 

田尻地区 (N=28) 3.6% 0.0% 0.0% 0.0% 14.3% 10.7% 

東郷地区 (N=58) 1.7% 1.7% 3.4% 10.3% 13.8% 5.2% 

歌垣地区 (N=51) 11.8% 2.0% 5.9% 3.9% 9.8% 9.8% 

わからない (N=2) 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

無回答 (N=6) 16.7% 0.0% 33.3% 0.0% 16.7% 0.0% 
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問 3０ あなたが、近隣や地域に期待することは何ですか。（○はいくつでも） 

◼ 単純集計(前回調査との比較) 

「緊急事態が起きたときの対応」が 69.4%と最も多く、次いで「防災・防犯などの日常協力体制」が 39.6%、

「ひとり暮らし高齢者の見守りなどの活動」が 34.0%となっている。 

前回調査との比較では、「防災・防犯などの日常協力体制」が 6.3 ポイント増加し、「リサイクルや景観保護な

どの環境づくり活動」が 6.0 ポイント、「ひとり暮らし高齢者の見守りなどの活動」が 3.3 ポイント減少している。 

 

 

  

69.9%

33.3%

16.1%

13.1%

37.3%

17.1%

14.5%

16.9%

23.1%

1.6%

6.8%

3.2%

69.4%

39.6%

10.1%

15.8%

34.0%

14.6%

15.3%

18.7%

22.7%

2.5%

7.9%

4.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

緊急事態が起きたときの対応

防災・防犯などの日常協力体制

リサイクルや景観保護などの環境づくり活動

子どもや高齢者、障がいのある人、

LGBTQへの理解や配慮

ひとり暮らし高齢者の見守りなどの活動

子どもの見守りなどの活動

お祭りなど、住民間の交流の場の確保

日常的なコミュニケーションの場の確保

暮らしの情報提供(共有)

その他

特にない

無回答

近隣や地域に期待すること

前回調査 (N=498)

今回調査 (N=444)
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緊
急
事
態
が 

起
き
た
と
き
の

対
応 

防
災
・
防
犯 

な
ど
の
日
常 

協
力
体
制 

リ
サ
イ
ク
ル
や

景
観
保
護
な
ど

の
環
境
づ
く
り

活
動 

子
ど
も
や
高
齢

者
、
障
が
い
の

あ
る
人
、
Ｌ
Ｇ

Ｂ
Ｔ
Ｑ
へ
の
理

解
や
配
慮 

ひ
と
り
暮
ら
し

高
齢
者
の 

見
守
り
な
ど
の

活
動 

子
ど
も
の 

見
守
り
な
ど
の

活
動 

 
 全体 (N=444) 69.4% 39.6% 10.1% 15.8% 34.0% 14.6% 

性
別 

男性 (N=195) 68.2% 43.1% 12.3% 15.4% 32.3% 11.8% 

女性 (N=243) 70.8% 37.0% 8.2% 15.6% 34.2% 16.5% 

その他 (N=2) 50.0% 50.0% 50.0% 100.0% 100.0% 50.0% 

無回答 (N=4) 50.0% 25.0% 0.0% 0.0% 75.0% 25.0% 

年
齢
別 

10 歳代 (N=5) 0.0% 0.0% 0.0% 40.0% 40.0% 0.0% 

20 歳代 (N=15) 73.3% 46.7% 13.3% 20.0% 26.7% 26.7% 

30 歳代 (N=18) 77.8% 33.3% 16.7% 33.3% 44.4% 33.3% 

40 歳代 (N=21) 66.7% 57.1% 4.8% 19.0% 28.6% 28.6% 

50 歳代 (N=59) 69.5% 39.0% 16.9% 11.9% 33.9% 23.7% 

60 歳代 (N=107) 66.4% 40.2% 10.3% 16.8% 30.8% 11.2% 

70 歳代 (N=143) 69.9% 39.2% 9.8% 10.5% 31.5% 11.2% 

80 歳以上 (N=74) 74.3% 37.8% 5.4% 20.3% 41.9% 8.1% 

無回答 (N=2) 100.0% 50.0% 0.0% 0.0% 100.0% 50.0% 

地
区
別 

天王地区 (N=10) 100.0% 70.0% 0.0% 30.0% 20.0% 20.0% 

岐尼地区 (N=110) 56.4% 35.5% 10.9% 13.6% 29.1% 16.4% 

久佐々地区 (N=179) 74.3% 36.3% 12.3% 17.9% 34.1% 12.8% 

田尻地区 (N=28) 82.1% 32.1% 7.1% 17.9% 50.0% 10.7% 

東郷地区 (N=58) 70.7% 46.6% 10.3% 12.1% 32.8% 13.8% 

歌垣地区 (N=51) 62.7% 49.0% 5.9% 13.7% 39.2% 19.6% 

わからない (N=2) 100.0% 50.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

無回答 (N=6) 83.3% 50.0% 0.0% 16.7% 50.0% 16.7% 

 

 
 

    

お
祭
り
な
ど
、

住
民
間
の
交
流

の
場
の
確
保 

日
常
的
な 

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
場
の

確
保 

暮
ら
し
の
情
報

提
供
（
共
有
） 

そ
の
他 

特
に
な
い 

無
回
答 

 
 

全体 (N=444) 15.3% 18.7% 22.7% 2.5% 7.9% 4.1% 

性
別 

男性 (N=195) 16.9% 17.9% 21.5% 2.6% 8.2% 2.6% 

女性 (N=243) 13.2% 18.5% 23.9% 2.5% 7.4% 5.3% 

その他 (N=2) 50.0% 50.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

無回答 (N=4) 50.0% 50.0% 25.0% 0.0% 25.0% 0.0% 

年
齢
別 

10 歳代 (N=5) 20.0% 0.0% 0.0% 0.0% 40.0% 20.0% 

20 歳代 (N=15) 33.3% 13.3% 0.0% 0.0% 13.3% 0.0% 

30 歳代 (N=18) 38.9% 22.2% 22.2% 0.0% 11.1% 5.6% 

40 歳代 (N=21) 28.6% 23.8% 28.6% 4.8% 9.5% 4.8% 

50 歳代 (N=59) 16.9% 16.9% 28.8% 0.0% 6.8% 0.0% 

60 歳代 (N=107) 13.1% 15.0% 34.6% 3.7% 8.4% 3.7% 

70 歳代 (N=143) 9.8% 16.8% 15.4% 2.1% 9.1% 2.8% 

80 歳以上 (N=74) 12.2% 28.4% 18.9% 4.1% 1.4% 9.5% 

無回答 (N=2) 100.0% 50.0% 50.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

地
区
別 

天王地区 (N=10) 20.0% 20.0% 10.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

岐尼地区 (N=110) 13.6% 23.6% 19.1% 0.9% 10.9% 5.5% 

久佐々地区 (N=179) 15.6% 15.1% 27.4% 5.0% 7.8% 2.2% 

田尻地区 (N=28) 17.9% 28.6% 7.1% 0.0% 7.1% 7.1% 

東郷地区 (N=58) 20.7% 17.2% 25.9% 0.0% 6.9% 3.4% 

歌垣地区 (N=51) 7.8% 17.6% 21.6% 2.0% 3.9% 7.8% 

わからない (N=2) 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

無回答 (N=6) 33.3% 16.7% 33.3% 0.0% 16.7% 0.0% 
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問 3１ あなたやあなたの家族にとって、能勢町は「暮らしやすいまち」だと思いますか。 

 （○は１つ） 

◼ 単純集計(前回調査との比較) 

「どちらかといえば暮らしやすい」（42.1%）と、「暮らしやすい」（6.5%）を合わせると、『暮らしやすいと感じて

いる人』が 48.6％となっている。また、「どちらかといえば暮らしにくい」（34.7%）と「暮らしにくい」（11.5%）を

合わせると、『暮らしにくいと感じている人』が 46.2％で、『暮らしやすいと感じている人』が『暮らしにくいと感じ

ている人』を 2.4 ポイント上回っている。 

前回調査との比較では、「どちらかといえば暮らしにくい」が 6.0 ポイント、『暮らしにくいと感じている人』が

6.3ポイント増加し、「どちらかといえば暮らしやすい」が5.9ポイント、『暮らしやすいと感じている人』が8.0ポ

イント減少している。 

 

 
 

    暮らしやすい 

どちらかと 

いえば暮らし

やすい 

どちらかと 

いえば暮らし

にくい 

暮らしにくい 無回答 計 

 
 全体 (N=444) 6.5% 42.1% 34.7% 11.5% 5.2% 100.0% 

性
別 

男性 (N=195) 5.1% 45.1% 34.4% 12.3% 3.1% 100.0% 

女性 (N=243) 7.8% 39.1% 35.4% 10.7% 7.0% 100.0% 

その他 (N=2) 0.0% 50.0% 50.0% 0.0% 0.0% 100.0% 

無回答 (N=4) 0.0% 75.0% 0.0% 25.0% 0.0% 100.0% 

年
齢
別 

10 歳代 (N=5) 0.0% 20.0% 40.0% 40.0% 0.0% 100.0% 

20 歳代 (N=15) 6.7% 33.3% 40.0% 20.0% 0.0% 100.0% 

30 歳代 (N=18) 11.1% 38.9% 27.8% 22.2% 0.0% 100.0% 

40 歳代 (N=21) 9.5% 28.6% 47.6% 9.5% 4.8% 100.0% 

50 歳代 (N=59) 5.1% 45.8% 33.9% 15.3% 0.0% 100.0% 

60 歳代 (N=107) 0.9% 43.0% 36.4% 12.1% 7.5% 100.0% 

70 歳代 (N=143) 6.3% 48.3% 33.6% 6.3% 5.6% 100.0% 

80 歳以上 (N=74) 14.9% 33.8% 32.4% 10.8% 8.1% 100.0% 

無回答 (N=2) 0.0% 50.0% 0.0% 50.0% 0.0% 100.0% 

地
区
別 

天王地区 (N=10) 0.0% 60.0% 40.0% 0.0% 0.0% 100.0% 

岐尼地区 (N=110) 8.2% 45.5% 30.9% 9.1% 6.4% 100.0% 

久佐々地区 (N=179) 6.7% 41.9% 36.3% 10.6% 4.5% 100.0% 

田尻地区 (N=28) 3.6% 32.1% 50.0% 10.7% 3.6% 100.0% 

東郷地区 (N=58) 3.4% 41.4% 32.8% 17.2% 5.2% 100.0% 

歌垣地区 (N=51) 9.8% 41.2% 31.4% 9.8% 7.8% 100.0% 

わからない (N=2) 0.0% 0.0% 50.0% 50.0% 0.0% 100.0% 

無回答 (N=6) 0.0% 33.3% 16.7% 50.0% 0.0% 100.0% 

 

  

8.6%

6.5%

48.0%

42.1%

28.7%

34.7%

11.2%

11.5%

3.4%

5.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

前回調査

(N=498)

今回調査

(N=444)

能勢町は「暮らしやすいまち」だと思うか

暮らしやすい どちらかといえば暮らしやすい どちらかといえば暮らしにくい

暮らしにくい 無回答
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問 3１-１ それは、どのような理由からですか。 

◼ 自由記述 （誤字・脱字等を加筆修正しています） 

「暮らしやすい」「どちらかといえば暮らしやすい」と答えた方 

◼ 自然や生活環境に関すること 

周囲が山に囲まれ自然が満喫できるところです。 

自然が美しい。街でなくなりつつある素朴な日本の良さが残っている。 

自然に囲まれて空気が良いので体にもやさしい環境、子育てしやすい。 

◼ 近所の方に関すること 

近所の人たちが穏やかで親切。 

地域のつながりが濃厚すぎるのが嫌（消防団の強制参加や、その中でのいじめなど）で懸念していたが、

実際移り住むと全くそのようなことはなく、一人が好きな私にとっては暮らしやすい。 

◼ 能勢町の立地面に関すること 

車があれば都会に出やすい土地。 

自動車が必須ではあるが、都会へのアクセスも可能である点。 

 

「どちらかといえば暮らしにくい」「暮らしにくい」と答えた方 

◼ 移動手段に関すること 

自然環境はとてもいいですが車が運転できなくなると暮らしづらくなる。 

町外への移動手段の要のバスの本数が少なすぎて、高校生、就職等の人生の節目で移住する選択を選

ばないといけない人が多いと思います。町が好きでも住み続けにくい。 

車を運転できる間はよいですが、車の運転ができない学生や高齢者のことを思うと、通学、通勤、買い物

には不便なので。 

◼ 商業施設や医療機関に関すること 

東地区にはコンビニやスーパーが 1つもないので買物が大変。 

病院、スーパーが少ない。 

◼ 行政サービスに関すること 

ゴミの分別が複雑すぎる。 

緊急車両（消防車、救急車）の到着がとても遅く、救急病院も遠いので、救急医療にとても不安。 

◼ 人口減少に関すること 

人口減が示すように、住民サービスの低下も顕著となり、ますます人の交流が疎遠になっているように感

じる。 
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問 3２ 近隣や地域の中で助け合い活動を進めていくに当たり、行政が行う支援としてど

のようなものが重要だとお考えですか。（○は２つまで） 

◼ 単純集計(前回調査との比較) 

「緊急時に備えた支援体制の整備」が 40.3%と最も多く、次いで「活動の引率役となる地域リーダーの育成」

が 19.4%、「活動PRのための広報活動」が 18.0%となっている。 

前回調査との比較では、「活動の引率役となる地域リーダーの育成」が 6.3 ポイント、「緊急時に備えた支援

体制の整備」が 4.3 ポイント減少している。 

 

  

15.9%

17.3%

25.7%

11.4%

16.3%

12.2%

44.6%

2.0%

12.2%

18.0%

15.3%

19.4%

13.5%

15.8%

13.7%

40.3%

4.3%

12.8%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45% 50%

活動PRのための広報活動

学校教育、生涯学習

活動の引率役となる地域リーダーの育成

介護やボランティア等についての地域での研修

地域活動からの情報収集

地域での福祉活動・運営資金集めの

仕組みづくりへの支援

緊急時に備えた支援体制の整備(緊急通報装置の貸出し等)

その他

無回答

行政が行う支援で何が重要と思うか

前回調査 (N=498) 今回調査 (N=444)
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活
動
Ｐ
Ｒ
の
た
め
の 

広
報
活
動 

学
校
教
育
、
生
涯
学
習 

活
動
の
引
率
役
と
な
る

地
域
リ
ー
ダ
ー
の
育
成 

介
護
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

等
に
つ
い
て
の
地
域
で

の
研
修 

地
域
活
動
か
ら
の 

情
報
収
集 

地
域
で
の
福
祉
活
動
・

運
営
資
金
集
め
の
仕
組

み
づ
く
り
へ
の
支
援 

緊
急
時
に
備
え
た 

支
援
体
制
の
整
備 

そ
の
他 

無
回
答 

 
 全体 (N=444) 18.0% 15.3% 19.4% 13.5% 15.8% 13.7% 40.3% 4.3% 12.8% 

性
別 

男性 (N=195) 18.5% 17.4% 20.0% 12.8% 16.4% 15.9% 42.1% 3.6% 6.2% 

女性 (N=243) 18.1% 12.8% 19.3% 13.2% 15.2% 11.5% 39.9% 4.9% 18.1% 

その他 (N=2) 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

無回答 (N=4) 0.0% 25.0% 0.0% 75.0% 25.0% 0.0% 0.0% 0.0% 25.0% 

年
齢
別 

10 歳代 (N=5) 0.0% 60.0% 0.0% 20.0% 0.0% 20.0% 40.0% 0.0% 20.0% 

20 歳代 (N=15) 13.3% 40.0% 13.3% 26.7% 6.7% 26.7% 20.0% 13.3% 0.0% 

30 歳代 (N=18) 22.2% 27.8% 0.0% 11.1% 11.1% 22.2% 38.9% 5.6% 5.6% 

40 歳代 (N=21) 19.0% 33.3% 14.3% 0.0% 19.0% 28.6% 28.6% 9.5% 9.5% 

50 歳代 (N=59) 15.3% 8.5% 18.6% 15.3% 20.3% 22.0% 44.1% 3.4% 10.2% 

60 歳代 (N=107) 18.7% 14.0% 17.8% 6.5% 21.5% 13.1% 50.5% 4.7% 9.3% 

70 歳代 (N=143) 18.9% 14.7% 18.9% 15.4% 12.6% 9.8% 44.1% 3.5% 12.6% 

80 歳以上 (N=74) 18.9% 6.8% 32.4% 17.6% 13.5% 6.8% 24.3% 2.7% 25.7% 

無回答 (N=2) 0.0% 50.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

地
区
別 

天王地区 (N=10) 20.0% 20.0% 10.0% 10.0% 10.0% 0.0% 40.0% 10.0% 10.0% 

岐尼地区 (N=110) 17.3% 20.9% 17.3% 16.4% 17.3% 14.5% 33.6% 4.5% 14.5% 

久佐々地区 (N=179) 20.1% 11.7% 19.6% 11.7% 15.6% 15.6% 45.8% 4.5% 11.2% 

田尻地区 (N=28) 14.3% 10.7% 28.6% 21.4% 3.6% 17.9% 39.3% 0.0% 10.7% 

東郷地区 (N=58) 13.8% 13.8% 22.4% 12.1% 17.2% 17.2% 43.1% 1.7% 12.1% 

歌垣地区 (N=51) 17.6% 17.6% 17.6% 9.8% 17.6% 3.9% 35.3% 7.8% 19.6% 

わからない (N=2) 0.0% 50.0% 0.0% 0.0% 50.0% 0.0% 50.0% 0.0% 0.0% 

無回答 (N=6) 33.3% 16.7% 16.7% 33.3% 16.7% 0.0% 16.7% 0.0% 0.0% 
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問 3３ 福祉サービスを利用する場合に、特に心配なことはどのようなことですか。 

（○は２つまで） 

◼ 単純集計(前回調査との比較) 

「どのようなサービスがあるのか分からないこと」が４９．３%と最も多く、次いで「サービスの利用について、ど

こに相談すればよいか分からないこと」が25.9%、「利用するための手続きが面倒なこと」が24.3%となってい

る。 

前回調査との比較では、「特に心配していることはない」が 4.1 ポイント増加し、「費用が負担になること」が

3.8 ポイント減少している。 

 
  

52.0%

24.7%

23.9%

3.6%

24.1%

2.8%

1.8%

13.9%

5.4%

49.3%

25.9%

24.3%

5.4%

20.3%

4.1%

1.1%

18.0%

5.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

どのようなサービスがあるのか分からないこと

サービスの利用について、どこに

相談すればよいか分からないこと

利用するための手続きが面倒なこと

サービス内容に不安などがあること

費用が負担になること

サービスを利用することにより、

親戚や近所の人などの反応が気になること

その他

特に心配していることはない

無回答

福祉サービスを利用する場合に、心配なこと

前回調査 (N=498)

今回調査 (N=444)
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無
回
答 

 
 全体 (N=444) 49.3% 25.9% 24.3% 5.4% 20.3% 4.1% 1.1% 18.0% 5.0% 

性
別 

男性 (N=195) 51.8% 26.7% 23.1% 5.6% 22.1% 4.1% 0.5% 16.9% 3.6% 

女性 (N=243) 48.1% 25.9% 24.7% 4.9% 17.3% 3.7% 1.6% 19.3% 6.2% 

その他 (N=2) 0.0% 0.0% 0.0% 50.0% 100.0% 50.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

無回答 (N=4) 25.0% 0.0% 75.0% 0.0% 75.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

年
齢
別 

10 歳代 (N=5) 20.0% 0.0% 0.0% 20.0% 40.0% 20.0% 0.0% 40.0% 0.0% 

20 歳代 (N=15) 46.7% 46.7% 6.7% 6.7% 20.0% 6.7% 0.0% 26.7% 0.0% 

30 歳代 (N=18) 72.2% 11.1% 16.7% 11.1% 33.3% 5.6% 5.6% 0.0% 0.0% 

40 歳代 (N=21) 57.1% 28.6% 38.1% 0.0% 19.0% 14.3% 0.0% 9.5% 4.8% 

50 歳代 (N=59) 57.6% 27.1% 27.1% 8.5% 18.6% 5.1% 1.7% 18.6% 0.0% 

60 歳代 (N=107) 49.5% 29.9% 26.2% 1.9% 28.0% 2.8% 0.0% 14.0% 3.7% 

70 歳代 (N=143) 45.5% 25.2% 23.8% 4.2% 12.6% 2.8% 0.0% 25.2% 4.9% 

80 歳以上 (N=74) 44.6% 21.6% 23.0% 9.5% 18.9% 2.7% 4.1% 13.5% 13.5% 

無回答 (N=2) 50.0% 0.0% 50.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

地
区
別 

天王地区 (N=10) 30.0% 20.0% 50.0% 10.0% 20.0% 0.0% 0.0% 10.0% 10.0% 

岐尼地区 (N=110) 48.2% 25.5% 24.5% 5.5% 19.1% 6.4% 0.9% 18.2% 6.4% 

久佐々地区 (N=179) 50.3% 26.8% 26.3% 5.0% 24.0% 3.9% 0.0% 15.6% 4.5% 

田尻地区 (N=28) 50.0% 32.1% 17.9% 10.7% 14.3% 0.0% 3.6% 14.3% 7.1% 

東郷地区 (N=58) 51.7% 25.9% 25.9% 3.4% 13.8% 3.4% 3.4% 22.4% 1.7% 

歌垣地区 (N=51) 47.1% 25.5% 13.7% 5.9% 17.6% 3.9% 2.0% 23.5% 5.9% 

わからない (N=2) 100.0% 0.0% 50.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

無回答 (N=6) 50.0% 0.0% 16.7% 0.0% 50.0% 0.0% 0.0% 33.3% 0.0% 
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6. 災害時の対策について 

問 3４ 風水害や地震などの災害が起こったとき、あなたは自分自身がどこに避難すれば
いいか知っていますか。（○は１つ） 

◼ 単純集計(前回調査との比較) 

「知っている」が 70.3%、「知らない」が 25.5%で、「知っている」が「知らない」を 44.8 ポイント上回ってい

る。 

前回調査との比較では、「知らない」が 4.6 ポイント増加し、「知っている」が 3.2 ポイント減少している。 

 

 

 
 

    知っている 知らない 無回答 計 

 
 全体 (N=444) 70.3% 25.5% 4.3% 100.0% 

性
別 

男性 (N=195) 69.2% 27.2% 3.6% 100.0% 

女性 (N=243) 70.8% 24.3% 4.9% 100.0% 

その他 (N=2) 100.0% 0.0% 0.0% 100.0% 

無回答 (N=4) 75.0% 25.0% 0.0% 100.0% 

年
齢
別 

10 歳代 (N=5) 40.0% 40.0% 20.0% 100.0% 

20 歳代 (N=15) 86.7% 13.3% 0.0% 100.0% 

30 歳代 (N=18) 88.9% 11.1% 0.0% 100.0% 

40 歳代 (N=21) 71.4% 23.8% 4.8% 100.0% 

50 歳代 (N=59) 74.6% 23.7% 1.7% 100.0% 

60 歳代 (N=107) 75.7% 21.5% 2.8% 100.0% 

70 歳代 (N=143) 68.5% 28.0% 3.5% 100.0% 

80 歳以上 (N=74) 55.4% 33.8% 10.8% 100.0% 

無回答 (N=2) 100.0% 0.0% 0.0% 100.0% 

地
区
別 

天王地区 (N=10) 80.0% 20.0% 0.0% 100.0% 

岐尼地区 (N=110) 67.3% 26.4% 6.4% 100.0% 

久佐々地区 (N=179) 74.9% 23.5% 1.7% 100.0% 

田尻地区 (N=28) 71.4% 21.4% 7.1% 100.0% 

東郷地区 (N=58) 58.6% 37.9% 3.4% 100.0% 

歌垣地区 (N=51) 74.5% 15.7% 9.8% 100.0% 

わからない (N=2) 50.0% 50.0% 0.0% 100.0% 

無回答 (N=6) 50.0% 50.0% 0.0% 100.0% 

 

  

73.5%

70.3%

20.9%

25.5%

5.6%

4.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

前回調査

(N=498)

今回調査

(N=444)

災害時の避難場所を知っていますか

知っている 知らない 無回答
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問 3５ 風水害や地震などが起こったとき、あなたは、一人で避難できますか。（○は１つ） 

◼ 単純集計(前回調査との比較) 

「できる」が 77.3%、「できない」が 17.3%で、「できる」が「できない」を 60.0 ポイント上回っている。 

前回調査との比較では、大きな変化は見られない。 

 

 

 
 

     できる できない その他 無回答 計 

 
 全体 (N=444) 77.3% 17.3% 2.3% 3.2% 100.0% 

性
別 

男性 (N=195) 85.1% 9.2% 3.1% 2.6% 100.0% 

女性 (N=243) 70.4% 24.3% 1.6% 3.7% 100.0% 

その他 (N=2) 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 

無回答 (N=4) 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 

年
齢
別 

10 歳代 (N=5) 40.0% 40.0% 0.0% 20.0% 100.0% 

20 歳代 (N=15) 93.3% 6.7% 0.0% 0.0% 100.0% 

30 歳代 (N=18) 83.3% 11.1% 5.6% 0.0% 100.0% 

40 歳代 (N=21) 85.7% 4.8% 4.8% 4.8% 100.0% 

50 歳代 (N=59) 84.7% 10.2% 5.1% 0.0% 100.0% 

60 歳代 (N=107) 91.6% 5.6% 0.9% 1.9% 100.0% 

70 歳代 (N=143) 79.7% 16.8% 0.7% 2.8% 100.0% 

80 歳以上 (N=74) 40.5% 47.3% 4.1% 8.1% 100.0% 

無回答 (N=2) 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 

地
区
別 

天王地区 (N=10) 80.0% 20.0% 0.0% 0.0% 100.0% 

岐尼地区 (N=110) 75.5% 19.1% 0.9% 4.5% 100.0% 

久佐々地区 (N=179) 81.0% 15.1% 2.2% 1.7% 100.0% 

田尻地区 (N=28) 64.3% 25.0% 3.6% 7.1% 100.0% 

東郷地区 (N=58) 74.1% 20.7% 3.4% 1.7% 100.0% 

歌垣地区 (N=51) 80.4% 9.8% 3.9% 5.9% 100.0% 

わからない (N=2) 50.0% 50.0% 0.0% 0.0% 100.0% 

無回答 (N=6) 66.7% 33.3% 0.0% 0.0% 100.0% 

 

  

76.9%

77.3%

15.1%

17.3%

3.6%

2.3%

4.4%

3.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

前回調査

(N=498)

今回調査

(N=444)

ひとりで避難できるか

できる できない その他 無回答
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問 3５で「２．できない」を回答した方に 

 

問 3５-1 その際、誰が避難を手助けしてくれますか。（○はいくつでも） 

◼ 単純集計(前回調査との比較) 

「家族・親戚」が 76.6%と最も多く、次いで「隣近所」が 39.0%、「消防団」が 27.3%となっている。 

前回調査との比較では、「隣近所」が 13.7ポイント、「民生委員・児童委員」が6.4ポイント、「家族・親戚」

「消防団」がともに 3.3 ポイント増加し、「いない」が 4.1 ポイント減少している。 

 

  

73.3%

25.3%

10.7%

16.0%

24.0%

5.3%

2.7%

2.7%

4.0%

2.7%

4.0%

9.3%

76.6%

39.0%

7.8%

16.9%

27.3%

11.7%

1.3%

5.2%

6.5%

1.3%

2.6%

5.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

家族・親戚

隣近所

友人

区・自治会の人

消防団

民生委員・児童委員

老人会・老人クラブ

行政の職員

ヘルパーなどの介護職員

医療機関の関係者

その他

いない

誰が避難を手助けしてくれるか

前回調査 (N=75)

今回調査 (N=77)
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    家族・親戚 隣近所 友人 
区・自治会 

の人 
消防団 

民生委員・ 

児童委員 

老人会・ 

老人クラブ  
 全体 (N=77) 76.6% 39.0% 7.8% 16.9% 27.3% 11.7% 1.3% 

性
別 

男性 (N=18) 66.7% 38.9% 5.6% 16.7% 38.9% 5.6% 0.0% 

女性 (N=59) 79.7% 39.0% 8.5% 16.9% 23.7% 13.6% 1.7% 

その他 (N=0)               

無回答 (N=0)               

年
齢
別 

10 歳代 (N=2) 100.0% 50.0% 50.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

20 歳代 (N=1) 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

30 歳代 (N=2) 50.0% 0.0% 0.0% 0.0% 50.0% 0.0% 0.0% 

40 歳代 (N=1) 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

50 歳代 (N=6) 66.7% 16.7% 16.7% 0.0% 16.7% 16.7% 0.0% 

60 歳代 (N=6) 83.3% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

70 歳代 (N=24) 75.0% 54.2% 12.5% 20.8% 37.5% 12.5% 0.0% 

80 歳以上 (N=35) 80.0% 40.0% 2.9% 22.9% 28.6% 14.3% 2.9% 

無回答 (N=0)               

地
区
別 

天王地区 (N=2) 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

岐尼地区 (N=21) 95.2% 52.4% 9.5% 14.3% 23.8% 23.8% 4.8% 

久佐々地区 (N=27) 66.7% 37.0% 7.4% 18.5% 25.9% 7.4% 0.0% 

田尻地区 (N=7) 71.4% 28.6% 0.0% 0.0% 28.6% 0.0% 0.0% 

東郷地区 (N=12) 83.3% 33.3% 8.3% 25.0% 33.3% 8.3% 0.0% 

歌垣地区 (N=5) 40.0% 40.0% 20.0% 40.0% 40.0% 20.0% 0.0% 

わからない (N=1) 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

無回答 (N=2) 50.0% 50.0% 0.0% 0.0% 50.0% 0.0% 0.0% 

 

 
 

    行政の職員 
ヘルパーなどの

介護職員 

医療機関の 

関係者 
その他 いない 無回答 

 
 

全体 (N=77) 5.2% 6.5% 1.3% 2.6% 5.2% 0.0% 

性
別 

男性 (N=18) 11.1% 0.0% 0.0% 5.6% 0.0% 0.0% 

女性 (N=59) 3.4% 8.5% 1.7% 1.7% 6.8% 0.0% 

その他 (N=0)             

無回答 (N=0)             

年
齢
別 

10 歳代 (N=2) 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

20 歳代 (N=1) 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

30 歳代 (N=2) 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

40 歳代 (N=1) 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

50 歳代 (N=6) 16.7% 16.7% 0.0% 0.0% 16.7% 0.0% 

60 歳代 (N=6) 0.0% 16.7% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

70 歳代 (N=24) 8.3% 4.2% 4.2% 4.2% 8.3% 0.0% 

80 歳以上 (N=35) 2.9% 5.7% 0.0% 2.9% 2.9% 0.0% 

無回答 (N=0)             

地
区
別 

天王地区 (N=2) 0.0% 50.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

岐尼地区 (N=21) 4.8% 4.8% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

久佐々地区 (N=27) 3.7% 7.4% 0.0% 3.7% 11.1% 0.0% 

田尻地区 (N=7) 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

東郷地区 (N=12) 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

歌垣地区 (N=5) 20.0% 20.0% 0.0% 20.0% 20.0% 0.0% 

わからない (N=1) 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

無回答 (N=2) 50.0% 0.0% 50.0% 0.0% 0.0% 0.0% 
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問 3６ 災害時に支援を必要とする人（避難行動要支援者。以下「要支援者」と言います。）

への支援対策として、必要性が高いのは何だと思いますか。（○は３つまで） 

◼ 単純集計(前回調査との比較) 

「要支援者がどこにいるのか、要介護・障がいの状態の把握」が５８．８%と最も多く、次いで「災害発生時に、

避難支援のため避難情報を伝える方法の確認」が３５．６%、「要支援者の安否確認・救助・避難誘導体制の確

立」が 30.9%となっている。 

前回調査との比較では、「要支援者がどこにいるのか、要介護・障がいの状態の把握」が７．４ポイント増加し、

「災害発生時に、避難支援のため避難情報を伝える方法の確認」が１５．４ポイント、「要支援者向けの物資の備

蓄」が１１．７ポイント、「ボランティアの受け入れ態勢の確立」が９．９ポイント、「避難支援を想定した防災訓練等の

実施」が９．８ポイント、「要支援者向けの避難所の確保」が８．３ポイント、「地域での日常的な避難支援体制づく

り」「要支援者の避難を支援する人の決定」がともに８．０ポイント、「避難所で継続が必要とされる福祉サービス

の量の把握」が７．５ポイント減少している。 

 

  

51.4%

32.1%

51.0%

32.5%

33.3%

29.7%

16.5%

26.7%

15.1%

17.9%

2.2%

10.4%

58.8%

24.1%

35.6%

30.9%

25.0%

18.0%

9.0%

18.7%

5.2%

8.1%

1.6%

7.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

要支援者がどこにいるのか、

要介護・障がいの状態の把握

(避難行動要支援者名簿の活用等)

要支援者の避難を支援する人(避難支援者)の決定

災害発生時に、避難支援のため

避難情報を伝える方法の確認

要支援者の安否確認・救助・避難誘導体制(手順)の確立

(防災関係部局、福祉関係部局、福祉従事者など関係者の連

絡・連携体制づくりを含む)

要支援者向けの避難所(車いす対応トイレ、乳幼児対応設備な

ど)の確保

要支援者向けの物資の備蓄

避難所で継続が必要とされる

福祉サービスの量の把握

地域での日常的な避難支援体制づくり

ボランティアの受け入れ態勢の確立

避難支援を想定した防災訓練等の実施

その他

無回答

要支援者への支援対策で何が必要か

前回調査 (N=498)

今回調査 (N=444)

火災発生時に、避難支援のため避難情報を伝える方法の確認

避難所で継続が必要とされる福祉サービスの量の把握

 

要支援者がどこにいるのか、要介護・障がいの状態の把握 

（避難行動要支援者名簿の活用等） 
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要
支
援
者
が
ど
こ
に
い
る
の
か
、 

要
介
護
・
障
が
い
の
状
態
の
把
握 

要
支
援
者
の
避
難
を
支
援
す
る
人

の
決
定 

災
害
発
生
時
に
、
避
難
支
援
の
た
め

避
難
情
報
を
伝
え
る
方
法
の
確
認 

要
支
援
者
の
安
否
確
認
・
救
助
・ 

避
難
誘
導
体
制
の
確
立 

要
支
援
者
向
け
の
避
難
所
の
確
保 

要
支
援
者
向
け
の
物
資
の
備
蓄 

避
難
所
で
継
続
が
必
要
と
さ
れ
る

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
量
の
把
握 

地
域
で
の
日
常
的
な 

避
難
支
援
体
制
づ
く
り 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
受
け
入
れ
態
勢

の
確
立 

避
難
支
援
を
想
定
し
た 

防
災
訓
練
等
の
実
施 

そ
の
他 

無
回
答 

 
 全体 (N=444) 58.8% 24.1% 35.6% 30.9% 25.0% 18.0% 9.0% 18.7% 5.2% 8.1% 1.6% 7.4% 

性
別 

男性 (N=195) 58.5% 24.1% 37.4% 33.8% 23.6% 22.1% 9.7% 19.0% 5.6% 10.8% 1.0% 3.6% 

女性 (N=243) 59.3% 23.9% 33.7% 28.4% 26.3% 15.2% 8.6% 17.7% 4.5% 6.2% 2.1% 10.7% 

その他 (N=2) 50.0% 0.0% 50.0% 50.0% 0.0% 0.0% 0.0% 50.0% 50.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

無回答 (N=4) 50.0% 50.0% 50.0% 25.0% 25.0% 0.0% 0.0% 50.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

年
齢
別 

10 歳代 (N=5) 40.0% 0.0% 40.0% 20.0% 40.0% 20.0% 20.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 40.0% 

20 歳代 (N=15) 53.3% 26.7% 33.3% 40.0% 13.3% 20.0% 26.7% 26.7% 6.7% 0.0% 0.0% 0.0% 

30 歳代 (N=18) 66.7% 22.2% 33.3% 33.3% 33.3% 22.2% 11.1% 11.1% 11.1% 5.6% 5.6% 0.0% 

40 歳代 (N=21) 61.9% 19.0% 42.9% 33.3% 23.8% 28.6% 9.5% 9.5% 14.3% 9.5% 0.0% 4.8% 

50 歳代 (N=59) 67.8% 16.9% 47.5% 33.9% 25.4% 18.6% 8.5% 13.6% 8.5% 1.7% 1.7% 1.7% 

60 歳代 (N=107) 64.5% 30.8% 30.8% 35.5% 25.2% 15.9% 10.3% 16.8% 3.7% 9.3% 0.0% 5.6% 

70 歳代 (N=143) 54.5% 28.7% 36.4% 30.1% 21.7% 17.5% 4.9% 23.1% 4.9% 11.9% 0.7% 8.4% 

80 歳以上 (N=74) 51.4% 13.5% 29.7% 21.6% 29.7% 17.6% 10.8% 20.3% 1.4% 6.8% 5.4% 14.9% 

無回答 (N=2) 50.0% 50.0% 50.0% 0.0% 50.0% 0.0% 0.0% 50.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

地
区
別 

天王地区 (N=10) 30.0% 40.0% 30.0% 40.0% 20.0% 30.0% 10.0% 10.0% 0.0% 10.0% 10.0% 0.0% 

岐尼地区 (N=110) 58.2% 28.2% 30.9% 28.2% 21.8% 14.5% 9.1% 17.3% 6.4% 11.8% 2.7% 10.0% 

久佐々地区 (N=179) 59.8% 21.8% 35.8% 31.3% 30.2% 19.0% 11.2% 17.9% 5.6% 7.3% 0.6% 5.6% 

田尻地区 (N=28) 57.1% 10.7% 39.3% 28.6% 17.9% 28.6% 7.1% 14.3% 3.6% 7.1% 3.6% 10.7% 

東郷地区 (N=58) 72.4% 27.6% 37.9% 36.2% 25.9% 20.7% 6.9% 17.2% 3.4% 0.0% 0.0% 5.2% 

歌垣地区 (N=51) 49.0% 21.6% 39.2% 29.4% 19.6% 11.8% 3.9% 31.4% 3.9% 13.7% 2.0% 11.8% 

わからない (N=2) 50.0% 50.0% 0.0% 0.0% 0.0% 50.0% 0.0% 0.0% 50.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

無回答 (N=6) 50.0% 33.3% 66.7% 33.3% 16.7% 0.0% 16.7% 16.7% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 
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問 3７ 災害時における要支援者にあなたはどのような手助けや対応ができますか。（○は

いくつでも） 

◼ 単純集計(前回調査との比較) 

「安否の確認や情報伝達などの声かけ」が 53.2%と最も多く、次いで「避難の手助け」が 52.5%、「避難所

での身の周りの世話」が 30.9%となっている。 

前回調査との比較では、「その他」が 4.4 ポイント増加している。 

 

 

 
 

    避難の手助け 

安否の確認や 

情報伝達などの 

声かけ 

避難所での 

身の周りの世話 
その他 無回答 

 
 全体 (N=444) 52.5% 53.2% 30.9% 8.6% 11.3% 

性
別 

男性 (N=195) 67.7% 59.0% 20.5% 4.6% 6.2% 

女性 (N=243) 40.7% 48.1% 39.1% 11.5% 15.6% 

その他 (N=2) 50.0% 50.0% 50.0% 50.0% 0.0% 

無回答 (N=4) 25.0% 75.0% 25.0% 0.0% 0.0% 

年
齢
別 

10 歳代 (N=5) 60.0% 60.0% 60.0% 0.0% 0.0% 

20 歳代 (N=15) 93.3% 53.3% 53.3% 0.0% 0.0% 

30 歳代 (N=18) 55.6% 38.9% 27.8% 16.7% 5.6% 

40 歳代 (N=21) 61.9% 76.2% 28.6% 14.3% 4.8% 

50 歳代 (N=59) 59.3% 57.6% 33.9% 3.4% 8.5% 

60 歳代 (N=107) 62.6% 61.7% 33.6% 3.7% 4.7% 

70 歳代 (N=143) 49.0% 53.1% 26.6% 7.7% 9.8% 

80 歳以上 (N=74) 27.0% 33.8% 27.0% 20.3% 32.4% 

無回答 (N=2) 50.0% 50.0% 50.0% 0.0% 0.0% 

地
区
別 

天王地区 (N=10) 40.0% 50.0% 50.0% 10.0% 10.0% 

岐尼地区 (N=110) 45.5% 49.1% 27.3% 6.4% 18.2% 

久佐々地区 (N=179) 58.7% 57.0% 33.0% 8.4% 6.1% 

田尻地区 (N=28) 35.7% 50.0% 21.4% 17.9% 17.9% 

東郷地区 (N=58) 51.7% 46.6% 36.2% 10.3% 8.6% 

歌垣地区 (N=51) 60.8% 58.8% 27.5% 5.9% 15.7% 

わからない (N=2) 50.0% 50.0% 50.0% 0.0% 0.0% 

無回答 (N=6) 33.3% 50.0% 16.7% 16.7% 0.0% 

 

  

55.2%

55.8%

29.5%

4.2%

12.9%

52.5%

53.2%

30.9%

8.6%

11.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

避難の手助け

安否の確認や情報伝達などの声かけ

避難所での身の周りの世話

その他

無回答

要支援者にどのような支援ができるか

前回調査 (N=498)

今回調査 (N=444)
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問 3８ あなたやご家族は、自宅以外の場所へ避難しなければならない事態に備えてどの

ような対策をとっていますか。（○はいくつでも） 

◼ 単純集計(前回調査との比較) 

「避難場所の位置を確認している」が 46.4%と最も多く、次いで「特に何もしていない」が３８．５％、「家族と

の連絡方法を決めている」が 21.2%、「家族が落ち合う場所を決めている」が 10.8%となっている。 

前回調査との比較では、大きな変化は見られない。 

 

 
 

    

避
難
場
所
の
位
置

を
確
認
し
て
い
る 

実
際
に
避
難
場
所

ま
で
行
き
、 

避
難
経
路
も
確
認

し
て
い
る 

家
族
と
の 

連
絡
方
法
を 

決
め
て
い
る 

家
族
が
落
ち
合
う

場
所
を
決
め
て 

い
る 

そ
の
他 

特
に
何
も 

し
て
い
な
い 

無
回
答 

 
 全体 (N=444) 46.4% 11.0% 21.2% 10.8% 2.7% 38.5% 4.5% 

性
別 

男性 (N=195) 49.7% 14.9% 19.5% 12.3% 2.6% 38.5% 1.5% 

女性 (N=243) 43.6% 7.4% 22.2% 9.1% 2.9% 39.1% 7.0% 

その他 (N=2) 50.0% 50.0% 50.0% 50.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

無回答 (N=4) 50.0% 25.0% 25.0% 25.0% 0.0% 25.0% 0.0% 

年
齢
別 

10 歳代 (N=5) 60.0% 0.0% 40.0% 20.0% 0.0% 20.0% 0.0% 

20 歳代 (N=15) 46.7% 13.3% 26.7% 33.3% 0.0% 33.3% 0.0% 

30 歳代 (N=18) 44.4% 16.7% 5.6% 0.0% 5.6% 38.9% 5.6% 

40 歳代 (N=21) 57.1% 14.3% 4.8% 4.8% 4.8% 38.1% 4.8% 

50 歳代 (N=59) 44.1% 5.1% 22.0% 11.9% 3.4% 40.7% 1.7% 

60 歳代 (N=107) 51.4% 18.7% 29.9% 15.0% 0.9% 29.9% 2.8% 

70 歳代 (N=143) 45.5% 5.6% 18.2% 9.8% 2.8% 43.4% 3.5% 

80 歳以上 (N=74) 37.8% 12.2% 20.3% 5.4% 4.1% 43.2% 12.2% 

無回答 (N=2) 100.0% 50.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

地
区
別 

天王地区 (N=10) 50.0% 30.0% 40.0% 10.0% 10.0% 30.0% 0.0% 

岐尼地区 (N=110) 37.3% 6.4% 13.6% 10.0% 0.9% 48.2% 5.5% 

久佐々地区 (N=179) 54.2% 12.8% 27.9% 15.6% 2.2% 30.7% 1.7% 

田尻地区 (N=28) 35.7% 7.1% 17.9% 7.1% 0.0% 39.3% 14.3% 

東郷地区 (N=58) 46.6% 10.3% 13.8% 3.4% 6.9% 44.8% 5.2% 

歌垣地区 (N=51) 45.1% 13.7% 21.6% 7.8% 3.9% 37.3% 7.8% 

わからない (N=2) 0.0% 0.0% 50.0% 0.0% 0.0% 50.0% 0.0% 

無回答 (N=6) 50.0% 16.7% 0.0% 0.0% 0.0% 50.0% 0.0% 

45.6%

10.2%

19.3%

9.2%

1.8%

37.6%

5.0%

46.4%

11.0%

21.2%

10.8%

2.7%

38.5%

4.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

避難場所の位置を確認している

実際に避難場所まで行き、避難経路も確認している

家族との連絡方法を決めている

家族が落ち合う場所を決めている

その他

特に何もしていない

無回答

避難しなければならない事態に備えた対策

前回調査 (N=498)

今回調査 (N=444)
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7. 地域福祉に関わる機関や団体について 

問３９ あなたは、「能勢町社会福祉協議会」をご存知ですか。（○は１つ） 

◼ 単純集計(前回調査との比較) 

「名前は知っているが、活動内容はわからない」が 52.3%と最も多く、次いで「名前も活動やサービスも含め、

よく知っている」が 20.0%、「名前も活動内容も知らない」が 16.4%となっている。 

前回調査との比較では、「無回答」が 4.7 ポイント増加し、「名前も活動内容も知らない」が 3.7 ポイント減少

している。 

 

 

 
 

    

名前も活動や 

サービスも含め、 

よく知っている 

名前は知って 

いるが、活動内容 

はわからない 

名前も活動内容も 

知らない 
無回答 計 

 
 全体 (N=444) 20.0% 52.3% 16.4% 11.3% 100.0% 

性
別 

男性 (N=195) 18.5% 50.8% 20.5% 10.3% 100.0% 

女性 (N=243) 21.8% 52.3% 13.6% 12.3% 100.0% 

その他 (N=2) 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 100.0% 

無回答 (N=4) 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 100.0% 

年
齢
別 

10 歳代 (N=5) 0.0% 20.0% 80.0% 0.0% 100.0% 

20 歳代 (N=15) 6.7% 46.7% 40.0% 6.7% 100.0% 

30 歳代 (N=18) 0.0% 66.7% 27.8% 5.6% 100.0% 

40 歳代 (N=21) 19.0% 66.7% 4.8% 9.5% 100.0% 

50 歳代 (N=59) 11.9% 59.3% 18.6% 10.2% 100.0% 

60 歳代 (N=107) 20.6% 52.3% 18.7% 8.4% 100.0% 

70 歳代 (N=143) 26.6% 49.7% 11.2% 12.6% 100.0% 

80 歳以上 (N=74) 23.0% 45.9% 13.5% 17.6% 100.0% 

無回答 (N=2) 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 100.0% 

地
区
別 

天王地区 (N=10) 20.0% 60.0% 20.0% 0.0% 100.0% 

岐尼地区 (N=110) 23.6% 49.1% 13.6% 13.6% 100.0% 

久佐々地区 (N=179) 16.8% 55.9% 20.1% 7.3% 100.0% 

田尻地区 (N=28) 25.0% 39.3% 17.9% 17.9% 100.0% 

東郷地区 (N=58) 13.8% 53.4% 19.0% 13.8% 100.0% 

歌垣地区 (N=51) 27.5% 52.9% 2.0% 17.6% 100.0% 

わからない (N=2) 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 100.0% 

無回答 (N=6) 33.3% 50.0% 16.7% 0.0% 100.0% 

 

  

19.3%

20.0%

54.0%

52.3%

20.1%

16.4%

6.6%

11.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

前回調査

(N=498)

今回調査

(N=444)

能勢町社会福祉協議会を知っているか

名前も活動やサービスも含め、よく知っている 名前は知っているが、活動内容はわからない

名前も活動内容も知らない 無回答
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問３９で「１」または「２」のいずれかを回答した方に 

 

問３９-１ あなたは、能勢町社会福祉協議会の事業をご存知ですか。（○はいくつでも） 

◼ 単純集計(前回調査との比較) 

「シルバー人材センター」が 65.1%と最も多く、次いで「能勢ふれあいフェスタ」が 56.1%、「共同募金

活動」が 41.4%となっている。 

前回調査との比較では、「おせち料理の配食」が18.2ポイント、「ホームヘルプサービス事業」が12.5ポ

イント、「交通空白地有償運送事業」が 10.8 ポイント、「ふれあい給食サービス」が 9.5 ポイント、「居宅介

護支援事業」が9.2ポイント、「日常生活自立支援事業」が7.0ポイント、「大阪府生活福祉資金の貸付」が

6.8 ポイント、「ふれあいミニ・デイサービス」が 6.3 ポイント、「ふれあい会食会」が 5.9 ポイント、「シルバ

ー人材センター」が5.4ポイント、「車いすの貸出」が5.3ポイント、「ボランティアセンター事業」が4.4ポイ

ント、「地区福祉委員会活動の支援」が4.3ポイント、「子育てサロン「にこにこ」」が 4.2ポイント増加してい

る。 
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31.2%

14.0%

57.0%

27.7%

7.4%

13.7%

11.8%

4.7%

5.5%

26.3%

14.8%

3.3%

11.0%

32.9%

43.8%

20.8%

8.8%

25.2%

24.4%

25.8%

59.7%

12.6%

7.9%

9.6%

35.5%

18.4%

56.1%

33.6%

13.7%

16.2%

14.6%

11.5%

12.5%

35.8%

33.0%

5.3%

13.7%

37.1%

41.4%

23.4%

19.6%

30.5%

24.6%

33.6%

38.3%

65.1%

6.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

地区福祉委員会(小地域ネットワーク)活動の支援

ボランティアセンター事業

能勢ふれあいフェスタ

ふれあい会食会

ふれあいミニ・デイサービス

心配ごと相談

コミュニティソーシャルワーカー(CSW)の活動

大阪府生活福祉資金の貸付

日常生活自立支援事業

ふれあい給食サービス

おせち料理の配食

生活支援体制整備事業

福祉施設・介護事業所などの連絡会組織の支援

子育てサロン「にこにこ」

共同募金活動(地区募金会)

献血推進事業(献血推進協議会)

交通空白地有償運送事業(ふれあい号)

車いすの貸出

地域見守り事業 (今回のみ)

居宅介護支援事業(介護保険)

ホームヘルプサービス事業

(介護・障がい福祉サービス)

シルバー人材センター

地域自立生活支援事業(前回のみ)

ふれあいセンターの運営(前回のみ)

無回答

能勢町社会福祉協議会の事業で知っているもの

前回調査 (N=365)

今回調査 (N=321)
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地
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デ
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カ
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の
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動 

大
阪
府
生
活
福
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日
常
生
活
自
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支
援
事
業 

ふ
れ
あ
い
給
食 

サ
ー
ビ
ス 

お
せ
ち
料
理
の 

配
食 

生
活
支
援
体
制 

整
備
事
業  

 
 全体 (N=321) 35.5% 18.4% 56.1% 33.6% 13.7% 16.2% 14.6% 11.5% 12.5% 35.8% 33.0% 5.3% 

性
別 

男性 (N=135) 35.6% 16.3% 51.1% 23.7% 11.9% 15.6% 12.6% 12.6% 14.1% 26.7% 20.7% 5.2% 

女性 (N=180) 35.6% 20.6% 60.0% 41.1% 15.6% 17.2% 16.7% 11.1% 11.1% 43.9% 42.8% 5.6% 

その他 (N=2) 50.0% 0.0% 50.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

無回答 (N=4) 25.0% 0.0% 50.0% 50.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 25.0% 0.0% 25.0% 0.0% 

年
齢
別 

10 歳代 (N=1) 100.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

20 歳代 (N=8) 37.5% 25.0% 75.0% 0.0% 0.0% 0.0% 12.5% 12.5% 12.5% 25.0% 0.0% 0.0% 

30 歳代 (N=12) 16.7% 16.7% 16.7% 8.3% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

40 歳代 (N=18) 55.6% 33.3% 61.1% 16.7% 16.7% 22.2% 22.2% 27.8% 22.2% 33.3% 27.8% 11.1% 

50 歳代 (N=42) 31.0% 9.5% 59.5% 26.2% 7.1% 2.4% 9.5% 7.1% 14.3% 35.7% 33.3% 4.8% 

60 歳代 (N=78) 29.5% 20.5% 56.4% 32.1% 14.1% 19.2% 12.8% 14.1% 16.7% 37.2% 30.8% 6.4% 

70 歳代 (N=109) 39.4% 18.3% 62.4% 41.3% 19.3% 20.2% 22.9% 12.8% 11.0% 37.6% 39.4% 5.5% 

80 歳以上 (N=51) 35.3% 17.6% 43.1% 43.1% 11.8% 19.6% 5.9% 5.9% 5.9% 43.1% 39.2% 3.9% 

無回答 (N=2) 50.0% 0.0% 50.0% 50.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 50.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

地
区
別 

天王地区 (N=8) 25.0% 0.0% 37.5% 25.0% 0.0% 25.0% 0.0% 0.0% 12.5% 25.0% 12.5% 0.0% 

岐尼地区 (N=80) 36.3% 12.5% 58.8% 51.3% 21.3% 12.5% 12.5% 8.8% 12.5% 47.5% 40.0% 2.5% 

久佐々地区 (N=130) 29.2% 20.8% 56.2% 26.9% 11.5% 16.9% 16.9% 13.8% 10.8% 31.5% 31.5% 6.2% 

田尻地区 (N=18) 44.4% 33.3% 44.4% 33.3% 16.7% 5.6% 5.6% 5.6% 22.2% 44.4% 33.3% 5.6% 

東郷地区 (N=39) 35.9% 17.9% 61.5% 23.1% 12.8% 12.8% 10.3% 7.7% 10.3% 30.8% 28.2% 7.7% 

歌垣地区 (N=41) 53.7% 22.0% 53.7% 34.1% 9.8% 26.8% 24.4% 19.5% 14.6% 34.1% 36.6% 7.3% 

わからない (N=0)                         

無回答 (N=5) 20.0% 0.0% 60.0% 20.0% 0.0% 20.0% 0.0% 0.0% 20.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

 

 
 

    

福
祉
施
設
・
介
護

事
業
所
な
ど
の
連

絡
会
組
織
の
支
援 

子
育
て
サ
ロ
ン

「
に
こ
に
こ
」 

共
同
募
金
活
動 

献
血
推
進
事
業 

交
通
空
白
地
有
償

運
送
事
業 

車
い
す
の
貸
出 

地
域
見
守
り 

事
業  

居
宅
介
護
支
援 

事
業 

ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ 

サ
ー
ビ
ス
事
業 

シ
ル
バ
ー
人
材 

セ
ン
タ
ー 

無
回
答 

 
 

全体 (N=321) 13.7% 37.1% 41.4% 23.4% 19.6% 30.5% 24.6% 33.6% 38.3% 65.1% 6.9% 

性
別 

男性 (N=135) 12.6% 25.9% 42.2% 23.7% 20.0% 23.0% 23.0% 24.4% 28.1% 58.5% 9.6% 

女性 (N=180) 14.4% 46.1% 40.6% 23.3% 19.4% 37.2% 26.1% 41.1% 45.0% 71.1% 5.0% 

その他 (N=2) 0.0% 50.0% 50.0% 50.0% 0.0% 0.0% 50.0% 0.0% 50.0% 0.0% 0.0% 

無回答 (N=4) 25.0% 0.0% 50.0% 0.0% 25.0% 0.0% 0.0% 25.0% 75.0% 50.0% 0.0% 

年
齢
別 

10 歳代 (N=1) 0.0% 100.0% 100.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

20 歳代 (N=8) 0.0% 25.0% 37.5% 37.5% 12.5% 12.5% 37.5% 37.5% 12.5% 12.5% 0.0% 

30 歳代 (N=12) 0.0% 16.7% 16.7% 0.0% 0.0% 8.3% 8.3% 8.3% 16.7% 41.7% 16.7% 

40 歳代 (N=18) 16.7% 55.6% 38.9% 16.7% 22.2% 27.8% 38.9% 38.9% 38.9% 72.2% 5.6% 

50 歳代 (N=42) 9.5% 33.3% 35.7% 28.6% 19.0% 23.8% 16.7% 23.8% 23.8% 73.8% 4.8% 

60 歳代 (N=78) 15.4% 46.2% 43.6% 25.6% 17.9% 29.5% 29.5% 41.0% 50.0% 75.6% 3.8% 

70 歳代 (N=109) 14.7% 36.7% 47.7% 21.1% 26.6% 35.8% 27.5% 34.9% 38.5% 67.9% 10.1% 

80 歳以上 (N=51) 17.6% 27.5% 35.3% 25.5% 13.7% 37.3% 15.7% 33.3% 41.2% 49.0% 5.9% 

無回答 (N=2) 0.0% 0.0% 50.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 50.0% 50.0% 0.0% 

地
区
別 

天王地区 (N=8) 0.0% 37.5% 37.5% 25.0% 25.0% 25.0% 25.0% 12.5% 12.5% 62.5% 12.5% 

岐尼地区 (N=80) 12.5% 36.3% 40.0% 23.8% 21.3% 35.0% 26.3% 31.3% 32.5% 65.0% 5.0% 

久佐々地区 (N=130) 14.6% 36.9% 37.7% 26.2% 16.9% 29.2% 22.3% 33.8% 42.3% 64.6% 5.4% 

田尻地区 (N=18) 5.6% 38.9% 44.4% 16.7% 27.8% 38.9% 27.8% 44.4% 55.6% 66.7% 16.7% 

東郷地区 (N=39) 17.9% 30.8% 33.3% 17.9% 12.8% 17.9% 20.5% 30.8% 33.3% 59.0% 5.1% 

歌垣地区 (N=41) 17.1% 48.8% 65.9% 24.4% 29.3% 39.0% 31.7% 41.5% 39.0% 78.0% 9.8% 

わからない (N=0)                       

無回答 (N=5) 0.0% 0.0% 20.0% 0.0% 0.0% 0.0% 20.0% 20.0% 40.0% 20.0% 20.0% 
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問 4０ あなたは、能勢町社会福祉協議会に今後、どのようなことを期待しますか。 

（○はいくつでも） 

◼ 単純集計(前回調査との比較) 

「福祉に関する総合相談サービスの充実」が 48.6%と最も多く、次いで「高齢者や障がいのある人が地域で

生活するための自立支援」が 32.4%、「介護保険や障がい福祉サービス以外の在宅福祉サービスの充実」が

25.0%となっている。 

前回調査との比較では、「福祉に関する総合相談サービスの充実」が 7.0 ポイント増加し、「子育てに関する

福祉サービス等の充実」が 5.1 ポイント、「高齢者や障がいのある人が地域で生活するための自立支援」が 3.9

ポイント、「福祉団体への支援」が 3.1 ポイント減少している。 

 

  

41.6%

24.3%

13.5%

15.7%

17.9%

36.3%

22.5%

17.5%

14.1%

9.4%

15.1%

2.4%

9.2%

10.6%

48.6%

24.5%

10.6%

18.0%

12.8%

32.4%

25.0%

17.3%

14.0%

6.3%

12.2%

1.1%

8.8%

11.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

福祉に関する総合相談サービスの充実

住民同士の助け合いの仕組みづくりとその充実

福祉に関する講習や講演会の

実施などの福祉教育の充実

ボランティアの育成や活動の充実

子育てに関する福祉サービス等の充実

高齢者や障がいのある人が

地域で生活するための自立支援

介護保険や障がい福祉サービス以外の

在宅福祉サービスの充実

福祉に関する情報の発信(インターネットなどを含む)

福祉に対する要望、ニーズの把握と

サービスの企画・実施

福祉団体への支援

災害時のボランティア受入調整に関すること

その他

特に期待することはない

無回答

能勢町社会福祉協議会に期待するもの

前回調査 (N=498)

今回調査 (N=444)
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福
祉
に
関
す
る 

総
合
相
談 

サ
ー
ビ
ス
の
充
実 

住
民
同
士
の 

助
け
合
い
の 

仕
組
み
づ
く
り
と

そ
の
充
実 

福
祉
に
関
す
る 

講
習
や
講
演
会
の

実
施
な
ど
の 

福
祉
教
育
の
充
実 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

育
成
や
活
動
の 

充
実 

子
育
て
に
関
す
る

福
祉
サ
ー
ビ
ス
等

の
充
実 

高
齢
者
や
障
が
い

の
あ
る
人
が
地
域

で
生
活
す
る 

た
め
の
自
立
支
援 

介
護
保
険
や
障
が

い
福
祉
サ
ー
ビ
ス

以
外
の
在
宅
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
充
実  

 全体 (N=444) 48.6% 24.5% 10.6% 18.0% 12.8% 32.4% 25.0% 

性
別 

男性 (N=195) 46.7% 26.2% 11.3% 19.0% 13.8% 30.3% 26.7% 

女性 (N=243) 49.8% 23.5% 9.5% 16.0% 11.5% 34.2% 23.5% 

その他 (N=2) 100.0% 50.0% 50.0% 100.0% 100.0% 50.0% 50.0% 

無回答 (N=4) 50.0% 0.0% 25.0% 50.0% 0.0% 25.0% 25.0% 

年
齢
別 

10 歳代 (N=5) 20.0% 0.0% 0.0% 20.0% 40.0% 20.0% 20.0% 

20 歳代 (N=15) 26.7% 20.0% 6.7% 13.3% 20.0% 26.7% 26.7% 

30 歳代 (N=18) 50.0% 27.8% 5.6% 22.2% 38.9% 44.4% 38.9% 

40 歳代 (N=21) 47.6% 23.8% 4.8% 14.3% 38.1% 23.8% 14.3% 

50 歳代 (N=59) 40.7% 28.8% 15.3% 16.9% 6.8% 27.1% 13.6% 

60 歳代 (N=107) 60.7% 24.3% 12.1% 13.1% 15.0% 30.8% 33.6% 

70 歳代 (N=143) 51.0% 23.8% 8.4% 18.9% 6.3% 34.3% 21.0% 

80 歳以上 (N=74) 39.2% 25.7% 13.5% 23.0% 10.8% 37.8% 28.4% 

無回答 (N=2) 50.0% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 50.0% 

地
区
別 

天王地区 (N=10) 30.0% 20.0% 10.0% 0.0% 10.0% 0.0% 30.0% 

岐尼地区 (N=110) 43.6% 18.2% 11.8% 15.5% 9.1% 29.1% 22.7% 

久佐々地区 (N=179) 54.7% 26.3% 11.7% 21.8% 15.1% 35.2% 28.5% 

田尻地区 (N=28) 35.7% 28.6% 14.3% 25.0% 14.3% 42.9% 14.3% 

東郷地区 (N=58) 48.3% 32.8% 3.4% 12.1% 15.5% 34.5% 22.4% 

歌垣地区 (N=51) 51.0% 21.6% 11.8% 13.7% 11.8% 31.4% 23.5% 

わからない (N=2) 0.0% 50.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

無回答 (N=6) 50.0% 16.7% 0.0% 50.0% 0.0% 16.7% 50.0% 

 

 
 

    

福
祉
に
関
す
る 

情
報
の
発
信 

（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
な
ど
を
含
む
） 

福
祉
に
対
す
る 

要
望
、
ニ
ー
ズ
の

把
握
と
サ
ー
ビ
ス

の
企
画
・
実
施 

福
祉
団
体
へ
の 

支
援 

災
害
時
の 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

受
入
調
整
に 

関
す
る
こ
と 

そ
の
他 

特
に
期
待
す
る 

こ
と
は
な
い 

無
回
答 

 
 

全体 (N=444) 17.3% 14.0% 6.3% 12.2% 1.1% 8.8% 11.7% 

性
別 

男性 (N=195) 17.9% 12.8% 6.7% 10.8% 1.5% 10.3% 7.2% 

女性 (N=243) 16.5% 14.8% 5.8% 13.6% 0.8% 7.8% 15.2% 

その他 (N=2) 50.0% 50.0% 50.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

無回答 (N=4) 25.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 25.0% 

年
齢
別 

10 歳代 (N=5) 0.0% 0.0% 20.0% 20.0% 0.0% 40.0% 0.0% 

20 歳代 (N=15) 26.7% 0.0% 0.0% 13.3% 0.0% 20.0% 0.0% 

30 歳代 (N=18) 22.2% 22.2% 5.6% 11.1% 0.0% 16.7% 0.0% 

40 歳代 (N=21) 14.3% 28.6% 4.8% 23.8% 0.0% 4.8% 4.8% 

50 歳代 (N=59) 22.0% 13.6% 8.5% 11.9% 0.0% 16.9% 8.5% 

60 歳代 (N=107) 27.1% 17.8% 6.5% 13.1% 0.9% 4.7% 9.3% 

70 歳代 (N=143) 9.8% 11.2% 4.2% 10.5% 0.7% 6.3% 16.1% 

80 歳以上 (N=74) 12.2% 12.2% 9.5% 10.8% 4.1% 8.1% 17.6% 

無回答 (N=2) 50.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

地
区
別 

天王地区 (N=10) 10.0% 0.0% 0.0% 0.0% 10.0% 10.0% 10.0% 

岐尼地区 (N=110) 17.3% 15.5% 6.4% 11.8% 0.0% 12.7% 16.4% 

久佐々地区 (N=179) 20.7% 14.5% 7.3% 12.8% 0.0% 6.7% 8.4% 

田尻地区 (N=28) 10.7% 21.4% 7.1% 14.3% 0.0% 10.7% 10.7% 

東郷地区 (N=58) 15.5% 6.9% 5.2% 8.6% 3.4% 6.9% 13.8% 

歌垣地区 (N=51) 11.8% 15.7% 5.9% 15.7% 3.9% 5.9% 13.7% 

わからない (N=2) 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 50.0% 0.0% 

無回答 (N=6) 33.3% 16.7% 0.0% 16.7% 0.0% 16.7% 0.0% 
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問 4１ 次の①～④における認知度をお伺いします。(①～④でそれぞれ○は１つずつ) 

また、「知っている」と回答された方は利用(相談)についてもお答えください。 

 

①民生委員・児童委員 

◼ 単純集計(前回調査との比較) 

認知度は「知っている」が 70.7%、「知らない」が 14.9%で、「知っている」が「知らない」を 55.8 ポイント上

回っている。 

前回調査との比較では、「知っている」が 21.3 ポイント増加し、「知らない」が 30.9 ポイント減少している。 

利用（相談）については「したことがない」が 81.8%、「したことがある」が 5.7%で、「したことがない」が「した

ことがある」を 76.1 ポイント上回っている。 

 

 
  

49.4%

70.7%

45.8%

14.9%

4.8%

14.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

前回調査

(N=498)

今回調査

(N=444)

民生委員・児童委員を知っているか

知っている 知らない 無回答

利用(相談)した

ことがある

5.7%

利用(相談)した

ことがない

81.8%

無回答

12.4%

民生委員・児童委員の利用・相談 (N=314)
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    知っている 知らない 無回答 計 

 
 全体 (N=444) 70.7% 14.9% 14.4% 100.0% 

性
別 

男性 (N=195) 68.7% 20.5% 10.8% 100.0% 

女性 (N=243) 72.8% 9.9% 17.3% 100.0% 

その他 (N=2) 0.0% 100.0% 0.0% 100.0% 

無回答 (N=4) 75.0% 0.0% 25.0% 100.0% 

年
齢
別 

10 歳代 (N=5) 40.0% 60.0% 0.0% 100.0% 

20 歳代 (N=15) 33.3% 66.7% 0.0% 100.0% 

30 歳代 (N=18) 55.6% 38.9% 5.6% 100.0% 

40 歳代 (N=21) 66.7% 19.0% 14.3% 100.0% 

50 歳代 (N=59) 79.7% 10.2% 10.2% 100.0% 

60 歳代 (N=107) 73.8% 10.3% 15.9% 100.0% 

70 歳代 (N=143) 73.4% 11.9% 14.7% 100.0% 

80 歳以上 (N=74) 68.9% 10.8% 20.3% 100.0% 

無回答 (N=2) 50.0% 0.0% 50.0% 100.0% 

地
区
別 

天王地区 (N=10) 70.0% 20.0% 10.0% 100.0% 

岐尼地区 (N=110) 68.2% 13.6% 18.2% 100.0% 

久佐々地区 (N=179) 69.8% 19.0% 11.2% 100.0% 

田尻地区 (N=28) 67.9% 14.3% 17.9% 100.0% 

東郷地区 (N=58) 70.7% 13.8% 15.5% 100.0% 

歌垣地区 (N=51) 82.4% 3.9% 13.7% 100.0% 

わからない (N=2) 50.0% 50.0% 0.0% 100.0% 

無回答 (N=6) 66.7% 0.0% 33.3% 100.0% 

 

 
 

    
利用(相談) 

したことがある 

利用(相談) 

したことがない 
無回答 計 

 
 全体 (N=314) 5.7% 81.8% 12.4% 100.0% 

性
別 

男性 (N=134) 3.0% 85.8% 11.2% 100.0% 

女性 (N=177) 7.3% 79.1% 13.6% 100.0% 

その他 (N=0)         

無回答 (N=3) 33.3% 66.7% 0.0% 100.0% 

年
齢
別 

10 歳代 (N=2) 0.0% 100.0% 0.0% 100.0% 

20 歳代 (N=5) 20.0% 60.0% 20.0% 100.0% 

30 歳代 (N=10) 0.0% 90.0% 10.0% 100.0% 

40 歳代 (N=14) 21.4% 71.4% 7.1% 100.0% 

50 歳代 (N=47) 4.3% 85.1% 10.6% 100.0% 

60 歳代 (N=79) 8.9% 82.3% 8.9% 100.0% 

70 歳代 (N=105) 1.9% 85.7% 12.4% 100.0% 

80 歳以上 (N=51) 3.9% 74.5% 21.6% 100.0% 

無回答 (N=1) 100.0% 0.0% 0.0% 100.0% 

地
区
別 

天王地区 (N=7) 28.6% 42.9% 28.6% 100.0% 

岐尼地区 (N=75) 4.0% 84.0% 12.0% 100.0% 

久佐々地区 (N=125) 5.6% 80.0% 14.4% 100.0% 

田尻地区 (N=19) 0.0% 89.5% 10.5% 100.0% 

東郷地区 (N=41) 9.8% 80.5% 9.8% 100.0% 

歌垣地区 (N=42) 2.4% 88.1% 9.5% 100.0% 

わからない (N=1) 0.0% 100.0% 0.0% 100.0% 

無回答 (N=4) 25.0% 75.0% 0.0% 100.0% 
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②福祉委員(地区福祉委員会) 

◼ 単純集計 

認知度は「知っている」が 44.1%、「知らない」が 37.6%で、「知っている」が「知らない」を 6.5 ポイント上回

っている。 

利用（相談）については「したことがない」が 78.6%、「したことがある」が 9.7%で、「したことがない」が「した

ことがある」を 68.9 ポイント上回っている。 

  

知っている

44.1%

知らない

37.6%

無回答

18.2%

福祉委員を知っているか (N=444)

利用(相談)

したことが

ある

9.7%

利用(相談)した

ことがない

78.6%

無回答

11.7%

福祉委員の利用・相談 (N=196)
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    知っている 知らない 無回答 計 

 
 全体 (N=444) 44.1% 37.6% 18.2% 100.0% 

性
別 

男性 (N=195) 42.1% 42.1% 15.9% 100.0% 

女性 (N=243) 45.7% 34.2% 20.2% 100.0% 

その他 (N=2) 50.0% 50.0% 0.0% 100.0% 

無回答 (N=4) 50.0% 25.0% 25.0% 100.0% 

年
齢
別 

10 歳代 (N=5) 40.0% 60.0% 0.0% 100.0% 

20 歳代 (N=15) 13.3% 86.7% 0.0% 100.0% 

30 歳代 (N=18) 27.8% 66.7% 5.6% 100.0% 

40 歳代 (N=21) 28.6% 57.1% 14.3% 100.0% 

50 歳代 (N=59) 54.2% 32.2% 13.6% 100.0% 

60 歳代 (N=107) 42.1% 42.1% 15.9% 100.0% 

70 歳代 (N=143) 49.7% 30.1% 20.3% 100.0% 

80 歳以上 (N=74) 43.2% 27.0% 29.7% 100.0% 

無回答 (N=2) 50.0% 0.0% 50.0% 100.0% 

地
区
別 

天王地区 (N=10) 30.0% 40.0% 30.0% 100.0% 

岐尼地区 (N=110) 49.1% 30.0% 20.9% 100.0% 

久佐々地区 (N=179) 36.9% 48.0% 15.1% 100.0% 

田尻地区 (N=28) 32.1% 42.9% 25.0% 100.0% 

東郷地区 (N=58) 46.6% 34.5% 19.0% 100.0% 

歌垣地区 (N=51) 68.6% 19.6% 11.8% 100.0% 

わからない (N=2) 100.0% 0.0% 0.0% 100.0% 

無回答 (N=6) 33.3% 0.0% 66.7% 100.0% 

 

 
 

    
利用(相談) 

したことがある 

利用(相談) 

したことがない 
無回答 計 

 
 全体 (N=196) 9.7% 78.6% 11.7% 100.0% 

性
別 

男性 (N=82) 12.2% 78.0% 9.8% 100.0% 

女性 (N=111) 6.3% 80.2% 13.5% 100.0% 

その他 (N=1) 0.0% 100.0% 0.0% 100.0% 

無回答 (N=2) 100.0% 0.0% 0.0% 100.0% 

年
齢
別 

10 歳代 (N=2) 0.0% 100.0% 0.0% 100.0% 

20 歳代 (N=2) 0.0% 50.0% 50.0% 100.0% 

30 歳代 (N=5) 0.0% 80.0% 20.0% 100.0% 

40 歳代 (N=6) 16.7% 66.7% 16.7% 100.0% 

50 歳代 (N=32) 3.1% 81.3% 15.6% 100.0% 

60 歳代 (N=45) 6.7% 84.4% 8.9% 100.0% 

70 歳代 (N=71) 14.1% 77.5% 8.5% 100.0% 

80 歳以上 (N=32) 9.4% 75.0% 15.6% 100.0% 

無回答 (N=1) 100.0% 0.0% 0.0% 100.0% 

地
区
別 

天王地区 (N=3) 0.0% 100.0% 0.0% 100.0% 

岐尼地区 (N=54) 13.0% 70.4% 16.7% 100.0% 

久佐々地区 (N=66) 10.6% 80.3% 9.1% 100.0% 

田尻地区 (N=9) 0.0% 88.9% 11.1% 100.0% 

東郷地区 (N=27) 11.1% 77.8% 11.1% 100.0% 

歌垣地区 (N=35) 2.9% 85.7% 11.4% 100.0% 

わからない (N=0)         

無回答 (N=2) 50.0% 50.0% 0.0% 100.0% 
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③コミュニティソーシャルワーカー（CSW） 

◼ 単純集計(前回調査との比較) 

認知度は「知らない」が 59.7%、「知っている」が 20.9%で、「知らない」が「知っている」を 38.8 ポイント上

回っている。 

前回調査との比較では、「無回答」が 14.8 ポイント増加し、「知らない」が 15.2 ポイント減少している。 

利用（相談）については「したことがない」が 79.6%、「したことがある」が 17.2%で、「したことがない」が「し

たことがある」を 62.4 ポイント上回っている。 

 

 

  

20.5%

20.9%

74.9%

59.7%

4.6%

19.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

前回調査

(N=498)

今回調査

(N=444)

コミュニティソーシャルワーカーを知っているか

知っている 知らない 無回答

利用(相談)した

ことがある

17.2%

利用(相談)した

ことがない

79.6%

無回答

3.2%

コミュニティソーシャルワーカーの利用・相談 (N=93)
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    知っている 知らない 無回答 計 

 
 全体 (N=444) 20.9% 59.7% 19.4% 100.0% 

性
別 

男性 (N=195) 21.5% 61.0% 17.4% 100.0% 

女性 (N=243) 20.2% 58.4% 21.4% 100.0% 

その他 (N=2) 50.0% 50.0% 0.0% 100.0% 

無回答 (N=4) 25.0% 75.0% 0.0% 100.0% 

年
齢
別 

10 歳代 (N=5) 40.0% 60.0% 0.0% 100.0% 

20 歳代 (N=15) 13.3% 86.7% 0.0% 100.0% 

30 歳代 (N=18) 16.7% 83.3% 0.0% 100.0% 

40 歳代 (N=21) 28.6% 57.1% 14.3% 100.0% 

50 歳代 (N=59) 18.6% 69.5% 11.9% 100.0% 

60 歳代 (N=107) 17.8% 65.4% 16.8% 100.0% 

70 歳代 (N=143) 23.8% 53.1% 23.1% 100.0% 

80 歳以上 (N=74) 20.3% 45.9% 33.8% 100.0% 

無回答 (N=2) 50.0% 50.0% 0.0% 100.0% 

地
区
別 

天王地区 (N=10) 10.0% 60.0% 30.0% 100.0% 

岐尼地区 (N=110) 20.9% 56.4% 22.7% 100.0% 

久佐々地区 (N=179) 20.1% 64.2% 15.6% 100.0% 

田尻地区 (N=28) 17.9% 57.1% 25.0% 100.0% 

東郷地区 (N=58) 20.7% 58.6% 20.7% 100.0% 

歌垣地区 (N=51) 27.5% 56.9% 15.7% 100.0% 

わからない (N=2) 0.0% 100.0% 0.0% 100.0% 

無回答 (N=6) 33.3% 16.7% 50.0% 100.0% 

 

 
 

    
利用(相談) 

したことがある 

利用(相談) 

したことがない 
無回答 計 

 
 全体 (N=93) 17.2% 79.6% 3.2% 100.0% 

性
別 

男性 (N=42) 19.0% 78.6% 2.4% 100.0% 

女性 (N=49) 16.3% 79.6% 4.1% 100.0% 

その他 (N=1) 0.0% 100.0% 0.0% 100.0% 

無回答 (N=1) 0.0% 100.0% 0.0% 100.0% 

年
齢
別 

10 歳代 (N=2) 0.0% 100.0% 0.0% 100.0% 

20 歳代 (N=2) 0.0% 100.0% 0.0% 100.0% 

30 歳代 (N=3) 0.0% 100.0% 0.0% 100.0% 

40 歳代 (N=6) 16.7% 83.3% 0.0% 100.0% 

50 歳代 (N=11) 9.1% 81.8% 9.1% 100.0% 

60 歳代 (N=19) 26.3% 73.7% 0.0% 100.0% 

70 歳代 (N=34) 17.6% 76.5% 5.9% 100.0% 

80 歳以上 (N=15) 20.0% 80.0% 0.0% 100.0% 

無回答 (N=1) 0.0% 100.0% 0.0% 100.0% 

地
区
別 

天王地区 (N=1) 100.0% 0.0% 0.0% 100.0% 

岐尼地区 (N=23) 17.4% 78.3% 4.3% 100.0% 

久佐々地区 (N=36) 19.4% 75.0% 5.6% 100.0% 

田尻地区 (N=5) 0.0% 100.0% 0.0% 100.0% 

東郷地区 (N=12) 33.3% 66.7% 0.0% 100.0% 

歌垣地区 (N=14) 0.0% 100.0% 0.0% 100.0% 

わからない (N=0)         

無回答 (N=2) 0.0% 100.0% 0.0% 100.0% 
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④生活支援コーディネーター 

◼ 単純集計 

認知度は「知らない」が 65.1%、「知っている」が 14.9%で、「知らない」が「知っている」を 50.2 ポイント上

回っている。 

利用（相談）については「したことがない」が 89.4%、「したことがある」が 7.6%で、「したことがない」が「した

ことがある」を 81.8 ポイント上回っている。 

 
  

知っている

14.9%

知らない

65.1%

無回答

20.0%

生活支援コーディネーターの認知 (N=444)

利用(相談)し

たことがある

7.6%

利用(相談)した

ことがない

89.4%

無回答

3.0%

生活支援コーディネーターの利用・相談

(N=66)
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    知っている 知らない 無回答 計 

 
 全体 (N=444) 14.9% 65.1% 20.0% 100.0% 

性
別 

男性 (N=195) 15.9% 65.6% 18.5% 100.0% 

女性 (N=243) 14.4% 64.2% 21.4% 100.0% 

その他 (N=2) 0.0% 100.0% 0.0% 100.0% 

無回答 (N=4) 0.0% 75.0% 25.0% 100.0% 

年
齢
別 

10 歳代 (N=5) 20.0% 80.0% 0.0% 100.0% 

20 歳代 (N=15) 13.3% 86.7% 0.0% 100.0% 

30 歳代 (N=18) 22.2% 77.8% 0.0% 100.0% 

40 歳代 (N=21) 9.5% 76.2% 14.3% 100.0% 

50 歳代 (N=59) 8.5% 79.7% 11.9% 100.0% 

60 歳代 (N=107) 15.9% 67.3% 16.8% 100.0% 

70 歳代 (N=143) 18.2% 58.0% 23.8% 100.0% 

80 歳以上 (N=74) 12.2% 52.7% 35.1% 100.0% 

無回答 (N=2) 0.0% 50.0% 50.0% 100.0% 

地
区
別 

天王地区 (N=10) 0.0% 70.0% 30.0% 100.0% 

岐尼地区 (N=110) 17.3% 60.0% 22.7% 100.0% 

久佐々地区 (N=179) 12.3% 71.5% 16.2% 100.0% 

田尻地区 (N=28) 17.9% 57.1% 25.0% 100.0% 

東郷地区 (N=58) 15.5% 63.8% 20.7% 100.0% 

歌垣地区 (N=51) 19.6% 62.7% 17.6% 100.0% 

わからない (N=2) 0.0% 100.0% 0.0% 100.0% 

無回答 (N=6) 16.7% 16.7% 66.7% 100.0% 

 

 
 

    
利用(相談) 

したことがある 

利用(相談) 

したことがない 
無回答 計 

 
 全体 (N=66) 7.6% 89.4% 3.0% 100.0% 

性
別 

男性 (N=31) 6.5% 90.3% 3.2% 100.0% 

女性 (N=35) 8.6% 88.6% 2.9% 100.0% 

その他 (N=0)         

無回答 (N=0)         

年
齢
別 

10 歳代 (N=1) 0.0% 100.0% 0.0% 100.0% 

20 歳代 (N=2) 0.0% 100.0% 0.0% 100.0% 

30 歳代 (N=4) 0.0% 100.0% 0.0% 100.0% 

40 歳代 (N=2) 0.0% 100.0% 0.0% 100.0% 

50 歳代 (N=5) 20.0% 60.0% 20.0% 100.0% 

60 歳代 (N=17) 11.8% 88.2% 0.0% 100.0% 

70 歳代 (N=26) 7.7% 88.5% 3.8% 100.0% 

80 歳以上 (N=9) 0.0% 100.0% 0.0% 100.0% 

無回答 (N=0)         

地
区
別 

天王地区 (N=0)         

岐尼地区 (N=19) 21.1% 73.7% 5.3% 100.0% 

久佐々地区 (N=22) 0.0% 95.5% 4.5% 100.0% 

田尻地区 (N=5) 0.0% 100.0% 0.0% 100.0% 

東郷地区 (N=9) 11.1% 88.9% 0.0% 100.0% 

歌垣地区 (N=10) 0.0% 100.0% 0.0% 100.0% 

わからない (N=0)         

無回答 (N=1) 0.0% 100.0% 0.0% 100.0% 
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8. さいごに 

問 42 町の地域福祉全般について、ご意見がありましたら、ご自由にご記入ください。 

◼ 自由記述 （誤字・脱字等を加筆修正しています） 

・やることが多い中での人材育成と確保が必要。 

・「いき百」の内容の再検討→新しいものをとり入れるべき→VTRでなく人材派遣・ボランティアグループ→施

設使用料無料に 

・高校無償化。自分の子どもは自分の責任で高校に行かせてください。 

・移住してもらえるベースとして企業誘致・能勢町は神戸、大阪、京都に出るのに 1 時間で行ける立地を生か

す。 

・子ども（出産）。どうすれば不安を感じない状況として感じ、定住につなげるか。 

・学校教育、特に「道徳」が重要。 

・時間、挨拶、言葉遣い、これができていない。今までの教育の結果が「今日」の日常となっている。 

・学校の先生が辞めたいと話をされたことを聞いたことがある。 

・ハラスメントという時代になってきているので教師もどうしてよいか分からなくなっている。 

・今の時代を乗り切りましょう。（みんな不安） 

・とりあえず定住を第一に。 

・次に子どものことを考えましょう。 

近年議論されていますとおり、交通機関の整備、人口増加、企業誘致、農業の活性化などの課題が山積し

ており、これらの課題が改善されない限り、魅力的な町づくりは難しいと思っています。能勢町の現状を鑑み

ると実現が困難なのは、一定の理解はしますが、危機感、責任感を持って、早急に行政として職務にまい進す

る必要があると考えます。個人的には、インフラ整備がまず何よりも大事で、一番不便に感じている部分でも

あります。町として、受け皿である整備ができれば、人や企業、商業施設、飲食店などは集まってくるのではな

いでしょうか？課題の改善に関して、調整するべきことが多々あり、大変だとは思いますが、このままだと取り

返しがつかなくなってしまいますので、どうか、将来の世代のために尽力していただきますよう、よろしくお願

いします。「インフラ整備なくして、地域福祉の未来なし」だと思います。 

空き家をなんとかしてほしい。非常に危険。 

近所の人とのつき合いを大切にし、浅く広くおつき合いし、何かあったら助けてあげようと思い合う地域の

仲間でありたいです。顔見知りの人を増やす機会が、たくさんあると良いと思います。 

福祉バスや巡回バスを充実させて、外食やおしゃべり、体操等、運転ができない人・できなくなった人でも、

日常生活を活性化することで、健康寿命が伸びたり、独居者でもメリハリが生まれるのではないか。それと、

気候変動が常態化。大雨時に河川の整備がされていないので洪水にならないか心配。 
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・能勢町に公園が設置されていないことに驚きました。 

・スーパーマーケットが集中されていて不便さを感じる。 

・能勢町の人口減少にとても不安を覚える。 

・多くの企業等の誘致を切望する。その実施で自然と若者等が増え、人口減少を防ぐ。努力をお願いしたいと

思っています。 

・ベンチに老夫婦の人形を作り座らせている姿を見て心が張り裂けそうになりました。 

1．福祉活動ボランティアなどの募集等により、能勢町公務員として採用し、人口の増加を図る。 

2．農業、林業への就業希望者を募集し、人口増加を図り、福祉の充実を図る。 

いつもありがとうございます。 

【3名】 

該当者は障がい者（施設入所中）で読み書き困難なため代筆しています。また、設問への回答も困難なた

め可能な範囲で記入しています。 

関心を持たない住民にも責任があるのかもしれないが、それに答えようとしない行政（町会議員、職員）に

も問題があるのかな？ 子どもを最近近くで見かけなくなったこともあり、つくづく人間関係が疎遠になってい

くようで、残念です。地域が少しでも活気が出るようにがんばっていただきたい！ 

・様々な支援・取組をしていただいていること感謝しています。 

・能勢は広いので、例えば淨るりシアターでの催しも遠く行きづらいことがあります。小さく回数を増やして、

地元（村単位等）で実施できるものを増やしてほしい。 

・PR・広報活動をくり返すことで取り組みが分かってきます。それも、同じような内容や紙面でなく、住民の関

心をひくようなものによって。 

午前・午後２回位、＜地区＞→＜ノセボックス＞→＜銀行＞→＜地区＞のようなルートでの買物バスが出

ると良いのではないかと思います。 

私の知ってる限りでは、必要なだけ充実していると思います。ただ、他の地域の地域福祉について全然知ら

ないので、もっと必要なことがあるのかどうかは、専門の方にお任せしたいと思ってます。 

能勢町社会福祉協議会の内容説明等、住民により知っていただくような対策を願いたい！ 

後を継ぐ人のないときの田んぼや山をどうするか。 

年末に骨折して年明けまで入院できず、車いすを用意していただいてずいぶん助かった。ありがたいとつく

づく実感しました。介護タクシーも利用できました。 

疑問。アンケートの意図はよくわかりよいと思うのですが、集計結果はどこでどのように公開される？ また

は公開されない？その点が見えません。結果を見る方法や時期が表紙の説明にあった方が良いのでは？ 

結果を知りたいと誰しも思うような気がしますがどうなんでしょう。 

福祉が充実している町になってほしいです。 

本人認知症のためほぼ回答不可能です。 

保健センター、役場に行ったときにあいさつしても知らん顔で、対応が悪い。なんせ暗い、明るさがない。相

談しにくい。 

全員がかなりの高齢で、民生委員（地区福祉委員）は選出が無理な状況。そんな中で、移住してきた人がな

ってくださったりしているが、地域にはその方の顔も知らない人が大半。全員超高齢者の場合の支援のあり

方を町として考えるときが来ている。 
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バスがない。買物するところがないのは不安。このまま年を取っていくのかと思うと不安 

今まで、私や家族が福祉のお世話になることがなかったので、能勢町の福祉活動のことについてあまり深く

知らずに過ごしてきました。今回、いろいろな福祉活動のことを知り、改めて福祉活動に携わってくださってい

る方々にとても感謝します。能勢町の福祉活動をよく知らない町民の方にも広く周知されるよう、もっと福祉

に関する情報を発信してほしいです。福祉が充実していくのはとてもありがたいですが、これから近い将来、

福祉のお世話に必ずなる私たちも、それに甘えすぎることのないよう、自分の健康や生活環境を維持できるよ

う、努力しなければいけないと思います。お年寄りも散歩がてらに行けて、小さな子どもも遊ばせられる公園

を作ってください。 

・ふれあい号や乗合タクシー 

今はまだ利用したことはありませんが、前日までに予約が必要とのこと。当日になって急に出かけたりすると

き、救急ではなくても町外の病院に行きたくなったときに当日に連絡しても乗せてもらえないのは、これから

車の運転ができなくなったときを思うと不安でしかない。なので、ある程度年をとったら能勢からは出たいと

思ってしまいます。住みたくても住んでいられなくなる。 

・何かを申し込むとき、手続きをするとき 

「HＰをごらんください。メールでお問い合わせください」。スマホも持っていない、持っていても操作ができな

い人が情報を得られなかったり、利用できなかったりすることがないように、あきらめてしまう人が現れない

ように窓口や電話が減らないように対応していただきたい。 

・毎月の町報がとてもありがたいです。 

若い世代が進学するときに家族で引っ越しされたり。就職するとき、大学へ進学するときに単身で町外へ引

っ越したり。結婚を期に町外へ出たりと若い世代が町内に残る確率が低いと思います。親から引き継ぐ家や

田畑があるから。離れて暮らせない介護の必要があるなどの理由もなく、能勢町内に残って暮らし続けてい

る２０～３０代はとても少ないのではないでしょうか。 

田舎暮らしが好きな人、町内で暮らし続けたいと思っている人もいると思います。いろいろ交通手段を考え

て、タクシーなども新しく稼働し、助かっている人も増えたと思いますが、町外へ出る手段が少ないと、生活範

囲が限られた人でないと町内で住みにくいという環境は変わらず、人口も人材も減るばかりで心配です。 

・バスの本数の増回（1時間に 1本はほしい!!）阪急バス、能勢電鉄の駅まで。 

・人材不足の福祉、教育分野の資格取得の支援の充実 

など、町内に住み続けやすい環境作りにも目を向けていただきたいと願っています。 

・交通の便がとても悪く日常の生活ができない。 

・バスも大きなバスは燃料も大変なので小型バスで何回か運営してほしいです。 

・病院にも（車）がなければ通院できず人が住む場所ではないと思います。 

・タクシーも足が悪い人も多いですが家の前まで来てくれないので大変です。 

・健康な人でないとこの地域では生活できません。 

新しい方が能勢町の人になったので、本当に楽しみに普通の生活ができるように頑張って考えてください！

よろしくお願いします。 

 

  



110 

 

いろいろな取り組みをしておられるようですが、活動内容もあまり知らないし、あー今年は誰々が民生委

員、地区福祉委員になられているのだなあーと思う位で過ごしています。まだ元気なのだなあとも思いますが

…。区の取り組み活動にしても、高齢化しており、皆との会合もなく全体が孤立してしまって隣近所の方も年

老いていてあまり話すことがなくなりました。昔は同居していて困ったこともありましたが、皆それぞれ時間が

あり余裕もありました。もう皆が高齢で外にも出ないし、もっと若い人が住みやすい能勢にしてほしい。福祉と

かに頼らない町作りをしてほしいと思います。 

現在は車の運転もできて、買い物等も 1 人でしてなんとか不自由なしに暮らしておりますが、動けなくなっ

たときには、又、介護の方でお世話にならないといけないと思いますが、そのときにはどうぞよろしくお願いい

たします。 

それぞれの分野で活動されていると思うが、活動内容が具体的に周知されていないように思う（知ろうとし

ないからかもしれないが？） 

地域見守り事業の拡張を図っていただきたい。 

高齢化社会になり人口の減少、交通の不便さ等々、諸問題が生じてます。能勢町の活性化、例えば、移住

者の受け入れ、山村留学等されればいかがですか？ 

各種委員や、ささゆり学園等に家族が所属したり、関わりがあれば、情報を得るのはとても簡単で、よく周

知されている。それ以外の方や、能勢町へ移住してこられて間もない方は、どのような交流場所があるか、イ

ベントごとがあるかは、知る機会が非常に少なくなっているように感じることが多い。自分から一生懸命にな

り、一人で情報を取りに行かなくても、周りの方から聞いたりでき、みんなで共有できる地域福祉が充実でき

れば、理想的であるように思います。赤ちゃんから、高齢者の方まで、約束しなくてもつどい出会えて、交流で

きる場が屋内、屋外にいずれも必要と考えます。歩いて行ける隣近所が少ないので、図書室等では普段顔見

知りではない能勢在住の方に出会うのは、すごく新鮮に感じます。子どものころからいろいろな方に出会い話

をして、助け合う心を育てるのに必要なことなのではないかなぁと考えています。 

長男が池田に住んでいますので病院、買物等は土・日に連れて行ってくれます。平日は一人で気をつけて

がんばっています。 

若い子育て世代を積極的に移住させて（外国人を含めて）町を活性化させるように手を打つべきだと思い

ます。（一旦町を離れた人はもう帰ってきません、あきらめるべきです） 

記入していて「知らないこと」が多いなあ～と思いました。自分がまだ「助けを得ないと生活ができない！」

という立場にいないから…ということに気づかされました。これからはもっと「知ろう」という思い「知らなくっち

ゃ」と思いました。これから先の人生のために！ありがとうございました。 

・「オレンジカフェ」交通手段が中止となり残念。 

・ますます高齢者への福祉事業が減少。 

・利用者の意見を聞きましたか？聞いていないとしたら、聞くべきだと思う。 

・形だけの福祉アンケートは今後遠慮したい。 

問 31-1 で述べましたよう、適当に住みやすい所だと私は思います。が、もう少し環境に負荷がかからない

会社があり、働く所があればいいと思います。 

いつも親切にしていただき、ありがたく思っています。 
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老齢化が（能勢だけではありませんが…）どんどん進み、医学の発達でどんどん寿命は伸び、「生きる自由

と死ぬ自由」ということばをよく最近考えます。福祉と一言で言ってもそこには、マンパワー・お金・施設等々が

必要になってくることは当たり前のことです。私も（６０代）やがてそう遠くない内に自力での生活が困難になる

と思います。どこまで町に頼るべきか、いつ頼るべきか…できるかぎり自力生活をしたいと思っていて、そのた

めには移動手段の充実が今、一番望みたいことかなあと思います。車を手離すためにはそれがネックです。家

にこもるのは認知機能の低下、孤独感の増大を生みます。特に私のように一人暮らしの者にとってはですが

…。町の地域福祉全般にあまり知識のない（まだ元気ですから）私の独り言です。10年先に同じことを聞かれ

たらまた違う意見になると思います。ありがとうございました。 

地域の中で、助け合いできることはやりたいと思っています。実際にできることは、私たちも身体的・体力的

にも限られているので、今現在自分の家のことで、精一杯の状況です。手助けしたいこと、手助けしてほしい

ことは言えませんが、これからの老後の生活を考えると心配事は多々あります。近所にも、一人暮らしの方な

どあり、今現在どのような支援を受けられているのかなど、どのような支援をしていけばいいのか、地域として

もどのように対応しているのかわかりません。社会福祉協議会や町として、区として発信していくことをより細

かく対応してほしい。 

緑ばかりが大切ではない。農業は法人化を考えても良いと思う。自然を利用して大規模な公園と道の駅を

作るとか、大きな広い駐車場完備のモールを作って他地域の人を呼び込むとかどんどん企業を誘致して、と

にかく税収を考えてほしい。また、早急に交通の利便をよくしてほしい。いろんな地方へ行って、いい見本を見

てきてほしいし、今後能勢町の人口が増加するとは思えない。こんな山・田んぼばかりで不便な所に魅力があ

るとは思えないので、他の市・町・村・都市部から来てもらえるような思い切った開発がしてもらえたらと思う。

何十年も先の代になると思うが… 

現在の民生委員は、昔とちがって名前だけで、何にもしない。役に立たない。来ても、口だけのおしゃべりし

て、終わり。おしまい。めったに来たことなし。来なくていい。民生委員が「お前の所、家はこっち」とか別の地区

の民生委員と差別する。 

特にコロナ以降、人が集まらなくなった。各種総会・忘年会中止など。家族葬が普通となり親戚、近隣の参

加・協力も激減した。子どもの数が減り、子どもに関する行事も減り、近隣との会話機会がほとんどなくなっ

た。家族単位となり、他人との共同・互助意識が減り、互いにプライバシーになることを話さなくなり、相談もし

なくなった。家族内でも高齢者のみが能勢に残り、子どもたちは都会のマンションで住み、田舎へ帰ってこな

いし、帰ってきても農業では生活できないし、働く場所もない。数年もすると空き家ばかりになるかも…。年金

生活の高齢者ばかりとなり、全世帯が福祉により守られることになっていくのでは…。これからは自治会活動

が重要になると思われるが、役員になる人がおらず、順番制で維持しているのが現状ではないか？無理もな

いことで、年齢的・経済的・能力的？にも他人の世話ができる余裕のある人は少ないのではないか。それと、

自治会とは何をすべきか、どうあるべきかについて、リーダーの人材育成が必要と思う。言うのは簡単だが、

人材が育つか非常に難しいことである。役場の努力に期待しています。 

若者が住みたくなる町を作り、雇用の創出によりこれからの地域の担い手を確保しない限り、未来を語るこ

とは難しい。 
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町の地域包括支援センターはよく聞く。能勢町社会福祉協議会での支援内容はよくわからない。２本立て

の事業所なのか？ 介護事業もされているようなのだが、表立って聞くのはふれあい給食サービス、高齢者

のシルバー人材センター等。利用したこともなく、あまりよく理解をしていない。まだフレイルでもなく、元気で

いることが幸せであると思う。 

民生委員の活動内容がよくわからない。高齢者が民生委員に任命されても活動できないのではと思われ

るので、考えるべきではないでしょうか？ 

・犬を飼っているので災害時に同行避難できるのか心配。受け入れ体制はありますか。 

・バスの本数が減り、山下駅までの便が悪い。高齢者向けにタクシー割引チケット等があれば車の運転ができ

なくなっても住み続けられる確率が上がるのではと思う。 

・福祉は関係ないかと思いますが…。ノセＢＯＸの駐車場内の逆走がとても多い。ご高齢者の方が運転されて

いることもよく見るので、もっとわかりやすい表示等していただいた方が良いと思う。とても危険です。 

いつもお世話になりありがとうございます。高齢化になり、人との関わりが少なくなってきました。集まりが

できるような場所、車がなくても送り迎えが充実できることが大切になってきているので、一人ひとりの生活に

合った見守り等に目がいくようにしていただけたらうれしいですね。急なときの車の提供等（予約なしでも）し

ていただけると今後うれしく思います。 

東・西地区と分かれており、それぞれの地区にカラーがあり、なかなか一緒に活動することが難しいのでは

と思う。村意識が強く、村ならではの風習、あまり人の家のことを悪く言わないというか、入っていってはいけ

ないような感じがあります。婿さんも外から来た人や、自治会と村との意識の差があり、新しい人が入ってくる

となかなかとけこむのには時間がかかります。高齢者が多くなり、地域の活動に参加したいけど、コロナになっ

てから村に引きこもる傾向が増えています。また、東郷地区から淨るりシアターに行くのが、これまた遠くてバ

スも出ているようですが、そこまでして行きたいという気持ちが薄れてきているようです。 

乗合タクシーをもっと利用しやすいものにしてほしい。具体的には、当日までネットでも予約可能にする。バ

スと競合しないように…とのことですが、もはやバスをなくして乗合タクシーの利用エリアを拡大（日生中央

駅、山下駅なども可にする等）、台数の増加を図ればどうでしょうか。もちろん反対の声も上がるでしょうが、

“持続可能性”を考えると乗合タクシーを充実させる方が合理的かと思います。（阪急バスも赤字路線なくせ

るなら、その方が良いのでは…） 

今は元気で一人暮らしですが、この先 80～90歳になると、体力、病気など車も手ばなすと心配ですが、自

分でできることは迷惑かけないように頑張ります。宜しくお願いします。 

このアンケートの結果は町政に生かされていますか？ 今までのアンケートどこに反映されていますか？ 

これからご協力お願いします。主人のときいろいろお世話様なり、ありがとうございました。本当に感謝して

おります。 

年を取ると家から１０分も歩く所へは遠くて何かがあっても行くことができない。近所の家でも少し遠いと行

けない。坂があっても行くことが× 
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福祉の意識をもう一度再確認していただきたいです。能勢町が好きで越してきましたが、福祉サービスの

不充実さにとても残念に思います。それを「仕方ない」と受け入れて当たり前になっている空気もとても残念に

思います。活気があり人気の高い自治体は、子育て・福祉の意識が高く充実していて、移住者も多いです。子

育て・福祉は人が生きるための根幹に関わる支えるものです。農業・林業・商業・工業・その他全てのサービ

ス・職業は、人がいなければ成り立ちませんし、人が元気で活力がなければうまく回りません。そして、経済的

にもつながりません。地域福祉とは、人が幸せに生きる土台を担うことだと思います。結果や成果にすぐに結

びつかないし、わかりにくい分野だと思いますが、目に見えないことだからこそ大事にすれば必ず伝わるし、

広がると思います。福祉に関わるお仕事をされていることに誇りと自信を持って取り組んでいただきたいと一

町民としてお願いしますし、応援しています。私もできることはしていきます。 

いろんな相談があっても、地元の人が多く、役場でも、どこでも相談しにくい。顔見知りばかりで、特に役場

の職員は守秘義務が守られていないと思う。そんなところに相談すれば、たちまち家庭のことなどのうわさが

ひろがる。相談したくても行けない…。 

福祉事業は行政、各種団体、町民の協力体制がなければ進めていけないことだと思いますので、専門家な

どを交え、今の現状に合った対策を行ってもらえればと思います。 

近くに総合病院がほしい。 

１．高額医療費の補助 

２．町内及び自宅～近隣地の交通機関の支援 

地域において、健康体操（いきいき百歳体操）が現在行われていないので、民生委員や福祉委員さんを中

心として、高齢者の交流の場としてもぜひ、福祉の方からも声かけをしていただき、実施できることをお願い

いたします。 

町高齢化に伴い今後ますます福祉計画必要。思いついたまま記入にて、まとまらず。「農、山村の町づくり」

課題。一人暮らし高齢者ばかり（私も７０代、１０年後を考えたとき、支援される側であり、今活動していても…

その頃は？ この能勢町に不安あり）。 

・支え合いネットワークづくり。地域か？組織、サークル、ボランティア他、支援のマネジメントと予算必要。特に

ボランティア育成大切。 

Q.（ボランティア支援金が打ち切りになったと聞くがどうにか？）地域の人が地域の人を支える「地産地消」 

Q.有償ボランティア（感謝の価格）を考慮！→地域貢献となり→主体性を持った生きがい・助け合いとならな

いか。例、仕事で意欲がわく生きがい支援、田畑等農業支援、100均ショップ 

・道の駅で余剰野菜の集めと販売 UP 等々具体的に●●をしないと、今や農業敗退、田畑荒れ放題等々。わ

かりやすいこの地で生きる力となる計画してください。 
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入院設備のある病院と交通機関の改善。家族が入院しても交通機関が少ないために、他の家族が動けな

い。交通機関が少ないためにコミュニケーションがなく、能勢町から出られないので認知症も増える。能勢町

の面積に比べて、スーパーが 1 軒しかないのがおかしい？能勢町に住んでいる人は農家以外の人も住んで

います。1 軒のスーパーは品ぞろえが少ないし、他県のスーパーに買い物に行ってます。食料品から日用品な

どすべてのものが充実しているスーパーに行ってます。丹波篠山市、ラ・ムー篠山店、亀岡市のスーパー、福

知山市、PLANT-3 福知山店、イオン。能勢は環境が良いので、設備が充実したら、就職先もできて人も住

みやすくなると思います。このままだと過疎化が進むだけです。30年住んで何も変わらないことも珍しいかも

しれませんね。能勢は環境がいいので、交通機関と職の安心と医療の安心があれば住みやすく人は集まると

思います。 

市役所の先生が忙しくても、2か月に 1度ほどの割合で訪問していただきたく思います。それはなぜかと申

しますと、身体の具合とか金銭面の管理が、できているかどうかの意見交換が大切だと思います。職員様が

一人ひとりの意見を聞いてくださると、私たちはもっと気軽に暮らせると思います。町内会のお祭りや、集いが

もっと大事なのではないでしょうかと私はそう思います。それはなぜかというと、周りの方と意見交換ができる

から。 

公共交通機関を充実させてほしい。ケガしたときなど、バスがないため通院できない。車が必要だが、今後

歳をとったときに運転できなくなると、買い物にも行けなくなる。東地区にスーパーがないのに、バスは朝 1

本・夕 1 本ではどこにも行けない。公園がないため、子どもが遊べない。公共施設の充実を望む。スーパーが

ないなら（つくれないなら）、移動販売等をしてほしい。西地区が発展しているが、東地区は発展していないた

め、とても住みづらい。今後長く住むには難しいところがある。老いたら住めない。やさしくない町。消防団の

再編は非常に困る。ただでさえ人がいないのに、この再編は非常に困る。ただでさえ人がいないのにこの再編

でメリットを感じず、やる気をなくしている人が多く、地区防災の士気の低下につながった。なり手不足はわか

るが、お金の問題が本当の理由に感じる。それなら他のところを見直し、消防団の縮小をやめるべき。初期消

火の大切さを再度知るべき、地区を守る身として強く思う。 

セカンドライフを過ごす場として能勢の地を選びました。能勢の自然の中で過ごせることが何よりもうれし

いことです。夫婦共に 77歳になり、先日の夫の骨折で（4か月の入院）初めて福祉のお世話になりました。今

後は福祉の情報に関心を持ち、できるだけ長くこの地で暮らしたいと思います。 

AEDが近くにあればいいのにと思います。あとある場所がなんとなくしかわからないのが残念です。 

昨年能勢町に転入したが、公共交通の脆弱さに危機感を持っている。特に能勢町は周りを他府県に囲まれ

た立地上特殊な町で、町の支援策として町域や他府県にまたがる交通手段への支援に難があると承知してい

る。 

現在も能勢町乗合タクシーや妙見口のせ号等があるが、ライドシェアの能勢町版のように町に運転手候補

を登録して講習を行い、Uberのように自家用車での移動支援に自分が動ける時間をオンラインで載せて、そ

れを見た自家用車輸送を利用したい人とマッチングして個別輸送を実現できるような仕組みがあれば素敵だ

なと思う。 

個人的にですが、ささゆり学園の送迎バス位の大きさのバスを所有しており、能勢町でのイベントでの来場

者輸送や、また自分の軽自動車での能勢町版ライドシェアのような仕組みができれば、大型２種免許を持って

いる者として能勢町の公共交通に貢献したいと考えている。 

どなたかがわかっておりません。 
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高校生の交通費支援をお願いします 

今のところ、利用したことがないので何と言ってよいのかわからないが、今後、利用することがあればよろし

くお願いします。 

若者から高齢者までが安心して住み続けられる町になるよう期待します。 

「福祉」というわけではないが、「限界集落」と表現される地域を町内に抱えるフェーズに入った。このこと

は、能勢町全体の「よそからのものを受け入れない体質」が原因と思われる。いまさら、他府県の似たような

「田舎」で「よそものを積極的に受け入れている」地域のようにはならないだろうけど、今までの取り組みが、残

念だったと思う。 

能勢町内だけでなく 町外の市民病院へ向かう車があればと思う。子どもが安心して遊べる無料施設（公

園）などがあれば良い。 

能勢町内の各区、各自治会に担当職員の配置(複数地区の関わりでもＯＫ)些細なことでも気軽に相談で

きる出張窓口。 

若者に分かりやすいよう、情報発信をしてほしい。 

能勢町は少子化、高齢者増になっているにもかかわらず、福祉に関しては不十分かと感じる。予算的なこと

もあるが、30年以上前に川西市から転居してきたが、年々住みづらくなった。近隣のニュータウンを参考に早

い段階での対応が必要かと思います。 

高齢者の人数に対して若い人が少なく地域活動なども全てにおいて、若い人に負担がかかっている。子ど

もにも帰ってきてほしい気持ちもあるが私たちが負っている負担を思うと可哀想で帰ってきてほしくない。 

少子高齢化が進むなかで交通手段の確保を望みます 

福祉がどうのこうのは、こんな長いアンケートをやったった感がある役所側の自己満足で、交通機関の問題

を本当に真剣に考えてほしい。 

公共施設含めてよそ者を邪険に扱うこんな閉鎖的な考えが未だに残ってる町に何の改善を求めるのでしょ

うか？ 

まぁ、この個人情報もどうせ漏洩されて村八分的な扱いを受ける覚悟で書いてることを理解ください。 
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9. 地域とのつながりの有無による地域福祉に関わる意識の比較検討 

地域とのつながりの有無による地域福祉に関わる意識の違いについて、問１０(地域とつながっていると思う

かと)とのクロス集計によって、比較検討した。 

◼ 能勢町に住み続けたいか 

「このまま住み続けたい」は「つながっていると思う」(70.0%)が「つながっていないと思う」(36.0%)を 34.0

ポイント上回っており、地域とのつながりが移住希望に大きく影響している。 

 

◼ 隣近所とのつき合い 

近所の人との関係で、「助け合う親しい人がいる」は「つながっていると思う」(44.4%)が「つながっていない

と思う」(10.7%)を 33.7 ポイント上回っている。 

また、近所との付き合いは必要と思うか、近所との付き合いに満足しているかについても、「つながっていると

思う」が「つながっていないと思う」を大きく上回っている、 

このように、地域とのつながりが隣近所とのつき合いに大きく影響している。 

 

 

70.0%

36.0%

4.7%

0.0%

9.3%

37.3%

14.4%

25.3%

1.6%

1.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

つながっていると思う

(N=257)

つながっていないと思う

(N=75)

地域とのつながり別 これからも住み続けたいか

このまま住み続けたい 現在の住まいは移りたいが、

能勢町内に住み続けたい

町外に移りたい どちらともいえない 無回答

44.4%

10.7%

25.7%

10.7%

23.0%

22.7%

5.4%

36.0%

0.0%

0.0%

0.8%

20.0%

0.8%

0.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

つながっていると思う

(N=257)

つながっていないと思う

(N=75)

地域のつながり別 近所の人との関係

助け合う親しい人がいる 訪問し合う程度の人がいる

立ち話程度の人がいる あいさつをする程度の人がいる

その他 ほとんど付き合いはない

無回答
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◼ 地域環境についての満足度 

安心して子どもを産み育てられる環境については、「満足している」「ほぼ満足している」を合計した「満足して

いる」(37.0%)は「つながっていると思う」が「つながっていないと思う」（24.0%）を 13.0 ポイント上回ってい

る。 

 

子どもが元気に成長できる環境については、「満足している」「ほぼ満足している」を合計した「満足している」

は「つながっていると思う」(45.9%)が「つながっていないと思う」(37.3%)を 8.6 ポイント上回っている。 

 

47.9%

17.3%

44.0%

48.0%

5.8%

22.7%

1.6%

9.3%

0.0%

1.3%

0.8%

1.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

つながっていると思う

(N=257)

つながっていないと思う

(N=75)

地域のつながり別 近所との付き合いは必要と思うか

とても必要だ まあまあ必要だ どちらでもよい あまり必要ない まったく必要ない 無回答

35.0%

14.7%

54.9%

46.7%

7.8%

30.7%

0.4%

5.3%

1.9%

2.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

つながっていると思う

(N=257)

つながっていないと思う

(N=75)

地域のつながり別 近所との付き合いに満足しているか

満足している ほぼ満足している あまり満足していない 不満である 無回答

4.3%

0.0%

32.7%

24.0%

35.0%

37.3%

6.6%

22.7%

21.4%

16.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

つながっていると思う

(N=257)

つながっていないと思う

(N=75)

地域のつながり別 安心して子どもを産み育てられる環境の満足度

満足している ほぼ満足している あまり満足していない 不満である 無回答

5.8%

0.0%

40.1%

37.3%

28.0%

25.3%

4.3%

20.0%

21.8%

17.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

つながっていると思う

(N=257)

つながっていないと思う

(N=75)

地域のつながり別 子どもが元気に成長できる環境の満足度

満足している ほぼ満足している あまり満足していない 不満である 無回答
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青少年が健全に育つ環境については、「満足している」「ほぼ満足している」を合計した「満足している」は「つ

ながっていると思う」(46.3%)が「つながっていないと思う」(29.3%)を 17.0 ポイント上回っている。 

 

障がいがあっても安心して暮らせる環境については、「満足している」「ほぼ満足している」を合計した「満足し

ている」は「つながっていると思う」(29.1%)が「つながっていないと思う」(12.0%)を 17.1 ポイント上回ってい

る。 

 

高齢者が安心して暮らせる環境については、「満足している」「ほぼ満足している」を合計した「満足している」

は「つながっていると思う」（30.8%）が「つながっていないと思う」(13.3%)を 17.5 ポイント上回っている。 

 

  

5.1%

0.0%

41.2%

29.3%

26.5%

37.3%

5.1%

17.3%

22.2%

16.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

つながっていると思う

(N=257)

つながっていないと思う

(N=75)

地域のつながり別 青少年が健全に育つ環境の満足度

満足している ほぼ満足している あまり満足していない 不満である 無回答

1.9%

1.3%

27.2%

10.7%

35.8%

41.3%

14.4%

30.7%

20.6%

16.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

つながっていると思う

(N=257)

つながっていないと思う

(N=75)

地域のつながり別 障がいがあっても安心して暮らせる環境の満足度

満足している ほぼ満足している あまり満足していない 不満である 無回答

5.1%

0.0%

25.7%

13.3%

42.0%

46.7%

16.3%

36.0%

10.9%

4.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

つながっていると思う

(N=257)

つながっていないと思う

(N=75)

地域のつながり別 高齢者が安心して暮らせる環境の満足度

満足している ほぼ満足している あまり満足していない 不満である 無回答
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地域内の人間関係が良く助け合える環境については、「満足している」「ほぼ満足している」を合計した「満足

している」は「つながっていると思う」(５８．１%)が「つながっていないと思う」(20.３%)を 37.８ポイント上回って

いる。 

 

地域内の人間関係が良く助け合える環境については、「満足している」「ほぼ満足している」を合計した「満足

している」は「つながっていると思う」（34.7%）が「つながっていないと思う」（）18.7%を 16.0 ポイント上回って

いる。 

 
 

以上のように、地域環境についての満足度は地域とのつながりが大きく影響しており、「つながっていると思

う」が「つながっていないと思う」を大きく上回る結果となった。 

 

  

7.9%

1.4%

50.2%

18.9%

24.9%

41.9%

4.7%

28.4%

12.3%

9.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

つながっていると思う

(N=253)

つながっていないと思う

(N=74)

地域のつながり別 地域内の人間関係が良く助け合える環境の満足度

満足している ほぼ満足している あまり満足していない 不満である 無回答

4.7%

4.0%

30.0%

14.7%

37.7%

45.3%

13.2%

28.0%

14.4%

8.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

つながっていると思う

(N=257)

つながっていないと思う

(N=75)

地域のつながり別 災害時に不安なく避難できる環境の満足度

満足している ほぼ満足している あまり満足していない 不満である 無回答
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◼ 生活課題 

困ったときの相談相手 

困ったときの相談相手は「家族」

「友人、知人」「隣近所」「役場、保健

福祉センターなど公的機関の各種相

談窓口」が多くなっているが、「つな

がっていると思う」と「つながってい

ないと思う」で比較すると、「友人、知

人」は 11.8 ポイント、「隣近所」は

18.8 ポイント、「役場、保健福祉セン

ターなど公的機関の各種相談窓口」

はそれぞれが 8.2 ポイント上回って

いる。 

反対に「つながっていないと思う」

が上回っているのは「職場の同僚、

上司」が 6.7 ポイント、「インターネッ

トや SNS」が 6.3 ポイントとなって

いる。 

また、「つながっていないと思う」は

「どこに相談したらよいかわからな

い」「相談する人がいない」が共に

6.7%もあることに留意が必要であ

る。 

 

 

 

困ったときの相談先は以前と比べて変化したか 

困ったときの相談先は以前と比べて変化したかについては、「つながっていると思う」は「相談先の範囲が広が

った」が 19.1%、「相談先の範囲は狭くなった」が 5.8%に対し、「つながっていないと思う」は「相談先の範囲が

広がった」が 10.7%、「相談先の範囲は狭くなった」が 17.3%となっている。 

 

19.1%

10.7%

5.8%

17.3%

67.7%

65.3%

7.4%

6.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

つながっていると思う

(N=257)

つながっていないと思う

(N=75)

地域のつながり別 困ったときの相談先は以前と比べて変化したか

相談先の範囲が広がった 相談先の範囲は狭くなった 特に変化はない 無回答

87.5%

51.8%

26.8%

9.3%

33.5%

0.4%

8.2%

10.9%

8.6%

3.9%

2.7%

12.1%

9.7%

1.2%

1.6%

1.2%

0.8%

82.7%

40.0%

8.0%

16.0%

25.3%

0.0%

9.3%

4.0%

2.7%

2.7%

4.0%

13.3%

16.0%

1.3%

6.7%

6.7%

0.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

家族

友人、知人

隣近所

職場の同僚、上司

役場、保健福祉センターなど

公的機関の各種相談窓口

家庭教育支援員

社会福祉協議会

町内会・自治会

民生委員・児童委員

地区福祉委員

コミュニティ

ソーシャルワーカー

医療機関や

福祉サービス事業所

インターネットやSNS

その他

どこに相談したら

よいかわからない

相談する人がいない

無回答

地域のつながり別 困ったときの相談相手

つながっていると思う (N=257) つながっていないと思う (N=75)
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福祉に関する情報の入手先 

「つながっていると思う」は「広報『の

せ』」が 53.3%で最も多く、次いで「家

族、友人」が 40.5%、「役場、保健福祉セ

ンターなど公的機関の各種相談窓口」が

26.1%、「町内会・自治会」が 17.9%、

「能勢町ホームページ」が 17.5%、「隣近

所」が 16.3%となっている。 

それに対して、「つながっていないと思

う」は広報『のせ』」が 49.3%で最も多く、

次いで「家族、友人」が 26.7%、「能勢町

ホームページ」が 24.0%、「役場、保健福

祉センターなど公的機関の各種相談窓

口」が 18.7%、「インターネットや SNS」

が 16.0%、「医療機関や福祉サービス事

業所」が 14.7%となっている一方で、「福

祉に関する情報は入手できていない」が

14.7%となっており、福祉情報をどう届け

るかが課題となっている。 

 

 

 

 

 

 

◼ 自殺対策について 

悩みの相談や助けを求めることにためらいを感じるか 

「感じる」「どちらかといえば感じる」を合計した「感じる」は「つながっていないと思う」（41.3%）が「つながって

いると思う」(19.4%)を 21.9 ポイント上回っている。 

 

6.6%

16.0%

12.8%

25.3%

27.2%

17.3%

30.0%

25.3%

23.3%

16.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

つながっていると思う

(N=257)

つながっていないと思う

(N=75)

地域のつながり別 誰かに悩みを相談したり、

助けを求めたりすることにためらいを感じるか

感じる どちらかといえば感じる どちらかといえば感じない 感じない 無回答

40.5%

16.3%

5.1%

26.1%

1.2%

12.1%

17.9%

11.3%

7.8%

1.2%

10.9%

12.8%

53.3%

17.5%

1.6%

5.4%

2.3%

26.7%

9.3%

5.3%

18.7%

0.0%

8.0%

9.3%

1.3%

0.0%

2.7%

14.7%

16.0%

49.3%

24.0%

4.0%

14.7%

0.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

家族、友人

隣近所

職場の同僚、上司

役場、保健福祉センターなど

公的機関の各種相談窓口

家庭教育支援員

社会福祉協議会

町内会・自治会

民生委員・児童委員

地区福祉委員

コミュニティ

ソーシャルワーカー

医療機関や

福祉サービス事業所

インターネットやSNS

広報『のせ』

能勢町ホームページ

その他

福祉に関する情報は

入手できていない

無回答

地域のつながり別

福祉に関する情報をどこから入手していますか

つながっていると思う (N=257) つながっていないと思う (N=75)
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ためらいを感じる理由 

総じて「つながっていないと思う」が「つながっていると思う」を上回っているが、特に差が大きいのは「病院や

支援機関等の専門家に相談したいと思っているが、相談するハードルが高く感じるから」の 10.3 ポイント、「自

分の悩みを解決できるところはないと思っているから」の 9.9 ポイントとなっている。 

 

 

◼ 地域での支え合いについて 

福祉への関心については「関心がある」「ある程度関心がある」を合計した「関心がある」は「つながっていると

思う」（75.4%）が「つながっていないと思う」（52.0%）を 23.4 ポイント上回っている。 

 

 

  

44.0%

22.0%

10.0%

6.0%

32.0%

8.0%

10.0%

48.4%

32.3%

12.9%

12.9%

41.9%

0.0%

0.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

家族や友人など身近な人には

相談したくない悩みだから

病院や支援機関等の専門家に

相談したいと思っているが、

相談するハードルが高く感じるから

過去に、身近な人に相談したが、

解決しなかったから

過去に、病院や支援機関等に

相談したが、解決しなかったから

自分の悩みを解決できるところは

ないと思っているから

その他

無回答

地域のつながり別 相談したり、助けを求めたりすることにためらいを感じる理由

つながっていると思う (N=50)

つながっていないと思う (N=31)

26.8%

16.0%

48.6%

36.0%

15.6%

26.7%

3.9%

14.7%

5.1%

6.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

つながっていると思う

(N=257)

つながっていないと思う

(N=75)

地域のつながり別 福祉(自助、互助、共助、公助)への関心

関心がある ある程度関心がある あまり関心がない 関心がない 無回答
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近所のつき合いで、手助けしたいこと 

総じて「つながっていると思う」が「つながっていないと思う」を上回っているが、特に差が大きいのは「高齢者

や障がいのある人の見守り、声かけ」の 18.3 ポイント、「ひとり暮らし高齢者などの話し相手」の 9.8 ポイント、

「通院・買い物など外出時の移動手段に関すること」の 8.8 ポイントとなっている。

 

  

3.9%

10.1%

3.1%

26.1%

5.4%

1.9%

8.9%

5.1%

5.4%

27.6%

21.8%

7.4%

33.5%

1.6%

5.8%

5.8%

2.7%

12.0%

1.3%

17.3%

2.7%

1.3%

6.7%

2.7%

2.7%

9.3%

12.0%

9.3%

29.3%

5.3%

5.3%

5.3%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40%

調理、掃除、洗濯などの毎日の家事

ゴミ出し、ふとん干し、電球の交換など

毎日ではない家事

食事、入浴、トイレなど身の回りの世話

通院・買い物など外出時の移動手段に関すること

家や電化製品の修理など

生活費、医療費などのお金に関すること

家族（高齢者）の介護に関すること

家族（障がいのある人）の支援に関すること

子育てに関すること

高齢者や障がいのある人の見守り、声かけ

ひとり暮らし高齢者などの話し相手

自営業の手伝い

災害時など緊急時の支援

その他

特にない

無回答

地域のつながり別 ご近所とのお付き合いの中で、手助けしたいこと

つながっていると思う (N=257) つながっていないと思う (N=75)
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能勢町は暮らしやすいまちと思うか 

「暮らしやすい」と「どちらかといえば暮らしやすい」を合計した「暮らしやすい」は「つながっていると思う」

（58.3%）が「つながっていないと思う」(25.3%)を 33.0 ポイント上回っている。 

 

  

8.9%

4.0%

49.4%

21.3%

29.2%

44.0%

8.2%

26.7%

4.3%

4.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

つながっていると思う

(N=257)

つながっていないと思う

(N=75)

地域のつながり別 能勢町は「暮らしやすいまち」と思うか

暮らしやすい どちらかといえば暮らしやすい
どちらかといえば暮らしにくい 暮らしにくい
無回答
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資料編 

 



認証コード 

 

  能勢町地域福祉に関するアンケート調査 

～ご協力をお願いいたします～ 

日ごろは、本町の福祉行政の推進にご理解とご協力をいただきまして、誠にありがとうご

ざいます。 

さて、本町では、「第４次能勢町地域福祉計画（ 計画期間（ 令和３年度～令和７年度）」が

令和７年度で最終年度を迎えます。 

そこで次の５年間（ 計画期間（ 令和８年度～令和12年度）を計画期間とする次期計画の

策定に当たって、今後、住民の皆さんが地域で支え合い、助け合いながら暮らすことのでき

る地域共生の町の実現に役立てるため、アンケート調査をお願いすることとしました。 

この調査は、町内にお住まいの18歳以上の方の中から無作為に抽出した1,000名の方

を対象に実施します。 

調査は無記名で、内容は統計的に処理し、個人の内容が公表されることは一切ございませ

ん。郵送又はインターネット Web 調査）によりご回答ください。 所要時間の目安 20

分、質問数 全42問） 

お忙しいところ誠に恐縮でございますが、調査の趣旨をご理解いただき、ご協力をお願い

いたします。なお、ご意見等への個別回答はいたしませんので、あらかじめご了承ください。 

令和7年3月 

能勢町長 岡田 正文 

ご記入に当たってのお願い 

※封筒宛名のご本人様がご記入ください。ご本人様が記入できない場合は、代理の方がご本人様の意

思に基づいて、ご回答くださいますようお願いいたします。 

※回答は当てはまる番号を○で囲んでください。設問ごとに「○は１つ」「○はいくつでも」等、そ

れぞれ指定されていますので、ご注意ください。 
 
郵送でご回答いただく場合 

※ご記入いただいた調査票は、同封の返信用封筒にて、3月31日 月）までにご返送ください。 
 
Web 調査でご回答いただく場合 

※右下の二次元コードを読み取るか、以下URLにアクセスし、画面の指示に従ってご回答くださ

い。なお、回答の際にデータ通信料がかかりますので、ご承知の上ご協力ください。 

➢ 調査専用画面 URL https://tokyotobs-entry.jp/nose-fukushi 

➢ 調査専用画面に入るためには、認証コードが必要です。 

このページの右下に記載されている認証コードを入力して 

調査画面に入ってください。 

➢ 認証コードは郵送による回答との重複を防ぐために付与されるもので、 

これにより個人が特定されるわけではありません。 
 
 
調査について、又は記入上不明な点がございましたら、下記まで 

遠慮なくお問い合わせください。 
 
能勢町福祉部福祉課 

電 話 072-731-2150／F（A（X 072-731-2151 

メール hukusi@town.nose.osaka.jp 

 



調査票 1 

 

1. あなたご自身のことについて 
 

 

 

問１  あなたがお住まいの地区は、次のうちどれに当たりますか。（○は１つ） 

 

1. 天王地区 2. 岐尼地区 3. 久佐々地区 

4. 田尻地区 5. 東郷地区 6. 歌垣地区 

7. わからない ⇒ 字名をお書きください           ） 

 

問２  あなたの性別をお答えください。（○は１つ） 

 1. 男性 2. 女性 
3. その他 

 答えたくないなど） 

 

問３  あなたの年齢をお答えください。（○は１つ） 

 

1. 10歳代 2. 20歳代 3. 30歳代 

4. 40歳代 5. 50歳代 6. 60歳代 

7. 70歳代 8. 80歳以上  

 

問４  あなたの職業をお答えください。（○は１つ） 

 

1. 自営業 農林業を含む） 2. 会社員 

3. 公務員・団体職員 4. パート・アルバイト 

5. 学生 6. 家事専業 専業主婦 夫）） 

7. 無職 8. その他              ） 

 

問５  あなたの家族構成は、次のどれに当てはまりますか。（○は１つ） 

 

1. ひとり暮らし 2. 夫婦 事実婚を含む）のみの世帯 

3. 自分を含み親・子の二世代世帯 4. 自分を含み親・子・孫の三世代世帯 

5. 四世代以上の世帯 6. その他              ） 

 

問６  あなたの同居家族の中に、次のような方はいますか。ご本人を含めてご回答ください。 

（〇はいくつでも） 

 

1. 乳児 １歳未満） 
2. 乳児を除く義務教育学校 小学校）入学前

の幼児 

3. 義務教育学校前期課程 小学生） 4. 義務教育学校後期課程 中学生）・高校生 

5. 大学生 短期大学や専門学校に通う方も含む） 6. 社会人 

7. 65歳以上の人 8. 介護を必要とする人 

9. 障がいのある人             10. いずれもいない 

 
 

  



調査票 2 

 

問７  あなたは、能勢町にお住まいになって何年になりますか。（○は１つ） 

 
1. ５年未満 2. ５～10年未満 3. 10～20年未満 

4. 20～30年未満 5. 30年以上 

 

問８  あなたは、これからも現在のところに住み続けたいと思いますか。（○は１つ） 

 

1. このまま住み続けたい 

2. 現在の住まいは移りたいが、能勢町内に住み続けたい 

3. 町外に移りたい 

4. どちらともいえない 

 

問８で「2. 現在の住まいは移りたいが、能勢町内に住み続けたい」「３. 町外に移りたい」と回答した方に 

問８-１  転居（町内）あるいは転出（町外）したい理由は何ですか。（○はいくつでも） 

 

1. 仕事の都合で 

2. 子どもの教育関係で 

3. 高齢になり身体の状態などに不安があるから 

4. 近所づきあいがうまくいっていないから 

5. 日常生活が不便だから 

6. 暮らしの快適さなど環境面で問題があるから 

7. 生まれ育ったところではなく、愛着がないから 

8. 交通の便が悪いから 

9. 住宅が狭い、古いなど 

（ 10. その他                                      ） 

 
 
 
 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  



調査票 3 

 

2. あなたの住んでいる地域に関する意識や行動について 
 

 
 

問９  あなたにとって、地域とはどのような範囲をイメージしますか。（○は１つ） 

 
1. 能勢町全体 2. 旧中学校の校区* 3. 旧小学校の校区* 

4. 区、自治会 5. 隣近所 6. その他（       ） 

 

＊旧中学校の校区 西地域 天王、岐尼、久佐々）、東地域 田尻、東郷、歌垣）のことです。 

＊旧小学校の校区 天王、岐尼、久佐々、田尻、東郷、歌垣地区のことです。 

 

問 10 あなたは、地域とつながっていると思いますか。（○は１つ） 

 
1. つながっていると思う 2. つながっていないと思う 

3. わからない 

 

問 11 あなたと、ご近所の人との関係は次のどれに近いですか。（○は１つ） 

 1. 何か困ったときに助け合う親しい人がいる 家族同士の付き合いなど） 

2. お互いに訪問し合う程度の人がいる 簡単な頼みごと、物の貸し借りなど） 

3. 立ち話程度の人がいる 

4. あいさつをする程度の人がいる 

5. その他                                      ） 

6. ほとんど付き合いはない 

 

問 11 で「６. ほとんど付き合いはない」と回答した方に 

問 11-１  ほとんど付き合いをされていない理由は何ですか。（○はいくつでも） 

 

1. 生活サイクルが違うので、顔を合わせる機会がない 

2. わずらわしいので避けている 

3. 近所付き合いはしたいが、仲間に入れてもらえない 

4. そもそも近所付き合いがほとんどない地域である 

5. その他                                      ） 

 

問 12 あなたは、日常生活を送る上で、ご近所の人とお付き合いが必要だと思いますか。（○は１つ） 

 

1. とても必要だ 2. まあまあ必要だ 

3. どちらでもよい 4. あまり必要ない 

5. まったく必要ない 

 

問 13 あなたは、現在のご近所とのお付き合いに満足していますか。（○は１つ） 

 
1. 満足している 2. ほぼ満足している 

3. あまり満足していない 4. 不満である 

 

問 11-１へ 



調査票 4 

 

問 14 あなたは、地域の行事、地域活動等に参加していますか。（○は１つ） 

 

1. 進んで積極的に参加・協力している 

2. 求められれば、参加・協力している 

3. 参加することはあるが、役割を持って協力することはあまりない 

4. 関心はあるが、参加する機会がない 

5. 関心がなく、誘われても参加するつもりはない 

 

問 14 で「１」～「３」のいずれかを回答した方に 

問 14-１  それは、どのような行事や活動ですか。（○はいくつでも） 

 

1. 区、自治会の行事 2. 女性会活動 

3. 老人会活動 4. 子ども会活動 

5. ボランティア活動 6. PTA活動 

7. スポーツ団体・クラブ活動 8. 各種サークル活動 

9. 祭礼・伝統行事 10. 葬式の手伝い 

11. 防犯・防災活動 12. 趣味・子育てに関する行事 

13. フリースペース* 14. いきいき百歳体操などの健康増進活動 

15. 清掃活動 16. 認知症カフェ 

17. 交通安全活動 18. 趣味・娯楽の集まり 

19. 民生委員・児童委員活動 20. 地区福祉委員活動 

21. その他      ）  

 

＊フリースペース 
子ども、若者、高齢者、障がいのある人等住民全てが幅広い用途で自由に利用できる

場所のことです。 

 

問 14 で「１」～「３」のいずれかを回答した方に 

問 14-２  行事や活動に参加して、あなたが特に負担に思われたことは何ですか。（○は２つまで） 

 

1. 時間がとられること 

2. 身体的な負担が大きいこと 

3. 出費が多いこと 

4. 家族の理解が得られないこと 

5. 人間関係がわずらわしいこと 

6. 新しい知識や技術を身につける機会がないこと 

7. 活動等について情報が得にくいこと 

8. 活動等について相談できる場がないこと 

9. 一緒に活動する仲間がいないこと 

（ 10. その他                                      ） 

（ 11. 特にない 

  



調査票 5 

 

3. 生活課題について 

問 15 あなたが現在住んでいる地域環境に満足していますか。 

     （①～⑦でそれぞれ○は１つ） 

 満足 

している 

ほぼ満足 

している 

あまり満足 

していない 

不満である 

 【記入例】 

 ①安心して子どもを産み育てられる環境 
１ ２ ３ ４ 

 ①安心して子どもを産み育てられる環境 １ ２ ３ ４ 

 ②子どもが元気に成長できる環境 １ ２ ３ ４ 

 ③青少年が健全に育つ環境 １ ２ ３ ４ 

 ④障がいがあっても安心して暮らせる環境 １ ２ ３ ４ 

 ⑤高齢者が安心して暮らせる環境 １ ２ ３ ４ 

 ⑥地域内の人間関係が良く助け合える環境 １ ２ ３ ４ 

 ⑦災害時に不安なく避難できる環境 1 2 3 4 

 

 

 

 

問 16 あなたが、自分自身のことで現在不安に思っていることは何ですか。（○はいくつでも） 

 

1. 子育てに関すること 2. 教育に関すること 

3. 健康に関すること 4. 家族のこと 

5. 就労に関すること 6. 住宅、生活環境のこと 

7. 老後の生活のこと 8. 人間関係のこと 

9. 地域から孤立していること 
10. ひきこもり・ニート（ 本人・家族を含む）に

関すること 

11. その他             ） 12. 不安はない 

 

問 17 あなたが、住んでいる地域の中で特に不安（不満）に感じていることは何ですか。（○は２つまで） 

 

1. 近所の人との人間関係 2. 住宅、生活環境 

3. 公共交通機関の整備 4. 教育施設・子育て支援サービスの整備 

5. 商業・娯楽施設の整備 6. 医療機関の整備 

7. 高齢者向けの福祉サービスの整備 8. 障がいのある人向けの福祉サービスの整備  

9. 災害対策 10. その他               ） 

11. 不安 不満）はない  

 
 
 
 



調査票 6 

 

問 18 もし、あなた自身が様々な場面で困ったとき、誰に相談しますか。（○はいくつでも） 

 

1. 家族 2. 友人、知人 

3. 隣近所 4. 職場の同僚、上司 

5. 役場、保健福祉センターなど公的機関の 
各種相談窓口 

6. 家庭教育支援員 
 家庭教育支援チーム「ほっこり」）* 

7. 社会福祉協議会 8. 町内会・自治会 

9. 民生委員・児童委員 10. 地区福祉委員 

11. CSW コミュニティソーシャルワーカー）* 12. 医療機関や福祉サービス事業所 

13. インターネットやSNS 14. その他               ） 

15. どこに相談したらよいかわからない 16. 相談する人がいない 

 

＊家庭教育支援員  

 家庭教育支援チーム「ほっこり」）  

 子育て家庭の取組を支え、定期的な家庭や学校への訪問、情報誌「ほっこり」の発

行等を通じ、子育て世帯の悩みや戸惑いの解消を目的に活動を行っています。 

＊CSW コミュニティソーシャルワーカー）  

地域の高齢者、障がいのある人、ひとり親家庭などの方が、住み慣れた地域で安心

して暮らすことができるように相談援助、見守りを通じ専門機関等へのパイプ役とし

て課題解決の手助けをする相談員。 

 

問 18-１  困ったときの相談先は、以前と比べて（約５年前に比べて）どのように変化したと感じますか。 

（○は１つ） 

 

1. 相談先の範囲が広がった 

2. 相談先の範囲は狭くなった 

3. 特に変化はない 

 

問 19 あなたは、福祉に関する情報をどこから入手していますか。（○はいくつでも） 

 

1. 家族、友人 2. 隣近所 

3. 職場の同僚、上司 
4. 役場、保健福祉センターなど公的機関の

各種相談窓口 
5. 家庭教育支援員 

 家庭教育支援チーム「ほっこり」） 
6. 社会福祉協議会 

7. 町内会・自治会 8. 民生委員・児童委員 

9. 地区福祉委員 10. CSW コミュニティソーシャルワーカー） 

11. 医療機関や福祉サービス事業所 12. インターネットやSNS 

13. 広報『のせ』 14. 能勢町ホームページ 

15. その他                ） 16. 福祉に関する情報は入手できていない 



調査票 7 

 

問 20 あなたは、下記の事例について、見聞きしたことがありますか。 

（①～④でそれぞれ○は１つずつ） 

 
近所で起きた 

ことがある 

知人または友人 

から聞いたこと 

がある 

見聞きしたこと

はない 

 【記入例】①高齢者虐待 １ ２ ３ 

 ①高齢者虐待 １ ２ ３ 

 ②児童虐待 １ ２ ３ 

 ③障がいのある人への虐待 １ ２ ３ 

 ④ＤＶ 配偶者や恋人等からの暴力） １ ２ ３ 

 

問 20 の①～④のいずれかで「１. 近所で起きたことがある」を回答した方に 

問 20-１  虐待や DV が行われていることを知ったとき、どうしましたか。（○はいくつでも） 

 

1. 関係機関に通報した 

2. 地域の役員 民生委員・児童委員等）に相談した 

3. 家族や友人などの身近な人に相談した 

4. 直接注意した 

5. とりあえず様子を見た 

6. その他                                      ） 

7. 何もしなかった・できなかった 

 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  



調査票 8 

 

4. 自殺対策について 

ここからは自殺対策に関わる質問です。「答えるのがつらい」などの理由で質問に回答したく

ない方は、P10の問 25にお進みください。 

 

 
 

 

 

 

 

問 2１ 誰かに悩みを相談したり、助けを求めたりすることにためらいを感じますか。（○は１つ） 

 

1. 感じる 

2. どちらかといえば感じる 

3. どちらかといえば感じない 

4. 感じない 

 

問 2１で「１． 感じる」、「２. どちらかといえば感じる」を回答した方に 

問 2１-１  誰かに悩みを相談したり、助けを求めたりすることにためらいを感じる理由は何ですか。 

（○はいくつでも） 

 

1. 家族や友人など身近な人には相談したくない できない）悩みだから 

2. 病院や支援機関等 行政の相談窓口、保健所など）の専門家に相談したいと思っているが、 

相談するハードルが高く感じるから 

3. 過去に、身近な人に相談したが、解決しなかった 嫌な思いをした）から 

4. 過去に、病院や支援機関等に相談したが、解決しなかった 嫌な思いをした）から 

5. 自分の悩みを解決できるところはないと思っているから 

6. その他                                     ） 

 

問 22 あなたは、自殺対策に関する以下の事柄について知っていますか。 

（①～③でそれぞれ○は１つずつ） 

 

 

 

聞いたことが 

あり、内容も 

知っている 

聞いたことは 

あるが、内容は 

よくわからない 

知らない 

【記入例】 

①悩みを抱える人が相談できる各種相談窓口  

 いのちの電話、生きづらびっとなど） 

１ ２ ３ 

①悩みを抱える人が相談できる各種相談窓口  

 いのちの電話、生きづらびっとなど） 
１ ２ ３ 

②ゲートキーパー* １ ２ ３ 

③能勢町自殺対策計画 １ ２ ３ 

 

＊ゲートキーパー 
自殺の危険を示すサインに気づき、適切な対応 悩んでいる人に気づき、声をかけ、話を聞

いて、必要な支援につなげ、見守る）を図ることができる人のこと。 
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問 23 あなたは、社会全体における自殺対策としてどのようなことが有効であると思いますか。 

（○はいくつでも） 

 

1. 自殺の実態を明らかにする調査・分析 

2. 様々な分野におけるゲートキーパーなど自殺対策を支える人材の養成 

3. 地域やコミュニティを通じた見守り・支え合い 

4. 様々な悩みに対応した相談窓口の設置 

5. 危険な場所、薬品等の規制等 

6. 自殺未遂者の支援 

7. 自殺対策に関わる民間団体の支援 

8. 自殺予防に関する広報・啓発 

9. 職場におけるメンタルヘルス対策の推進 

（ 10. 子どもや若者の自殺予防 

（ 11. 一緒に自殺する者を募ったり、自殺の手段を教えたりするネット上の書き込みや、自殺の動画 

等を配信した者に対する取り締まりや支援情報の案内などのネットパトロール 

（ 12. 自死遺族等の支援 

（ 13. 適切な精神科医療体制の整備 

（ 14. 自殺報道の影響への対策 報道機関への注意喚起など） 

（ 15. その他                                     ） 

 

問 2４ 特に子ども・若者への自殺対策としては、どのようなことが有効であると思いますか。 

（○はいくつでも） 

 

1. 悩みを抱え込まず周囲に助けを求めることを学ぶ教育 SOSの出し方教育） 

2. 子どもが出したSOSに気づき、受け止めるための教員や保護者に対する研修の実施 

3. 学校における、児童・生徒に対するゲートキーパー研修の実施 

4. 学校における積極的な相談窓口の周知・啓発 プリント配布、ポスター掲示など） 

5. いじめ防止対策の強化 

6. 家族や友人関係などに悩む若者向けの相談先や居場所支援、虐待対策 

7. SNSでの広報・啓発 

8. 一緒に自殺する者を募ったり、自殺の手段を教えたりするネット上の書き込みや、自殺の動画

等を配信した者に対する取り締まりや支援情報の案内などのネットパトロール 

9. ネット上での誹謗中傷に関する対策 

（ 10. ネット上で「死にたい」などと検索した際に相談窓口の情報を表示する取組 

（ 11. その他                                      ） 
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5. 地域での支え合いについて 
 

 
 

問 2５ あなたは、福祉（自助、互助、共助、公助）に関心をお持ちですか。（○は１つ） 

 
1. 関心がある 2. ある程度関心がある 

3. あまり関心がない 4. 関心がない 

 

問 2６ あなたは地域社会の中で、支援が必要な方（高齢者、障がいのある人）や LGBTQ の方に対して特

別なへだたりを感じますか。 

（①～③でそれぞれ○は１つずつ） 

 感じる 感じない 

 【記入例】①高齢者 １ ２ 

 ①高齢者 １ ２ 

 ②障がいのある人 １ ２ 

 ③ＬＧＢＴQ* １ ２ 

 

＊ＬＧＢＴQ 
（右の言葉の頭文字を組み合わ

せた言葉。 

（性的少数者 セクシャルマイ

ノリティ）を表す言葉の一

つ。 

Lesbian レズビアン） 女性の同性愛者 

Gay ゲイ） 男性の同性愛者 

Bisexual バイセクシャル） 両性愛者 

Transgender 

 トランスジェンダー） 

「身体の性」と「心の性」の不一致により「身体

の性」に違和感を持つ人 

Questioning クエスチョニン

グ） 

自らの性のあり方について特定の枠に属さない

人、分からない人、決めたくない人 

Queer クィア） 典型的な男性・女性ではないと感じる人 

 

問 2６の①～③のいずれかで「１． 感じる」を回答した方に 

問 2６-１  その原因のうち、あなたの考えに最も近いものはどれですか。（○は１つ） 

 

1. そのような方たちを理解する心が地域社会の中に育っていないから 

2. そのような方たちを特別視する傾向があるから 

3. 幼いころからそのような方たちと触れ合う機会がないから 

4. 環境的な障壁 適切な配慮がなされていない制度や慣習など）が多すぎるから 

5. その他                                      ） 

6. わからない 

 

問 2７ あなたは、高齢者や障がいのある人を地域で支え合い、見守る活動があれば、参加したいと思いま

すか。（○は１つ） 

 
1. ぜひ参加したい 2. 機会があれば参加したい 

3. あまり参加したくない 4. 参加したくない 

 

  



調査票 11 

 

問 2８ 今後、ご近所とのお付き合いの中で、手助けしたい、手助けしてほしいと思うことはありますか。 

（１）手助けしたいこと （○はいくつでも） 

 

1. 調理、掃除、洗濯などの毎日の家事 

2. ゴミ出し、ふとん干し、電球の交換など毎日ではない家事 

3. 食事、入浴、トイレなど身の回りの世話 

4. 通院・買い物など外出時の移動手段に関すること 

5. 家や電化製品 テレビ、洗濯機など）の修理など 

6. 生活費、医療費などのお金に関すること 

7. 家族 高齢者）の介護に関すること 

8. 家族 障がいのある人）の支援に関すること 

9. 子育てに関すること 

（ 10. 高齢者や障がいのある人の見守り、声かけ 

（ 11. ひとり暮らし高齢者などの話し相手 

（ 12. 自営業 農林業）の手伝い 

（ 13. 災害時など緊急時の支援 

（ 14. その他                                      ） 

（ 15. 特にない 

 

（２）手助けしてほしいこと （○はいくつでも） 

 

1. 調理、掃除、洗濯などの毎日の家事 

2. ゴミ出し、ふとん干し、電球の交換など毎日ではない家事 

3. 食事、入浴、トイレなど身の回りの世話 

4. 通院・買い物など外出時の移動手段に関すること 

5. 家や電化製品 テレビ、洗濯機など）の修理など 

6. 生活費、医療費などのお金に関すること 

7. 家族 高齢者）の介護に関すること 

8. 家族 障がいのある人）の支援に関すること 

9. 子育てに関すること 

（ 10. 高齢者や障がいのある人の見守り、声かけ 

（ 11. ひとり暮らし高齢者などの話し相手 

（ 12. 自営業 農林業）の手伝い 

（ 13. 災害時など緊急時の支援 

（ 14. その他                                      ） 

（ 15. 特にない 
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問２９ あなたは、今後の能勢町の地域福祉の推進に重要だと思うことは何ですか。 

（１）「ともに助け合い、支え合う地域づくり*」について重要なもの （○は２つまで） 

 

1. 地域活動への住民の参加と交流 

2. 区組織や自治会活動などによる地域活動 

3. 高齢者の交流や外出機会の創出 

4. 地域組織や各種団体間の協力、連携 ネットワーク） 

5. 自然環境を活用した取組や保全育成活動 

6. 「まつり」など歴史を伝える有形、無形の文化財や伝統行事の継承への取組 

7. 人権教育や人権意識の高揚を図るための各種イベントの開催や啓発活動 

8. 高齢者や障がいのある人、LGBTQの方など、多様な方々への理解を深めるための福祉教育や

啓発活動 

9. 世代間交流や地域への理解を深めるための各種講座 

10. 地域福祉への理解を深めるための広報啓発活動 

11. ボランティア活動に関する相談・情報提供 

12. ボランティアや民生委員・児童委員など福祉の担い手の人材の育成 

13. 区や地縁型組織などの活動に対する支援制度 

14. ボランティア団体やNPO、サークル等による地域福祉活動の行いやすさ 

 

（２）「地域で支え合う仕組みづくり*」について重要なもの （○は２つまで） 

 

1. 高齢者や障がいのある人、子育て支援などの福祉サービスの内容の充実 

2. 町の福祉サービスに従事する人材の確保とサービスの質の向上 

3. 福祉に関する地域の相談窓口や相談体制 CSW等）の充実 

4. イベント時の出張相談や電話・メールなどを利用した相談体制の充実 

5. パンフレットやインターネットなどによる福祉サービスに関する情報提供の充実 

6. 手話通訳の派遣や広報の録音テープの作成等、障がいのある人に配慮した情報提供の充実 

7. 認知症や知的障がい・精神障がいのある人の権利擁護のための取組の充実 

 福祉サービスの利用援助や日常的な金銭管理、成年後見制度等） 

8. 消費者被害の未然防止に向けた取組の充実 

9. 矯正施設退所予定者等への社会復帰支援の充実 

10. 介護・福祉人材の確保に向けた取組の充実 

11. 教育・保育人材の確保に向けた取組の充実 

 

 

 

 

 

 

 



調査票 13 

 

（３）「誰もが安心して生活できるまちづくり*」について重要なもの （○は２つまで） 

 

1. 住民が身近な地域で気軽に集え交流できる場 

2. 公民館や保育所 地域子育て支援センターを含む）、学校、空き家等の地域資源を活用した 

活動拠点 

3. 公共施設や道路等のバリアフリーの状況 

4. 高齢者や障がいのある人が安心して移動できる公共交通手段 

5. 地域における防火対策や災害対策 

6. 地域の災害弱者に対する支援体制 

7. 地域における防犯活動や犯罪防止体制 

8. 地域交通安全対策 交通安全啓発、歩車道分離やガードレール、カーブミラーの設置等） 

9. 高齢者や障がいのある人、児童に対する虐待防止対策 

10. 地域住民による高齢者や障がいのある人、児童の見守り 

11. ひとり親家庭や障がいのある人などの働く場や就労に向けた支援 

12. シルバー人材センター*など高齢者の就労支援 

 

＊ともに助け合い、支え合う地

域づくり 

＊地域で支え合う仕組みづくり 

＊誰もが安心して生活できるま

ちづくり 

いずれも第４次能勢町地域福祉計画で定める基本目標です。 

基本理念である「ふれあいと生きがいのあるまち のせ 

～助け愛 あい）、支え愛 あい）による地域福祉力の向上～」 

の実現に向けて、3点の基本目標を掲げ、施策を推進しています。 

同計画については、右の二次元コードから能勢町ホームページで 

ご覧いただけます。 

 

＊シルバー人材センター 
高年齢者等の雇用の安定等に関する法律に基づき、高年齢者に臨時的・短期的事業を行

う団体。本町では能勢町社会福祉協議会が運営しています。 

 
 

問 3０ あなたが、近隣や地域に期待することは何ですか。（○はいくつでも） 

 

1. 緊急事態が起きたときの対応 

2. 防災・防犯などの日常協力体制 

3. リサイクルや景観保護などの環境づくり活動 

4. 子どもや高齢者、障がいのある人、ＬＧＢＴQへの理解や配慮 

5. ひとり暮らし高齢者の見守りなどの活動 

6. 子どもの見守りなどの活動 

7. お祭りなど、住民間の交流の場の確保 

8. 日常的なコミュニケーションの場の確保 

9. 暮らしの情報提供 共有） 

10. その他

                                      ） 

11. 特にない 
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問 3１ あなたやあなたの家族にとって、能勢町は「暮らしやすいまち」だと思いますか。（○は１つ） 

 
1. 暮らしやすい 2. どちらかといえば暮らしやすい 

3. どちらかといえば暮らしにくい 4. 暮らしにくい 

 

問 3１-１  それは、どのような理由からですか。 

  

 

問 3２ 近隣や地域の中で助け合い活動を進めていくに当たり、行政が行う支援としてどのようなものが重

要だとお考えですか。（○は２つまで） 

 

1. 活動PRのための広報活動 2. 学校教育、生涯学習 

3. 活動の引率役となる地域リーダーの育成 4. 介護やボランティア等についての地域での研修 

5. 地域活動からの情報収集     
6. 地域での福祉活動（・運営資金集めの仕組み 

づくりへの支援 

7. 緊急時に備えた支援体制の整備 

 緊急通報装置*の貸出し等） 
8. その他               ） 

 

＊緊急通報装置 
高齢者等が自宅での緊急時、ボタンを押すことでコールセンターから 

必要に応じ救急やご近所の方等へ通報を行うための装置。 

一定の要件を満たす方に個人負担月額400円で貸出しています。 

 

問 3３ 福祉サービスを利用する場合に、特に心配なことはどのようなことですか。（○は２つまで） 

 

1. どのようなサービスがあるのか分からないこと 

2. サービスの利用について、どこに相談すればよいか分からないこと 

3. 利用するための手続きが面倒なこと 

4. サービス内容に不安などがあること 

5. 費用が負担になること 

6. サービスを利用することにより、親戚や近所の人などの反応が気になること 

7. その他                                     ） 

8. 特に心配していることはない 
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6. 災害時の対策について 
 

 

 

問 3４ 風水害や地震などの災害が起こったとき、あなたは自分自身がどこに避難すればいいか知っていま

すか。（○は１つ） 

 1. 知っている 2. 知らない 

 

問 3５ 風水害や地震などが起こったとき、あなたは、一人で避難できますか。（○は１つ） 

 1. できる 2. できない 3. その他       ） 

 

 

問 3５で「２． できない」を回答した方に 

問 3５-1 その際、誰が避難を手助けしてくれますか。（○はいくつでも） 

 

1. 家族・親戚 2. 隣近所 3. 友人 

4. 区・自治会の人 5. 消防団 6. 民生委員・児童委員 

7. 老人会・老人クラブ 8. 行政の職員 9. ヘルパーなどの介護職員 

10. 医療機関の関係者 
11. その他

                      ） 

12. いない 

 

問 3６ 災害時に支援を必要とする人（避難行動要支援者。以下「要支援者」と言います。）への支援対策とし

て、必要性が高いのは何だと思いますか。 

（○は３つまで） 

 

1. 要支援者がどこにいるのか、要介護・障がいの状態の把握 

 避難行動要支援者名簿*の活用等） 

2. 要支援者の避難を支援する人 避難支援者）の決定 

3. 災害発生時に、避難支援のため避難情報を伝える方法の確認 

4. 要支援者の安否確認・救助・避難誘導体制 手順）の確立 

 防災関係部局、福祉関係部局、福祉従事者など関係者の連絡・連携体制づくりを含む） 

5. 要支援者向けの避難所 車いす対応トイレ、乳幼児対応設備など）の確保 

6. 要支援者向けの物資の備蓄 

7. 避難所で継続が必要とされる福祉サービスの量の把握 

8. 地域での日常的な避難支援体制づくり 

9. ボランティアの受け入れ態勢の確立 

10. 避難支援を想定した防災訓練等の実施 

11. その他                                     ） 

 
 

＊避難行動要支援者名簿 
名簿は能勢町民生委員児童委員協議会が、災害時に必要な要支援者情報の調査を

行い作成した『福祉マップ』をもとに、町が災害対策基本法に基づき作成しています。  

 

問 3５-１へ 
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問 3７ 災害時における要支援者にあなたはどのような手助けや対応ができますか。 

（○はいくつでも） 

 

1. 避難の手助け 

2. 安否の確認や情報伝達などの声かけ 

3. 避難所での身の周りの世話 

4. その他                                     ） 

 

問 3８ あなたやご家族は、自宅以外の場所へ避難しなければならない事態に備えてどのような対策をとっ

ていますか。（○はいくつでも） 

 

1. 避難場所の位置を確認している 

2. 実際に避難場所まで行き、避難経路も確認している 

3. 家族との連絡方法を決めている 

4. 家族が落ち合う場所を決めている 

5. その他                                     ） 

6. 特に何もしていない 
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7. 地域福祉に関わる機関や団体について 
 

 
 

問３９ あなたは、「能勢町社会福祉協議会」をご存知ですか。（○は１つ） 

 

1. 名前も活動やサービスも含め、よく知っている 

2. 名前は知っているが、活動内容はわからない 

3. 名前も活動内容も知らない 
 

問３９で「１」または「２」のいずれかを回答した方に 

問３９-１  あなたは、能勢町社会福祉協議会の事業をご存知ですか。（○はいくつでも） 

 
1. 地区福祉委員会 小地域ネットワーク） 

活動の支援 
地域の支え合い・助け合い活動 

 2. ボランティアセンター事業 ボランティアの研修や講習会、情報提供などの活動 

 3. 能勢ふれあいフェスタ 住民の相互理解を深める福祉啓発を目的にした催し物 

 4. ふれあい会食会 ボランティアによるひとり暮らし高齢者への会食会 

 5. ふれあいミニ・デイサービス ボランティアによる高齢者への生きがい活動 

 6. 心配ごと相談 心配ごと・悩みごとの相談窓口 

 
7. コミュニティソーシャルワーカー 

 CSW）の活動 
相談窓口などへつなぐ相談支援活動 

 8. 大阪府生活福祉資金の貸付 
低所得者・高齢者・障がいのある人などへの資金の貸付

制度 

 9. 日常生活自立支援事業 判断力が不十分な方への金銭管理などの支援活動 

10. ふれあい給食サービス 高齢者・障がいのある人への配食、安否確認 

11. おせち料理の配食 ひとり暮らし高齢者へのおせち料理配食 

12. 生活支援体制整備事業 
「地域あつまろうよ事業」などによる、地域住民の支え

合い・助け合い活動の支援 

13. 福祉施設・介護事業所などの連絡会組織 

の支援 
施設等の地域貢献・地域福祉活動の支援 

14. 子育てサロン「にこにこ」 子育て中の親同士の交流、仲間づくりの支援 

15. 共同募金活動 地区募金会） 赤い羽根の募金活動 

16. 献血推進事業 献血推進協議会） 献血の意識向上、普及を図る活動 

17. 交通空白地有償運送事業 ふれあい号） 交通空白地の解消を目指す外出支援活動 

18. 車いすの貸出 高齢者・障がいのある人などへの支援 

19. 地域見守り事業 

安心サポーターが見守りを希望される一人暮らしの高齢

者等の自宅を訪問したり、電話による安否確認を行う活

動 

20. 居宅介護支援事業 介護保険） ケアマネジャーによるケアプランの作成 

21. ホームヘルプサービス事業 

 介護・障がい福祉サービス） 
ホームヘルパーの派遣 

22. シルバー人材センター 
高年齢者が生きがいを得て、地域社会の活性化に貢献す

る活動 
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問 4０ あなたは、能勢町社会福祉協議会に今後、どのようなことを期待しますか。（○はいくつでも） 

 

1. 福祉に関する総合相談サービスの充実 

2. 住民同士の助け合いの仕組みづくりとその充実 

3. 福祉に関する講習や講演会の実施などの福祉教育の充実 

4. ボランティアの育成や活動の充実 

5. 子育てに関する福祉サービス等の充実 

6. 高齢者や障がいのある人が地域で生活するための自立支援 

7. 介護保険や障がい福祉サービス以外の在宅福祉サービスの充実 

8. 福祉に関する情報の発信 インターネットなどを含む） 

9. 福祉に対する要望、ニーズの把握とサービスの企画・実施 

10. 福祉団体への支援 

11. 災害時のボランティア受入調整に関すること 

12. その他                                     ） 

13. 特に期待することはない 

 

問 4１ 次の①～④における認知度をお伺いします。（①～④でそれぞれ○は１つずつ） 

また、「知っている」と回答された方は利用（相談）についてもお答えください。 

 

 認知度 利用 相談）について 

知っている 知らない 
利用 相談） 

したことがある 

利用 相談） 

したことはない 

【記入例】 

①民生委員・児童委員 
1 2 1 2 

①民生委員・児童委員 1 2 1 2 

②福祉委員 地区福祉委員会） 1 2 1 2 

③コミュニティソーシャルワーカー 

 CSW） 
1 2 1 2 

④生活支援コーディネーター 

 SC） 
1 2 1 2 
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さいごに 
 

 
 

問 4２ 町の地域福祉全般について、ご意見がありましたら、ご自由にご記入ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調査は以上となります。ご協力いただき、ありがとうございました。調査票は、同封の返信用封筒を用

いて令和7年3月 31日 月）までに、ご返送くださいますようお願いいたします。 


